
第 1章序論

第 1節 研究の課題と目的

鉱物資源は，社会の文化の発展や成熟の度合いに応じて価値が認められてきた.どのよ

うな鉱物資源がし寸λに確保され，利用されたかということは?その社会のあり方ときわめ

て密接な関連を有しているといえる

日本列島では 3 大陸から伝来した文化の影響などにより，少なくとも弥生時代中期には

鉄器が使用され 3 その他の金属も早い時期から仏像への鍍金や諸道具の材料などに用いら

れるようになったとされる.中世には商業取引がかなりの程度進展して?鉱物資源のなか

でも非鉄金属にはきわめて高い価値が認められるようになっていた¥)そして， 16世紀後

半から 17世紀初頭にかけて，金銀山が盛大に開発され，近代以前の日本の鉱山業におけ

る画期的な発展期が現出した(小葉田 1968: 3-4) その後も，国内の鉱山は連綿と?あ

るいは断続的に稼行され， 19世紀後半における西欧の鉱業技術の導入による盛期を経て.

20世紀後半までに閉山となるまで?多数の鉱山が命脈を保った

環太平洋造山帯の一角を占める日本列島には，多種類の鉱物資源が匹胎しているものの，

その量は決して豊富ではない 2) それにも関わらず，国内における高い需要に応えて 3 金

属鉱物資源は長きにわたって採取されてきた.もちろん?古くから鉱物資源を採取?利用

してきた社会は日本列島のみではなく?たとえばヨーロッパでは，エルツ山脈，チロル地

方やケノレンテン地方など中央ヨーロッパを中心に，少なくとも 12"-' 13世紀には盛大に稼

行されていた鉱山が多数存在し，一時衰退するものの 15世紀後半には最盛期を迎え，領

邦国家やドイツ南部地域諸都市の大商人の経済基盤となっていたけ. しかし，周知のよう

に， ヨーロッパの諸国は，まさにこの頃より積極的に中南米など域外の鉱物資源の開発に

乗り出しフその後の経済発展を支えた金銀はうもっぱら域外の鉱山から供給されることと

なったぺ) 一方? 日本列島の社会は， 16世紀後半，____17世紀初頭のきわめて限られた期間

に世界規模の交易ネットワークの中で大きな役割を果たした後は?外部との交易を極端に

縮小し，鉱物資源のほとんどを他地域に求めることなく，もっぱら自給することになった.

その結果，偶然というべきかもしれないが?非鉄金属資源に即してみれば，限られた資源

を継続して有効に開発することとなり?列島の社会は，他地域からの多大な貴金属の流入



なくして，ある程度の経済発展を遂げることとなった. このようなあり方は，地域の荒廃

や環境破壊を伴って資源掠奪的な側面が目立つ近代的な資源開発とは対極的なものであっ

たといえる ii) こうしたところに?近代化以前の日本における鉱物資源の開発のあり方に

ついて解明する意義があると，筆者は認識している

このような形で鉱物資源開発が継続したことに着目した研究業績は，管見の限りほとん

どないといってよい.近代化以前の伝統的な鉱山業についてみると? 日本史学分野におい

ては多数の業績をみることができる.なかでも，小葉回淳は重要な業績を数多く発表して

いる その初期の研究を中心に 16 世紀後半~ 17世紀初頭に関する大きな関心が，小葉

田の業績ーからはうかがわれるめ.この時期は7 政治的には幕落体制の成立期であり，経済

的には世界規模の交易が一層の展開をみた時期であり，前述のように鉱山業にあっても近

代以前の日本の鉱山業における画期的な発展期で、あった.小葉田が取り上げた事項は多岐

にわたるが，その主要な関心は7 各領主によって鉱山がどのように領有されていたか，産

出された鉱物がし1かに領主のもとに集められたか，といったことにあった.そうして， 当

該時期の日本における鉱山業の発展の基礎には水平坑道の掘削や大陸から伝来した

鉛灰吹法といった新たな技術があったことi)鉱物の産出状況に応じて異なった鉱山の支

配形態や公納法がとられたことへ短期間に諸国から多数の人びとが集まって成立した鉱

山町からさまざまな名目で運上役が徴せられたことなどへ今なお妥当性をもっ数多くの

知見が引き出されている

小葉田に限らず，日本史学の分野では) 16 世紀後期~ 17世紀初頭の時期における鉱山

業が研究対象として取り上げられることが多かったように思われる.そして?その視点は 7

統一政権がまさに成立しようとする時期における国家理念，領主経済，対外交易との鉱山

業との関連におかれることが多かった.たとえば，伊東(1959)は3 近世初頭において豊臣

家や徳川家が巨額の金銀を蓄積していたのに対して諸藩は概して金銀の不足という問題を

抱えており?領内金銀山を積極的に開発し，領内で灰吹銀を通用させようとする藩もあっ

たことを指摘し，幕藩制成立期における財政策と鉱山の開発との関係を明らかにすること

の重要性を主張した 10) 山口(1993)は?秋田藩初期の金山奉行梅津政景の日記の記述を検

討し?鉱山や耕地の大開発時代を背景として領域を越えて人びとが移動した時代にあって，

鉱山町の統治にあたる支配層には?藩領域を越えて通用する論理が意識されていたことを

指摘した.近年ではp 東アジア地域と日本列島の一部をひとつの経済圏・文化圏として積

極的に捉え，その文脈において鉱山の開発を検討する視点もみられるようになったが，や
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はりその関心は 17世紀初頭までにおけるうより広域との経済関係に注がれていた 11)

貨幣地金や交易品としての鉱物資源の性格に注目すれば，当時の政権がどのように鉱物

資源を捉え 3 それらをし 1かに確保したかについての解明はきわめて重要なことといえる

しかし 7 鉱物資源開発の継続に注目する立場からすれば?この時期にみられた特徴をもっ

て?近代化以前における日本の鉱物資源開発の特徴とすることには臨時せざるを得ない.

また， 日本史学における従来の業績は，政治権力や国家のあり方?領主経済や通貨政策，

鉱業技術3 労働組織など個別の課題ごとに議論がなされることが多く?その視点は領主の

側に偏りがちであったように思われる.17世紀後半以降における鉱物資源開発のあり方

に注目すること 7 鉱物資源の開発に関わった地域の視点からの検討を行うことは，鉱物資

源開発の継続の実態とその背景を明らかにするにあたっての重要な課題であると考えられ

る12)

17世紀後半以降における鉱物資源開発に関する既往の研究としては，まず 1 銅山に関

するものをあげることができる.そこでは，貨幣制度や貿易政策の展開?銅座の動向など

と関わらせながら 7 重要な大規模銅山を中心に，その開発の展開が検討された(小葉田 l

993 ; 1999) このことは，金銀山の衰退後，銭貨の地金や輸出品として銅が重視されるよ

うになったことと関連しており?ここでも?やはり領主側の視点が色濃く反映されている

といえる

一方 7 この時期を扱った研究のうちには?盛期を過ぎた鉱山における鉱業技術や経営法

の変化に注目したものもみられた.たとえば?荻慎一郎(1996)は?院内銀山や大葛金山を

事例として，江戸中後期の秋田藩における鉱業技術の展開?鉱山経営のあり方，鉱山社会

のあり方について検討した.荻は，江戸初期に繁栄した山師が衰退する一方で，当初は山

師に従属し掘場の採掘を請け負う存在であった「金名子Jが，山師から独立した経営主体

として成長したことを，農業における小農の自立になぞらえて?その役割にとくに注目し

ている.このような視点からの研究は，国家の理念や財政の見地からのみにとどまらず，

鉱山業の内部構造から鉱山開発の展開を説明するものとして意義深いものと思われるが?

なぜ金名子が成長することになったのかということや》そのことと小農の自立との聞に何

らかの有機的な関連があったのか，などについて具体的な言及はなされていない.また?

鉱山開発の展開の地域的背景への考慮は希薄で、あった.秋田藩領は国内でももっとも多く

の鉱山が立地した地域であり，荻はそれゆえに秋田藩の事例によって江戸期における鉱山

業のあり方を示すことができると述べているところにも，このことがうかがわれる.
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クルト・ネットーが『日本鉱山編』の中で「日本人の自国の鉱物を探索したること遍き

は按外にして，甚だしきは全山処として採鉱試掘の跡なきはなき地方多し」と述べている

ことなどからもうかがわれるように Ii)江戸期における鉱物資源開発への意欲，活力は大

きなものであり，近代になって突如として民行鉱山が多数開発されたものではないと考え

られる.

筆者は，江戸中後期には，鉱物資源開発に関わる空間が広範に展開しており，これに関

わる社会集団が広く分布していたと思われることに注目する.そこで，木研究では I重

要鉱山」などと表現されるような大規模な鉱山のみでなく，中小規模の鉱山にも検討の目

を向けることとしたい.ここでいう「中小規模」については，現段階では 3 とくに明確な

定義が設定されているわけではない.とりあえずは，短期間に限ってみれば多くの鉱物を

産出したことがあったにしても，盛期が永続せず鉱山集落が継続的に存続し得なかったよ

うな鉱山を，中小鉱山と捉えるにとどめておきたい

技術史的視点からの研究においては!日¥中小規模の鉱山に関する言及も若干みられた

有力鉱山から先進的な技術が導入されて，中小規模の鉱山においても比較的進んだ技術が

用いられていたこと(佐々木 1976: 242-245)，大規模鉱山が「商人山師」によって請け

負われたことが多かったのに対して，中小規模鉱山では IUJ先山師」によって請け負われ

て稼行されたこと(佐々木 1983: 194)などの指摘であるが，これらは必ずしも，十分な数

の具体的な事例に基づいた見解というわけではない.前述したように，江戸中後期にあっ

ては，技術や経営法の地域的差異は盛期よりも大きかったと考えられることから，このよ

うな鉱山において，資本，労働力，技術などがし¥かに確保されていたかについては，その

鉱山が位置した地域の特質と関連づけながら検討されねばならないと考える.

さて，鉱物資源開発に関わった地域としては I鉱山集落JI鉱山町」とよばれる集落が

取り上げられることが多かった. 日本史学においては，鉱山集落は，柵などによって周囲

から隔絶され I山法」に基づく統治が行われていたことや，鉱物資源の産出のみならず?

米や鉛などをそこで専売することによって領主が収取を行う重要な場であったことなど，

その特殊な性格がしばしば強調されてきた 19)

地理学においては，鉱山業に関する業績は多いとはいえない.それらにおける対象地域

の捉え方については次項で述べるが，それらのほとんどにおいて，近代以降の鉱山が主な

検討の対象とされ，鉱山集落の独特の形態，変化に富む性格，単一企業集落としての性格

などが議論された.
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した事実についても明らかにされている.鉱物資源開発に関わってきた地域に注目するに

あたっては，鉱山の盛衰に従って変容する周辺地域を，鉱山と対置して捉えるのではなく，

鉱山や鉱山集落と一体の存在として捉え?地域全体の特質の中に鉱物資源開発を位置付け

てみる視点，すなわち鉱物資源開発を地域において相対化して捉える視点が必要であると

考えられる.

以上に述べてきた既往の研究動向や課題をふまえ 本研究では，日本の伝統的な非鉄金

属資源の開発における特質，およびその存続の要因について 鉱物資源の開発に関わって

きた地域に着目して検討することを通じて明らかにすることを目的とする.

第 2節研究の方法

「地域j は地理学における重要な概念のひとつであり これをどのように捉えるか，に

ついては多くの議論が展開されてきたーすべての研究者が納得できる結論に至ったとは

いい難し 1が，地域は，研究者の視点や関心にしたがって任意に設定することができる地表

の一部分であるといったことについては?ほぼすべての了解が得られるところであると思

われる.それでは?鉱物資源開発に関わって，地域はどのように捉えられてきたのであろ

うか.前にふれたように，鉱山業に関する地理学研究の対象のほとんどは，近代化以降の

鉱山に限られているのではあるが，それらにおいて地域はどのように捉えられていたかに

ついて?既往の代表的な業績からうかがってみることにしよう

国内において，鉱物資源を有する地域の特質に焦点があてられたもっとも初期の研究と

しては?山口弥一郎による一連の炭坑研究をあげることができる(山口 1931a; 1931b ; 1 

933) .山口はとくに明示してはいないが，それらにおいては，鉱業施設の分布する範囲が

炭坑地域(ニ鉱山地域)と捉えられ，研究対象とされている.

このような捉え方は?ほぼ同時期のアメリカ合衆国における研究にみられるものと同様

のものであったと思われる. R. S.プラット(1932)は， ミシガン州のキウィノ一半島南部地

区における「鉱業パターンj を明らかにするべく検討を行った I鉱業ノミターン」の明確

な定義はなされていないが，鉱山とそれに関連する諸施設は，地域を特徴付けるものであ

り，土地占拠の機能ノミターンに著しく影響するものであるということが強調されており，

具体的には，鉱山(坑口))十島鉱施設，製錬施設?発電施設，住宅，商庖といった鉱業に関

わる機能が，鉄道等によって結びつけられている様が詳述されている.プラットが対象と
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した地域においては，未開の自然が卓越する地域において鉱業諸機能が次第に充填されて

いったのに対して?山口 aの対象とした地域では，既存の農村地域の変容を伴いながら鉱業

諸機能が展開したという相違はあるが，いずれにしろ 鉱物資源の開発というインパクト

を契機に新たに展開した土地占拠形態とその展開過程に焦点があわせられていたといえよ

っ.

川崎茂は?鉱業ノ〈ターンをもって鉱業地理学の研究対象とするというプラットの主張に

強い示唆を受け?さらにより一層の一般化を試みた.川崎は 3 プラットの述べる鉱業パタ

ーンを?人間による土地占拠の基礎的単位のひとつの形態で、あると読み取り，具体的には，

鉱山集落がそれに相当すると考えた2:¥)さらに それは鉱業諸施設・住宅・商庖などの単

なる集合ではなく?主要坑口などを中心として あるいは経営主体によって統一された結

節地域であると定義した.そうして?前項でもふれたように) i歴史的鉱山集落」と「近

代鉱山集落J としづ類型，さらに「歴史的鉱山集落Jの内部において「歴史的集落域Jや

「近代集落域Jの類型が設定された )111崎が精力的に鉱山研究を行った時期にあっては，

すでに日本国内の鉱山の多くは衰退の局面を示していたこともあり，プラットや山口によ

る業績が y 主として鉱山業が発展する局面を取り上げていたのに対ーして) ) 11崎の業績では，

鉱山衰退時における地域変化の様相が視野に収められていた.たとえば i近代鉱山集

落Jや「歴史的鉱山集落Jにおける「近代集落域Jは?単一企業集落としての構成と機能

を有していたがy これらの類型の場合，鉱山業衰退時における衰退様相はきわめて急であ

り，消滅に至るケースも少なくないのに比して i歴史的鉱山集落j における「歴史的集

落域Jでは衰退様相は緩やかであるという相違があることが示されている.川崎による

「歴史的集落域Jにおける緩やかな衰退様相という実態は，鉱物資源開発の継続に注目す

る上でも，きわめて示唆的であるが?その要因については i歴史的集落域」においては，

封建社会の時代において地域社会が形成されていたためという興味深い言及があるものの，

その具体的な背景についてはふれられていない.また， ここで設定されている「歴史的集

落域Jそのものについても i近代化以前に本格的に開発されていた鉱山における鉱山集

落Jとされているのみでありうその特質は?ほとんど江戸初期の鉱山盛期におけるものに

ついて述べられており，江戸期を通じての変容などは顧みられていない

斎藤実則 (1980)は，秋田県内の鉱山を対象として?鉱床の規模や形態，事業内容，開

発の年代，既存の中心都市との位置や距離を指標にして?鉱山集落の成立条件を検討した.

そうして，鉱山集落の中でもとくに大規模なものが鉱山都市とされ，小坂鉱山などを事例
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に，その構造が検討されている.対象とする地域をどのように捉えるかについては明示さ

れていないが，そこでは，鉱山会社施設，従業員社宅，管理職・技術職層の住宅，歓楽街?

商庖といった諸機能の配置ーについて検討されており，やはり鉱業諸機能の分布する範囲が

対象地域とされていることが明らかである.また，ここで明らかにされた地域構造は，ほ

ぼ圏構造をなし，パージェスの同心円理論と一致するという主張もなされている.川崎と

同様，斎藤の業績からも?モデル化・類型化への強し¥指向がうかがわれるが，それを急い

だあまり未消化に留まった印象は否定できない.斎藤の業績では?鉱山業のみでなく地域

社会および地域文化の担い手として，技術者集団を重視していることが注目される.鉱山

都市衰退の局面では 3 企業の事業の縮小に伴って?採鉱・製錬・分析・工作など諸過程を

担当する技術者集団が他地域に転出することによって 市街地の縮小や文化活動の低調を

招くことになったことが述べられている.すなわち?鉱山地域(鉱山集落)の特質を担う

のは，技術者集団であるというのである.

技術者集団の動向に注目したのは，岩間 (1993)も同様であった.岩間は，鉱工業によっ

て成立した地域を， r鉱工業産業地域社会」と捉え 3 その内部構造を明らかにし 3 その成

立と衰退の要因， さらに再生のあり方を解明することを試みた r産業地域社会」の概念、

は，中小企業地域・伝統産業地域の分析視覚として，板倉らによって提唱されたものであ

るが?岩間は，単一の工業のみならず，鉱業を含む複数の産業の活動と住民の地域生活と

が有機的に結び、ついている地域にもこの概念が用いられ得るとしている.そうして?研究

の主な対象地域とした日立鉱工業地域とは，鉱(工)業の影響を強く受けている範囲とし?

具体的には目立市を中心に，北は茨城県多賀郡十王町(現目立市)から南は勝田市(現ひた

ちなか市)があげられている.行政領域が対象として設定されているのは，統計資料を用

いる際の便宜もあってのことと思われるが， 日立製作所やその関連事業所が分布し，それ

らにおける産業活動に従事する社会集団の居住・生活する範囲でもあった.そしてy 鉱工

業産業技術社会の内部構造については，し¥くつかの類型が示されているが，いずれにして

も閉じた圏構造が想定されている.

わずかな例を示したのみではあるが，以上にみたように 7 従来の研究においては，鉱業

施設の配置された範囲が対象地域とされ，その構造や内部諸地域の機能が検討されたこと，

それぞれの年代ごとに関心の向けられた時期の幅は異なるものの，いずれもある程度の時

間幅の中における変容が問題とされたこと，そして?比較的近年では，地域を特徴づける

要素として，社会集団のあり方へ関心がもたれるようになっている傾向をみることができ

9 



る*諜しし を伴う る地境について， の時間中高

からの分析なことと

いられるようになったことについてもラ

るようになった昨今の時流に却したもの

られる.また?

としての{明記がしばし

ると思われる. しかし y そtしら

いずれにおいても術者・ る につい

に留まっている.これで;土

といわざるを拝ない.近年ではき

というよりは，拡111

に関する

えてヲ地域の究におい

に基づいた明究が望まれているという現状もある一

また〉以上にみてきた業績のいずれにおける主な対象も近代以時の鉱山であち， r 

企業による統一的な地域j ということが前建とされていた.そこでは?ある程度の時系列

まれていたものの 3 その分析を通じて明らかに

下で成立していた事象であったともいえる.本研究で在自する

発の継続j は 2 そのような状設には適合しない時期におけるあり方であり?江戸期に限っ

てみるにしても，より長い詩簡

のことをふまえて，本研究では?拡業諸施設が農関した鉱山集落のみ‘で、なく，鉱山

を長給した地域など，鉱山業の遂行に関与し，その影響を受けて変容し

地域すべてを対象とし 便宜的にこれを「鉱山地域Jと捉えることとするめ¥このように

えることによって 鉱山と周辺地域とを対置させることなく?鉱物資源を害し，

応じてその開発に関わった地域として把握することができると考える著すなわち y

は，鉱物資棟開発を重視しつつも，これを地域に農開する事象の中で相対化して考察しょ

る.このような姿勢は 3 既在の研究が指向してきた類型化・

し，一般化から遠ざかる印象を与えるものかもしれないが?筆者;土地域に

した事例研究を蓄積し，帰納的な姶討を通じて最終的に一般化に至ることをど指向している.

の立場から

を

UJ る事例研究の蓄積辻今な はいえ

とはいえ， 山地域がどのようなタイ

とえば，鉱床の規模などによって，

山地域の範囲は広くなるしラ

るカ斗こ

山地域いてはヲ

鉱床ではよワ狭い範聞となる されるーまた，長い時代幅をとって る
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時期ごとの

る

見方も呂

であったとされる回世紀末~ 17 

れぞれの鉱山における鉱山地域とし

あり

あろう.

本研究では?

において拡山

との
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を明ら
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のに加えてう
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の中に?鉱物

の上で 3

けるべく考察を行うこととしたい.
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じ
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羽したい.江戸初
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開やその
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につい ることが留ましいと考えた.

それは以下のような理由による.

タイフ。の

とする鉱物

ては，その開発

象に合めなかっ

ヲ

は対象としなかっ

では?

るようになっ

については，

とは異なっていたこと?

と分布 なども

る3つの

まず，

地域

ととする.

に位寵した中津川

とさ

いまま

のが?

にも

して 3 次に

につい

の唱であることから

し九らjノし

あること会ユら? ここで

の鉱山とそ 地域である この

山開

され

るよう

住民のになっ

主人やはり 17

る. し主主し》

くま伺はi

ける山

どのよで

山に関わったの
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る
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こで毛 下
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いて，明治初年の鉱山
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し 5撃では高見銀山 ¥第6章において 3
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て用いられていたが(豊田 1952;小葉回 1969)， めι金・銀・釘な が宅金

出されたこともあり， 日本列 、といえる
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2)日本列島は複雑な地質構造から成り立っており，様々な時代に様々な成因によって他種類の鉱物

が形成されている(松原・清水 1996) しかし，その絶対量が少ないうえに熱水の作用によって形

成された脈状鉱床が多数を占めるため，現代においては経済的にそれらを採取するのは困難であ

る(佐々木他編 1992:vii). 須崎 (1958: 124)は iわが国の国内資源供給力は，一部のものを除

き，種類こそ多いが，その量はきわめて少なく?もっぱら海外資源に依存している.またその海

外資源の依存の割合は，今後とも増大する傾向にある」と述べている

3)この時期におけるドイツの鉱山業についてまとめた近年の成果としては，瀬原(2004)がある

4)西欧社会はこの後 7 価格革命，産業革命などを経験しつつ?現代のグローパノレ経済につながる資

本主義経済を発展させていくことになる.そのような 16世紀以降の社会を r近代世界システ

ム」と捉える議論もある()11北訳 1981) また 7 湯浅(1984: 273)によれば3 ポトシ銀山をはじめ

とする南米からの大量の産銀の流入は，ヨーロッパにおいて 16世紀後半を通じて銀の価値の低落

を招き，南ドイツをはじめとするヨーロッパの銀山を衰滅させたという

5)近代における鉱物資源は，掠奪的な側面が強調されてきた.それは，発達した採鉱・製錬の技術

をもって大規模に採掘され，鉱物資源が短期間に枯渇してしまうことの表現でもあったが，鉱物

資源の確保のために，西欧諸国によって植民地化された地域の経済発展が妨げられたことなども

しばしば指摘されている(小出編 1958: 32-42). 第 2次世界大戦後には?発展途上国の豊かな鉱

床と低賃金が注目され，先進国を本拠とする多国籍企業がますます積極的にそれらの地域へ進出

した(蕗谷・蔵本訳 1982)

6)その主要な業績は，小葉田 (1968; 1986 ; 1993 ; 1999)に収録されているが，昭和初期から 30年代

にかけての? もっとも初期の業績が収められた小葉田 (1968)においては，当該時期を中心とした

事例研究が多い.

7)鉛灰吹法は?銀鉱石に鉛を加えて加熱し貴鉛をつくり，これを灰吹炉で、熔解し，鉛を灰に吸着さ

せることによって銀を抽出する製錬法である r石見銀山旧記」などの伝えるところによれば，こ

の技術は， 1533(天文 2)年，博多の商人神屋寿禎に伴われて石見銀山に来た唐ノ¥技術者によって

もたらされたものとされる(小林 2003). この技術は?石見銀山の銀吹職人らによって生野銀山，

佐渡金銀山など諸国の鉱山へ移転され， 日本の産銀急増の基となった.なお，佐渡金銀山では，

慶長期にはスペイン支配下のメキシコより伝来したものと推測される?水銀を用いたアマルガ、ム

法も導入されたが，その使用は短期間に留まり他鉱山への移転もなかったとみられる.小葉田(19 

52)は3 アマノレガム法が普及しなかった要因について水銀供給の困難をあげたが，田中(1990)は?

鉱業技術と水銀供給の見返りに産銀の一部を要求するスペインを敬遠する徳川家康の思惑がその

背後にあったことを指摘している
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ないように思われる

14)1909(明治 42)年に農商務省鉱山局によって編纂された“Miningin ]apan， Past and Present" 

を和訳して 1911年に東京鉱山監督署より刊行された.ここでは 1992年に原書房より刊行された

復刻版を参照した

15)日本学士院編(1982: 274-299) などを参照.

16) ) 11崎は鉄や石炭も含めて表にしてまとめているが，本研究ではそのうち非鉄金属に関するものの

みを抽出した

17)ここでは，三枝編(1942: 117-219) を参照した

18)前述した佐々木(1976; 1983)の他?佐々木 (1979a; 1979b ; 1982)，山口(1982)，吉城(1979)な

どがある

19)佐々木 (1976・220-221)参照

20)たとえば3 岡山大学法文学部地理学教室 (1962) など

21) ) 11崎(1973: 279-306) 

22)詳しくは，西川 (1985: 125-141)，森)11 (2004)などを参照

23)その背景には?水津(1969)の提唱した「基礎地域Jの概念の影響がうかがわれる

24)須山 (2004)は，在来工業地域研究の展開について整理を行い， 1980年代以降における在来工業

地域研究の多くが，個別の産業地域に展開する社会的分業のあり方を記述する「生産構造研究」

であったと位置付け，これらの研究における地域的な視点の欠如に対して批判が相次いだと述べ

ている.須山は，生産構造研究の関心は，地域的に集積した工業をもって形成された空間的分布

秩序の解明や地域経済における評価に向けられ，工業と地域的諸要素との関連性や工業の地域的

意味についての分析は等閑視されてきた，と捉えている

25)石井(1992: 3)はy 地域を「一定の領域で諸要素が結合し，作用しあって関連をもち 7 一要素に

生じた変化は時間的にずれはあっても，結局は他の要素に影響を与え，ついには全体が変化する

ようなまとまり，つまり系(システム)を形作っている現実の現象Jと捉えている.本研究は，精

密な地域システムのモデルを提示するべく検討を行うことを目的とはしていないがy 本研究にお

ける「地域Jの捉え方は 3 これに示唆を受けたものである

26)ここでいう「山域の資源Jとは，山域に生育する「森林資源Jと「鉱物資源」とをまとめて表現

したものである

27)その代表的なものとしては，小葉田 (1968)に収められた中世末から江戸初期までを対象とした研

究，山根(1932)による総合的な研究，江戸初期までの佐渡金銀山と石見銀山の技術と経営のあり

方を比較した田中 (1979)などがある
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第2章 江戸中後期における日本の非鉄金属鉱山

第 1節 明治初年における非鉄金罵鉱山の稼行状況

によってフ 1874(明治 7)年 12月から 187ヲ〔明治年 12月にかけて

口げ
H

r-- (以下 と Hこ

いう項百 けられており) I呂田ごとにそ および産出状況を

ることがで、きる 1)

当 山について知ることができ

めに に命じて 々
寸 いわゆる

しては，この抱に I皇田地誌j

や) 1884 (明治 1 年以降，内務省

大」 口ハ門 あげることができるが，それら け 中Jしは，

山の位量?範囲，沿革 る のものについては品

p
門戸 いる である 2) これに対して? lま などの

れている. 中の鉱出については3 れP その他，i本

山， 山 る ある.前述したように?

今
寸 おり?国によっ 々

パ
」 高

が，陸中・ の 2カ国が 1873(明治 6) ア)年であ

るのを除けば) 1871(明治 4)，1872 ら 2-

1878 (明治 11)年と

に属する国に C々 いないものが多いが?これら

の中にも のように 1872・73年と 口々 いる例もあり，その

他の国についてもこの時期から大きく外れること

は，新政府によって

し1と推潤さ

が であった.

しており?

は， く 人 山

にある 山の を 持の である 山司に

と めら
¥) 

さら 5 ) れた. ここにおい

て 月 一 ノ ニ散ヒ当 出一

ヘシJ， 円日ノ 出- ノ 出 7 ソ当 iとし 1

16 



表2-1 r日本地誌援要j に
鉱物産出嘉の年次

された

明治4年 陸奥 岩代，

謹後， 佐渡，

大和， 摂j辛 飛騨，

明治5年 羽前， 3l~t麦， 加賀，

俊民， 美作， 讃岐，

明治6年 i経中， 阿j皮

明治7年 近江菅 譲受，

(資料 r関本地誌提要J) 
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j主:X印i点 F裏山Jを示す。
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った条項があった(政府が鉱物資源の分布状況の把握に努めていたことがわかる.当時

の政府の鉱山への関心の大きさを考慮すれば r地誌提要Jには当時のわが国の鉱山に関

する比較的確度の高い情報が記載されていたものと判断される.

付表 1には) r地誌提要j に記載された鉱山を，村ごとにまとめて示した r地誌提要」

には，採掘中の鉱山の多くに関しては，その産出高が記載されているものの，鉱山によっ

ては半年分の数値のみをあげているものや，坑ごとの数値があげられているもの，国全体

の産出高をすべての鉱山に記載しているものなど，その示し方はさまぎまである. したが

って，その数値は厳密に分析するに値しないと思われるが，一応概要を把握するために?

表中の備考欄に示した.金山では?佐渡金銀山(下相川村;現佐渡市)において 1坑の

みで 1貰(約 3.75kg)を越える産出高があるものもあったが(表 2-2)，多くは数百匁の

産出高であり 3 砂金の採取によるものが少なくなかった.銀山も同様に，わずかな産出高

にとどまる例が多かった.その中にあって，生野銀山の 10万頁(約 375 トン)を越える数

値はあまりに大きく，誤記でなければ，おそらく含銀鉱石の産出高を示しているのではな

し寸瓦と思われる. 17世紀後半以降長く衰退していたこの鉱山は r工部省沿革報告Jによ

れば) 1868(明治元)年の 12月には官営鉱山に編入され?フランス人鉱山技師コワニエの

指導による近代化にいち早く取りかかっていたが， 1869 (明治 2)年 10月から 1878(明治 1

1)年 9月までの 10年間を通じても?産出された純銀は 5，082kg，純金は 586.5kgで、あった

(表 2~ 3). 佐渡金銀山も 1869年 4月に官営鉱山となっており，イギリス人鉱山技師ガ

ワーノレなどの指導を受けて西欧の鉱業技術を導入した開発に取り掛かり，表 2-4にみら

れるような成果をあげていた.明治初期には，これらの著名な鉱山の他にも y 表2--5に

示した鉱山が官営鉱山に編入されたが r地誌提要j によってみる限り，さほどの鉱産を

得ることができないままヲ官営で稼行された期間も短期間に留まっていた例が少なくない.

官営鉱山のうちでも?開発に成功し，多大な鉱産を得ることができたものはごく一部に過

ぎなかったのである

銅山はうすべての鉱種のなかでもっとも多く，広く分布していた.そもそも銅の埋蔵量

は，金や銀に比べて格段に多いことでもあり?きわめて自然な分布であるといえる.また，

銅山がある村では 同時に金，銀，鉛など他の鉱物も産出した例が少なくなかった.鋼よ

りも多く埋蔵されているはずの鉛の産出高は，もっとも多い村でも越前田本戸村(現福井

県大野市)の 3，300貰余り(約 12トン)に留まっているが，共に産出される銀や銅の抽出の

ために多くの鉛が消費されてしまっているものと考えられる.

18 



2-5 明治初期の官営鉱山

生野鰐山 ( 1豆略国朝来郡生野〉

棺JII罰金銀出(佐渡毘雑太郡下棺)11村能)

毛倉野村金山

期間

1868(明治元).12"'-'1896(明治29).9

! 1869(明治2).4~1896(明治的).9

i 1869(明治2).7....._， 1870(明治3).7

白浪村金山

浜村金山

議地村金山

(伊豆盟賀茂郡)

({芦豆国賀茂郡浜村)

(伊民間賀茂郡籍地村〉

JI 

)/ 

11 

立谷沢村 w湯殿山・月山決砂金山(~~前回出 )11郡瀬馬村地)

穴沢銀山

Ij¥坂鰻山

膏野村金山

牛鶏野村金山(~~前回村山都牛芳野村)
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lヌ12-1には，地内に鉱山をもっ村の分布を，稼行状況ごとに示した.村内に複数の鉱

山がある場合，もっとも活発に稼行されている状態にあるものを代表させた これによれ

ば，採掘中の鉱山は，東北地方，なかでも羽前・羽後や，岩代国会津郡から越後国蒲原郡

にかけての地域，越前・加賀・飛騨にまたがる地域 3 中国山地東部の備中・美作・播磨の

諸国にまたがる地域に，とりわけ集中して分布していたことがわかる.採掘中の鉱山が多

く分布した地域は，活発に鉱山開発が行われた地域でもあり その過程で生じた休山・廃

山の鉱山も多い傾向がある

廃山は，明治初期当時においては すでに採掘し尽くされたと捉えられていた鉱山であ

ったと考えられる.安芸・備後・丹波・播磨東部や越中などには，とくに廃山の鉱山が集

中していたようにみえるが，それぞれの含まれる中国地方 北陸地方は，古くから鉱山開

発が活発に行われた地域であった

安芸国では，沼田郡八木村(現広島市安佐南区)の銅山・高田郡有留村(広島県向原町)の

鷹山銅山・同郡上甲立村(現広島県甲田町)において 3 文献から鉱山の存在やその痕跡が確

認できる .i) いずれも江戸期には本格的な開発は行われていない.記録のない鉱山も，そ

の所在地に注目すると?安芸国守護武田氏や国人領主の毛利氏・古川氏・小早)11氏の本拠

地の周辺に集中していることから y やはり江戸期以前に採掘されていた鉱山であったこと

が推測される.中国地方には，長登銅山(山口県美東町)・都茂丸山銅山(島根県益田市)・

鷺銅山(島根県出雲市)や吉岡銅山(岡山県成羽町)など?中世以前の開発を伝えられる銅

山が多い ω. 丹波国や播磨国も廃山の多い地域であった

越中国新川郡には， 16世紀末"--'17世紀初頭にかけて繁栄した金銀山が多く分布したこ

とが知られている.すなわち，虎谷村(現富山県魚津市)の銀山・河原波村(現富山県魚津

市)や松倉村(現富山県立山町)の金山・亀谷村(現富山市)・長棟村(現富山市)の鉛山・

下田村(現富山市)の金山・婦負郡の庵谷村や片掛村(ともに現富山市)の銀山などである

その鉱山集落は，加賀藩においては「かねやまJとして特別な扱いを受けていたが，いず

れも江戸中期以降には鉱山が著しく衰え， 19世紀半ばの天保期頃には村高が付けられて

一般の農村と同格に扱われるようになっていた i) 前ににみたように，加賀・飛騨や越前

は明治期初頭において採掘中の鉱山が多い地域であった これに?越中を加え?北陸から

飛騨にかけての地域は鉱山集中地域であり，鉱山の稼行によって独特の特質が形成されて

いたことが想定される

注目したいのは 有力な鉱山地域に留まらず，休山や廃山の鉱山がきわめて広範に分布
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11 
G 

S120  km 

-探掘中の鉱山を持つ村

会試謡中の鉱山を持つ村

。休山・禾掘の鉱山を持つ村

療山の鉱山を持つ村

※ 1 罪号…村内に状慾(J)異なる償費支の鉱山が存在Tる場合
より活動状~の活発な鉱山を優先した

※2 北海道.~おì!i諸島 iこも鉱山を持つ村はわずかにあったがa
本因では滋霊きした

霞2-1 明治初期における鉱山を持つ村

(f読本地誌提要j により作成)
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していたことである場たとえば

れる?小葉日揮による九十日

から西部にかけての地域・

山などといっ

ける鉱山

の重要鉱山

・盟国などは，

あj

山・ WJ • 

鉱山地域とはいえなかった.ところが，思 2-1によればきこうし

の鉱山が分布していた.これらの地域に分布した鉱山は p いわゆる

といわれるものではなかったが 3 こうした中小規模の鉱山

中後期における鉱山業の特徴のひとつであったと考えられる.

山，

されたこ

や廃山

第2節 江戸中後期における鉱山業の

、322'
4

，，，
g
 

〆2
1
¥

の幕詩・諸藩の 減退

1 世紀初期の鉱山 にあって， 山に期待したのはフ鉱物の

?主活物資

の

みでなく，

役銀な

るまでに，多く

には藩主主初期より山

に用いる資材や鉱 した

うに 3 明治期に

を領有し

とであった.

し

第 l蔀

あっ~

山 山町に

れているわ. しかし 3 領内

では諸問いに関わる

ところで

奉行の

鉱

しく衰えた日 享保期

とが知ら

内銀111;立、

d
b
 

v¥なかっすこヒいう 101

出支配形態に

もと稽の役人によ レ
仁a

に裂遣した鉱山は 7 山

る直山となりラ十分な

の徴収すべてを請け負う詰 ~U

山が多数を占めたといまつれるが 7

い鉱山は Iよi師が間歩運上の

とされている 11) 江戸中期以Fきには，

る銀山であった院内銀山も， 1817(文化 14)

んどの時期には請山と草山を繰り返した 12)

おおくぞ

とされる大葛金山も， 17 

たただし，詳絡にみると 3

があち?この間に大規誌な水抜き普詰が行われたこと

となる以前1 18世紀のほと

山と諸山を繰号返し

18世紀初期に龍山支配の索開

られている lぬ この例からも

られるように，

世紀末~ 18 

μi のは必ずし

には諸留の金娘山において，

良い鉱山のみでなかった. とやわけ 17

による覆範的な鉱山護興策が
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試みられているのである

16世紀末以来，およそ 100年の聞に，海外交易を通じて?多くの金銀?とりわけ銀が

大量に国外に流出した.折しも，諸国の金銀山は衰退し 7 日本国内では金銀が不足するよ

うになっていた. 1695 (元禄 8)年には?諸国において金銀銅山を開発するよう幕府から触

書が出されている 1'1)佐渡では，積極的に新田開発が進められた一方で 金銀山の復興が

積極的に行われるようになった. 1691(元禄 4) 年~ 1696年にかけて多くの入用銀を費や

して金銀山の排水のために掘削された南沢疏水坑は，この動きを象徴するものであった!の

石見においても， 18世紀初頭には銀山が激しく衰退していたが，山師に公費を貸し付け

て大規模な水抜間歩の普請が行われている.これらの普請はいずれも利益を度外視したも

のであり，少なくともこの時期においては，幕府や藩は必ずしも有利な鉱山のみを直営と

したわけではなかったといえる.幕府や藩が?これほどの積極的な姿勢でもって鉱山業に

関与することはこれ以後の時期にはほとんどなかったが?この時期に完成した基盤的な施

設は?それ以後の鉱山稼行の遂行にも貢献することとなった.

さて 3 請山となった場合の請負人で、あるが，大葛金山では， 1779 (安永 8)年以降は?直

山時代の支配人で、あり，山師の家系であったという荒谷家が一貫して請負人となった. 下

のような事例はきわめて稀なものであり?他の鉱山では?頻繁に請主が交替し，その多く

は?久保田城下や在郷町の商人であった.彼ら商人請主が鉱山を請け負った主な目的は?

産出鉱物の売却による利得ではなく 7 むしろ鉱山や鉱山集落居住者への物資販売による利

得であったとする見解がある 16) しかし 3 秋田藩でさえも労働者数の少ない金銀山は多く，

そうした鉱山では，鉱山集落への物資販売の利得は必ずしも多くなかったと考えられる.

やはり鉱物の産出は 商人請主の主要な目的であったと考えるべきではなし1かと思われる.

いずれにしろ，ある程度利益を見込むことができる鉱山こそ，領内外の商人をはじめとす

る請主によって経営されたと考えられる，こうしたことは，盛岡藩や鹿児島藩など，有力

な鉱山を有する諸藩でも確認することができる li) どのような者が請主となり?開発がし 1

かに進められたかは 鉱山の立地する地域の経済構造と深く関連していたと考えられる.

(2) 大坂の銅吹商人の活動とその意義

すでにみたように，明治初頭には?あらゆる鉱種のうちで銅山がもっとも広く開発され

ていた.銅山の開発は 17世紀後期より盛んになり， 日本における鉱山開発の主流になっ

たとされる IR) その理由として，国内の金銀が不足したことにより，対外交易に主として
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いられるようになったことがあげられる.

禄 14) 年には，大坂に銀~加役として続産が設置さ

とした銅吹蔀人であった.なかでも

とも称され，銅吹簡を営むと

安はかるために， 1698 

この時?銅鹿を形成したのは，

であった泉悪事大坂屋，

も行った商人刊行、ふ み 19)

した上で銀や金を吹き主分けて精銅を

には告ら銅

安時吹高山? 七、 斗
寸 ら不純物を

得・ 3 輪 の樺銅を作成した喰また 3 存力

も行っておち，

山Jと

を把握する明

あるト

されたもので，そこに誌諸国

の山Jに記載さ

山の数を，明

き，来患や大坂屋な

ら 1740年頃に

て詳細に記されている

よって

さちに?

いていた

って， 1710 

につい

した.

出の支j苫などが経営に関与した鉱山も京されている、この図からは?ほとんどの

について泉震が鉱山のi育報を収集していたことがわかるが 東北地方や中間山地および四

冨において、とちわけ多くの鉱山に関する情報が集められていたことが注目される.

が経営に嬰与した鉱山の介事も間様で，東北と中田悶に集中していたこと

される.泉屋についてみれば，吉岡銅山や別子銅山など告らが経営した鉱山を根拠地とし

て?技術者在見分に派遣したようにもみられるが?大披患など{在家の関与し

し百くつかは の時期におけ

に，銅山を

ことが推関されるのである. さきに!さ12

山が開発されていたことが確認されたが，それらの

を通じて開諾されたものではなかったかと思われる。ま

の分布イ項!吉]を示していることから， 18 

~LJ が，専ら大坂語人の影響の下に

1で西毘地方において?存外多く

，岩代国会捧郡をはじめとして，

いう?要向が五窓す忍できる. 干

ものであろう.

山

人らの活動が，幕府の意を受け

ちでも，出控銅山(陸呉昌麗角郡)， 

1と

つにことを

山(出

間 などのように， の確保においてきわめて 11HこはF

おっていたことも，そのことを?示していると考えられる.

あった石見田においても?比較的多くの， しかも詳細

していたが? L七j にlま3 委草山として

が開発されない理由について

されてい

ある干る.当

とが記さ いる.石見銀山の錦山 山
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会

..泉聾

3 秋詰抗議iR銅山〈秋EB泉北秋館市}※問{二鯛山の内

4 秋悶板;f.j，尺銀山(秋図書ミ北秋田市)※絡に銅山の内

6 霊祭生銅山(山形県議河江市〉

9 会珍11、11111:蝉ヶヰZ鍛1lJ(新潟線東灘原郡阿賀町〉
12 仙台領砂金額山(宮竣祭祭沼郡)11崎約〉

13 石ケ森金山{会津若松市)

16 会i業務慾銅山(犠護主祭南会津郡只見町〉

11 足F悪事定出章第Ill(栃木県i祭主幸都築山富n
21 小泉銅山(鴎llJ集声高業所)

22 綴本銀山(岡山線議梁市〉

23 吉岡鯛tl!(厨山県高梁市〉

24 北方銅山(岡山猿fijj栄市)

26 永釜鋳tlJ(山口郡美祢郡美東町〉

29 ~IJ二子銅山〈愛媛県新居浜市)

@泉援・大坂慶両家とも

iヰ 会津領泉沢村鍛山(繕重量祭郎麻郡E9会津町}

ヨEその他大坂荷人

-大坂屋

1 湾総緩や密銅山〈常務篠弘前市〉

2 e機鋳山{秋E題集鹿角ifi)
6 秋窃扇王手銅山(彩:密書~~ヒ牧田市}※静電仁銅山のv.

7 立木銭!.u(山形県鶴総務}

S 会津小JIII主谷沢鏑山(新3詩集東蒲原郡阿貧富T)

11 怠戸前鈎山(宮城護主主討を郡D~手書T)

15 会i掌笛方村あそう鋲Ill(福島県大沼郡三島町)

18 ゑはら銅山〈兵j窓県福知tlrrf1)

19 潟地山銅山(兵濠県認知山市〉

訪 中瀬金Ill(兵庫県幾父市〉

25 関口銅山{碕UJ県J!f./窪市}

〔 猪沢銭!.u(7?っけ

〔 繍沢之肉声3青銅山(つ??iJ 

10 会津小111夜綴縫村鉛山〈新潟県東繍原書s問主主宙T)(出;尉久友衛門〕

26 新横線銅山(島根空襲大田市)※主主英霊霊山のうち〔出淵久左衛門〕

28 金協鋭!.u(兵庫県多可郡多河町)(平野獲)

14 

0120km  

fさをの山jIこ託毒遣された鉱山の件数

図2-2 泉震による調査・借報収集がなされた鉱山の!日霞別件数および
大坂の商人が経営に関与した鉱山の分布 (17世紀末.......18世紀初頭)

〈住友史料館所蔵 f宝の山Jにより作成)

j主1:鉱山名(J)署長昔日は基本約に資料iこ記霊長されたたおりとした。

;友之( )内は怒llJの所在地を現在の市密T終sで示した。

(7? 7) は所筏士患を特定できなかった鉱山である。

j主3 ・原資料でi立、陵書IJ'怒J:t.陸奥・童書域・岩代がすべて賎奥菌、

羽言IJ'有毒後がすべて出羽還と Eされているが、この簡では、明治

初主廷における国名にしたがって区別して示した。

浅 4 泉経・大坂援については、耳IJ家や江戸応などが含まれているが、

ここではそれらを区別していない。
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多ク候故、銀主無之、銀山ハ下財様之者ニても被稼候故、如此候由j と述べられている.

このことからは，銅山の開発には多大な経費が必要であったことがうかがわれると同時に

山況次第では泉屋が自ら進出しようという意思を読み取ることができょう

一方，本小1'1中央部においては，大坂の銅吹商人による直接的な関与は希薄であった.こ

れらの地域に鉱山が分布していなかったわけでは決してなく 3 たとえば 第 l節において

も確認されたように，越中・力日賀・越前・飛騨といった北陸地方~飛騨にかけてのまとま

った地域は，一大鉱山地域であり，江戸初期までにも多くの鉱山が開発されていた. 18 

世紀初頭は，全国的に金銀山が衰退した時期であり y 一時的にこれらの地域では稼行され

た鉱山が減少するということがあったかもしれないが 少なくとも面谷銅山(越前国大野

郡)や和佐保銅山(飛騨国吉城郡)などでは銅の産出があった 当時 和佐保銅山は地元

の山師や江戸の商人によって稼行され 21) 面谷銅山は 大野町の町人によって稼行されて

いた ω. これらの地域で産出された銅も大坂へ搬送され，泉屋もその一部を買い入れてい

る.これらの地域への大坂の銅吹商人の関与の少なさは，鉱山に見込みがなかったためかう

大坂商人が関与する余地がなかったのかについては，さらに検討の余地がある

大阪の銅吹商人によるこのような広域的な活動は，稼行状況に関する情報?職人の雇用

の確保，鉱物の吹き分け技術の洗練など，さまざまな点において重要な役割を果たしてい

たと考えられる.

(3) 鉱物需要の増大と中小規模鉱山の増加

銅の産出高は 17世紀後半を最盛期として，その後は徐々に減少したため?輸出銅を確

保するのは容易なことではなかった2:¥)そうした中で?別子銅山，阿仁銅山，尾去沢銅山

なと有力な銅山は「御用銅山」と位置づけられ，その産銅は専ら貿易銅として用いられ

た.その一方で，国内の銅需要も増大の一途をたどった. 17世紀後期における国内の流

通経済の活性化は 金銀の不足を際立たせ，幕府による金銀貨の品位の大幅切り下げもあ

って?銭の相場が高騰した.その結果， 18世紀初頭の元文年間にはう江戸亀戸の他?野

州足尾・羽州秋田・摂津国・紀伊国・山城固などに，短期間ながらも銭座の設置が認めら

れることになった.有力な銅山の産銅は，依然として貿易銅に用いられるよう定められて

いたため 7 秋田藩では，鋳銭地金の銅や製錬に用いる鉛は，難所に立地するなどして当時

稼行されていなかった鉱山を商人に請け負わせて確保していたという 2.1) ここには，中小

規模鉱山の開発が増加する要因が垣間見える.
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さらに 18 もう 1763 13)1手， 1766 3 ) 17ヲ7 9 ) と

探ち 山の開発 。 されている 小葉田 18 半

と メ主吋戸 いて，幕末近

え¥ 言〉る る

のある も と 議ン

吹 まったと iっ .いずれにしても，

まうち， IJJ の

人れる歌田県につい 自治体史 りてユ

も， {出 UJ， 罰君R

UJ， 北市) ， (現秋田 込!

郡藤里町)

はJ，

I.U ， 



るために江戸に逗留中であった.両名を秋田に招くべく，江戸で両名と交渉にあたった秋

田藩士太田伊ー太夫によれば，理兵衛は?その前年多国銀銅山を見分した際に持ち帰った鉱

石を示しつつ， r (多田山は)銅山ニハ無之全銀山ごー御座候、然ルヲ何ツノ頃ヨリカ銅山と

唱ひ過り、一偏ニ銅ヲ主意ニ吹上候事故あたら銀勢を皆焼捨申事ニ候[()内筆者注;以下

同じ]Jと述べ， さらに「御国元(秋田)之銅山も皆々銅ニハ有之ましく、其内ニハ銀ヲ主ニ

吹立候而、宜主白も可有之鈎ニ而初ニ見分ヶ置候市銅ヲ主ニ吹立候而宜キハ銅ヲ主ニ吹立て、

銀吹ニいたし候而宜キハ銀ヲ主ニ吹立候へハ無益ノ費無御座候j とも主張したという Hj

吉田理兵衛の技法による銀絞は十分な成果をあげることができなかったようで，その翌年

の 1774(安永 3)年には?当時銅吹屋を廃業していた大坂の銅吹商人大坂屋から手代および?

「品目工人J，すなわち製錬技術者を派遣させた I.S) この際にも，江戸において平賀らを招

鴨する労をとった太田伊太夫が大坂ヘ赴き，大坂屋に対して技術者の派遣を要請している

太田伊太夫は，当初より銅鉱石から銀を抽出する技術を秋田へ移転するべく活動していた

と思われる. この経緯について，大坂屋善右衛門は r内分ニ而何卒密々ニ秋田へ細工人指

下し候様取計ひ世話致呉候様、御内々ニ而御願ニ付 細工人共御国(秋田落)へ指下シ候

ハ〉竿銅共随分出来候義ニ候へハ年来之吹屋仲間家業ニ放れ候程之事故，難渋ニ候へノ¥

中間(仲間)へ対し不義理ニ候j と述べている.大坂からの技術者の派遣が内密に運ばれ

た様子がうかがわれる 派遣された技術者によって，まず阿仁銅山のうち，真木山銅山に

おいて銀絞りが試され，成果が確認された上でう米代)11にその支流藤琴川が合流する付近

に立地する荷揚場村(現能代市)に寵山銀絞吹所が設置された.この場所は米代川の舟運に

よって，阿仁銅山で産出された銅を搬入するのに適していたのに加え，周囲の山林から焼

木・木炭を?藤琴村ーから鉛を得ることができた.この吹所は?幕末まで存続した.近代以

降も同じ場所に加護山製錬所が設置され，最終的には 1894(明治 27)年まで操業された

関東地方においては，幕府御用銅山であった足尾銅山が，山元での丁銅や，時期によっ

ては輸出用の梓銅の精製を認められるなど，特別な位置にあり，江戸には足尾銅山会所が

設置され，銅集荷などの業務を行っていたが， 18世紀を通じて甚だしく衰退し?会所も 1

801(享和元)年に廃止された.これと入れ替わるように 1796(寛政 8)年，江戸本所横川

町(現東京都墨田区)に設置された古銅吹所は，その名の示すとおり，本来は市中の古銅

を買い集める機能を負っていたが，幕末頃には天領の銅山から荒銅を買い入れるようにな

った 16) 江戸に近い越後国や岩代国会津地方などで，盛んに旧坑の再開発や新たな鉱脈の

開発が行われたのは 3 こうした動きとも関連していたと推測される.これまでに確認され
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た例に関してみれば，その開発には山師の他，江戸や関東地方の在郷町の商人が関与して

いた.たとえば，越後国魚沼郡の上田銀山(現新潟県魚沼市)は，元禄期頃までは高田藩や

幕府によって経営されていた時期もあったが?それ以後は付近の芋川村や大湯村(以上 2

村とも現魚沼市)の有力者らによって稼行された…化政期以降には江戸や関東の町場出

身の山師や金主が関与することが多くなっている 1825 (文政8)年から上田銀山の森田鋪

の開発が?小出嶋村の阿達久五郎・大湯村の桜井利兵衛によって行われたが 3 この開発に

は，江戸の金山師山村徳市郎が金主として資金を供給していた.上回銀山の鉱脈は会津側

の檎枝岐村(現福島県南会津君IH曾枝l肘)からも， 白三室長山として開発されていた 1847 

(弘化 4)年に白峯銀山の問掘を行ったのは信川松本の水野国蔵という金掘職人であり，こ

の他に江戸本所新坂町の山師?阿部八太郎や，金主として江戸深川八右衛門新旧の竹野銀

蔵，同じく江戸深川元町の青柳忠兵衛が参画していた.嘉永期から万延期にかけては，下

野国佐野天明町ーの正田利右衛門が上田銀山において鉛山を経営したが，この人物は，同時

期に会津領の会津郡叶津村(現福島県南会津郡只見町)・大沼郡玉梨村(現福島県大沼郡金

山町)などでも鉛山を経営するなど，広域を股に掛けて鉱山開発に関わっていることが確

認されている.

第 2章注

1)ここでは?正院地誌課編(1982)を参照した

2)これらは 1890(明治 23)年に帝国大学図書館に移管されていたが 3 関東大震災により大部分が焼失

し，現在ではわずかに残存するものや各県?市町村に所蔵されていた草稿や写しが確認されるの

みで 7 全国を概観することは不可能である.そこに収められている鉱山は I日本地誌提要Jのも

のとは必ずしも一致していない.たとえば I上野国郡村誌Jには利;恨郡藤原村(現群馬県水上

町)に銅山と鉛山の記載があるが f日本地誌提要j には，同村ーの銅山についての記載はあるもの

の?鉛山の存在は記載されていない 「日本地誌提要j では?利根郡戸倉・土手・越本村(し、ずれ

も現群馬県片品村)の入会地にあるとされている金山や甘楽郡後賀村(現群馬県富岡市)の銀山は

「郡村誌j には記載がない さらに?記載されている内容もかなり異なっている I郡村誌j の類

では，前出の上野国利根郡藤原村の例をあげれば r銅山 高壱町廿問周囲拾二町，村ノ西北宇宝

) 11ニアリ，発見廃坑等年月詳ナラズy 且出鉱質等伝ナシJI鉛山 旭ヶ岳ノ東脚湯ノ沢ヰIノ尾根ノ
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3)紹谷(1978: 

4)明治 5年 3J=J日

11ノ茜方ナリ，弘イ七四 二とレヲ シガ毒事デ休山ス」 く

しては， (1ヲ

した.

々
パ
」5) 

6) 

7)小葉田 (1973: 

8)小葉田:4) . 

号)小柴田 (1973: 

10)荻(1996: 

11)jト葉田

が悉く あ 19 

当時打喜本の銀山ではもっとも多くの銀を産出した‘ 1817(文北

山は車山とされ，年間金 2~ 万間前後の収益を得ていたと推棋冬れるという，荻 (19

ラ6

13)荻(19ヲ6:

14)高柳・石井議(1934・892)

5)田中(1986: 

16)荻

17)岩手県嬬(1972:1084-1136). および7 麓{日64: 152-202). 

18川、葉田(1973

19) (1956 : 10-'12)， 2 

前j (1956 : 17-24) J 

(1991 :解題ト加)

21) 

22) 自(1

ける ついてはき 旧(1973・

言羊しし¥

24)小柴田(1993: 75 

(1936 : 814-817 ; 1942 
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第 3章 武蔵冨秩父郡中津川村における小規模鉱山の開発

1節 中津川村における鉱山開発

(1) 江戸初期における中津川村の金山開発

地域の

は独立し

る中津川地区は， 1889 (明治 に合併されるまで

を?両神I-LJ， 自 1， OOOm 

のは集落周辺の 平坦地に限られていたが'0-

されてき 取ワ巻く広大な

られる豊

広大な山域には金属資源も

していた

太」 なくと

されてし 中津川什近の地質はお ど中生

の火成岩類によって賢かれる な金属鉱物

ア
」伺い

'hv
木川
学
十
Z
2
n
 

，北西から り， 向

予れを貫いてい ち 5カ

されている幻. 1カ所は中 に接する中 ある. ぷ2

カ所はし も北部の小神流)11 分布しており， ら和 六助鉱床ラ

沢鉱床? よばれているリ

る1カ所は 3 中津)11 の最西端から約 km西に憾につ カ~

から されていない. かしきかつては二こでも鉱物

ことをう る伝承 いる. を世襲した幸島家は 7 下総冨猿

から出て， り1 峠をj泣え

σコ とされている.この したの あり y そ

の中j章)11 つにというものである1)

て，幸島家には， 19世紀 嘆の当 し

左し¥ えられているこれは， 山手家 した文i攻期かち

頃までを中 して， 宇津)11村 いて記さ ものである.江戸初

山開発については，次のように記出れている，
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も

山の つ ち人々 てき ヒ品、 らうかがわ

れる.

iむから る る i協には?

出との ス。ノ と ?小奈川 11 ~こ

る (現秩父郡両神村) 久保の金山 したという あ

T二

申 ノ

(義? と申 日

と

この 当 、王辺誠 ， 1784 4年))桃の久保において金山の

を tこ ~~の久保の金山を し

たのは? られている 1598 

中 と されているが?他の名 され
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2長とろ

7嘉兵衛屋敷前

a諏訪神社

1栃の平

。 500m 

中津川集落付近の地名

(~……」哨机一一家一政3一村叫
および聞き取りによって比定 j 
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ているのに対して 3

において

薬師堂組は?

も

である.

二千中将{象

「もてきJ

がうかがわれる 7)

などと れており，

おける物資

ともなっている

のひとつであち，芝期市

に付随するもの

り寄進さ

11涜壊には，中津川村との

には?中津)11から

であるという伝承が

いる.中津)11村に

山宝正寺の檀家であったが事この寺も

えられている.名主の幸喜家は村で

とつであり，

らhている.こ

そ

たとし

大堤集落

く，村氏のほとん

く存在するほ13..... 4 ). 

と同様 2 もと中

2 薬師堂組の

11村にあっ

の棲家であ このことについて幸島家では?

ためであると

された金

えている.以 いて，

の金山か

このf也にも，

0J開発に関わっ

地へもたらさ

一自)11 ) 

いたことがう る

'1村の金

とし¥ を伝えている.

田氏

はまた，甲斐武田民の家臣であっ

山であった甲斐国黒川金山(現塩山市)

主んで表裏の関係にあ号，戦国期

ともに

中 11 を中心とする

タ中津川村が信州

している

(現長野県

き

とち いる. 1 

手tEB との

ことがう

る地でもあった中津川の金!JJに向けて，甲州、!

る.

からの人の流れも

さて，前に引用し

の金主とし

とう

よる水j奈さ開歩敷設

寛文年間，神器に「新石野が

は，挑の久保全山の水抜き

られる.茂木家文書には「日

されている‘これらの史料か

の盛山の直後のことのようにも

されて以後 z 従来の可j から とされる
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ことからみて，寛文期以後のことであろうと考えられる.本石町は，文禄期より御金改役

として小判 3 一分判の検定極印，包封をつかさどった後藤庄三郎役所の在った本町一丁目

に隣り合っていることから，土屋もあるいは鉱物に関係する者であったかとも思われるが，

同時にこの町は江戸でも有数の商業の中心地でもあった.いずれにしろ) 17世紀半ば頃に

は，江戸における消費状況が秩父地域の森林資源に影響を及ぼすようになっており，土屋

を金主とした水抜き普請が行われたのが寛文期頃であっても不自然なことではない日)

(2) 江戸中後期における銀鉛山の開発

中津川村の鉱山開発では?戦国期~江戸初期にはもっぱら金の採掘が目的とされたがう

江戸中期以降にはまずその再開発が行われ 3 続いて銀や鉛の採掘へと目的が移った.それ

にともなって開発の対象となる地域も集落中央部の字桃の久保から，キt~lt部の小神流川流

域へと移動した(関:3-5). 断続的で， しかもそのすべてが成功を収めたわけではなか

ったが?江戸中後期における中津川村ーの鉱山開発には 2つのピークがあったことがわか

る.そして 1 それらをはじめ，中津川村-で鉱山開発が行われた時期は?いずれも第2章に

おいてみた，全国的に鉱山開発の機運が高まっていた時期と一致していた.

まず) 18世紀初頭には桃の久保金山の再開発が試みられた. 17世紀初頭に盛山であっ

た諸国の金銀山の多くは，湧水や坑道が深部に達したことによる掘進のコスト高などのた

めに17世紀半ばまでには著しく衰退していたが，この時期には排水坑の掘削などが行われ，

積極的に坑の復興が図られた.また?全国で銅山開発が盛んに行われるようになった17世

紀後半には?仁ド津)11村-でも1711(正徳元)年に桃の久保金山の旧坑に溜った水を全てくみ出

すという再開発計画が実行された.秩父地域ではそれ以外にも，延宝期~元禄期に古大滝

村の妙法鉱山の再開発が行われている.

18世紀半ばはフ新たな鉱山の試掘などが多数行われるなど?中津川村ーにおける鉱山開発

が活性化した時期であり?江戸中後期における鉱山開発の 1つめのピークであったといえ

る 鉱業技術史においては?この時期は，採鉱や治金の技術に関する著作が多く著される

など，技術の普及が進んだ時期と位置づけられている i川 この頃には?金山の再開発に加

えて集落北部の小神流川流域における銀・鉛山なども開発の対象となった.中津川村にお

ける鉱山開発活性化の口火は) 1765(明和 2)年から1774(安永 3)にかけての平賀源内の

手による金山・鉄山の開発によって切られた.その当時，江戸を中心に本草学が流行し，
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諸国の物産を展示した物産会が催されたり，物産を書き上げた書物が発行されるなどした

が，平賀は本草学者として，すでに世に知られた存在であった. 1763 (宝暦13)，平賀は本

草学の書物， ~物類品隣』を監修しているが，そこには秩父の金が載せられている 1\) 平

賀が中津川村の金山に注目していたことがわかる.平賀源内による金山，鉄山の開発はい

ずれも成功をみなかったがp この一連の事業を契機に?さまざまな人々によって鉱山開発

が行われるようになった.

2つめのピークは， 1820年代，-._，50年代にかけての時期である.この時期における中津川

村の鉱山開発の特徴は， 18世紀後半のように多数の開発主体によって多件の開発が試みら

れたのではなに少数の開発主体によって，比較的長期間，安定して鉱山が経営されたこ

とであった.

第 2節 江戸中後期の中津川村における鉱山稼行形態の変容

(1) 金山師仲間による小規模な鉱山開発

ここでは 1つめのピーク，すなわち18世紀半ばにおける鉱山稼行の形態についてみる

ことにする.中津川村の鉱山開発では，まず「問掘」が出願された.問掘は幕府に運上を

納め， 150日間， 200日間などと期間を区切って採掘を行うものであった.問掘の結果，安

定した鉱物の産出が見込まれるようであれば，本来は産出量に応じた運上を納めて行う

「本稼Jが出願されることになっていたが?たいていの場合， 日限に到ると「継願」をく

り返し提出して問掘が継続された.

問掘の出願者は 「稼人JI山先」などとよばれ，鉱山開発の中心となった.実際にはy

開発が個人によって行われた事例はほとんどなく，複数の者が主体となった場合が多かっ

た.また，中津)11村の鉱山開発主体のうちにはp 江戸居住の者が多くを占めた(表 3一

次に掲げるのは， 1740 (元文 5)年の金山再開発に際する 7 稼人仲間の証文である 12)
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表3-1 中津川村鉱山の開発主体

年次 |鉱種! 椋人(居住地) I 備考

L___:;_~ 一一一一一一???? 一一 一 L 一一喜十郎・新四郎 :J;J__t2::s ?) 

1790 (字型)一的 )一一唖M一一一一一一一〈平竺型空J!lH)一一 一よ一理
¥ L'1... 幸島喜兵衛 (秩父郡中津川村) 名主

1800 (寛政12) j 金 i 
1 逸見重左荷門 (秩父郡中津川村)名主

i 幸島喜兵衛 (秩父郡中津川村) I名主
I ~ 逸見繁八 (秩父郡中津川村) I 主

1806-1808 (文化3-5) i 金 =:u=~; ，'..'~'，~':~-;_ '-:-~~'~:，' I ~~ 
- 伴右衛門 (秩父郡古大瀧村) I 

I 太郎兵衛・源次 (秩父郡新大瀧村) 1 

I 幸島喜兵衛 (秩父郡中津川村) 主

1816 (文化13) 金・銀鉛! 原太夫 (秩父郡本野上村) I 

善吉 (江戸本郷)

1示i忌L忌;入λ... τ5ゐ示白5雨F会均政恥6)I 親脚s鉛信寸王函i函云扇布俳両?瓦{一一一寸…(
(秩父市中j津掌!μ川!付!幸島家文書.逸見家文書.山中家文書より作成)

注:f稼宰人の居住地や備考の欄に示した職分などiはま.基本的に史料中の記載に従った‘また，居住地欄の(?)Iま居住地不
明を示す
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若干詳しくうかがうことができる.このとき，江戸本所演屋敷の小池甚助・浅草東中町の

高津鉄五郎・湯嶋五丁目の宮原弥五兵衛・湯嶋天神下の桜井新助の4名が，幸島喜兵衛と

連名でこの鉛山の開発を出願した.開発についての取り決めは さきにみた1740年の 7名

の場合とほぼ同様であった.すなわち，喜兵衛を含む 5名は稼行に必要な資金を負担し，

鉱物の販売によって得られた利益の 5分の 1ずつを得る， というものであった ¥.1) この時

の間掘では鉛500貫目(約1，875kg)が得られた.この時の仲間には 3 鉱物を扱う商人は含ま

れていなかったとみえて，幸島喜兵衛が，産出された鉛の売却先を求めて江戸へ出向き?

問屋へ売却する交渉をまとめている.しかもう「鉛山記録Jに 旧来からの鉛問屋が高値

での買い入れを受け入れなかったため?新興の地回り問屋へ売り渡すことにした旨が記載

されているのは興味深いことである 1:;) 江戸周辺地域における生産物を買い付・ける 3 新規

の商人が江戸にあり，生産者はi日来の流通経路に乗らずに，少しでも自己に有利な売買を

行うことが可能になっていたことが知られるからである.

また I鉛山記録」には?ひら平鉛山の継問掘出願の際 7 小池甚助らの他にう江戸芝七

曲の長倉蔵之助，本郷春木町.の苗正右衛門といった者が鉛山の稼行を所望した旨が記され

ている.そこでは，それぞれを「芝連JI本郷連ムさらに小池らを「本所連j と称してお

り，いずれも複数の者で構成されていたことがわかる I鉛山記録」によれば，かつて芝

連は桃の久保金LI-l，本郷連は後山銀鉛山などの問掘の仲間となっていたが，当時，ひら平

の見込みが高かったのでこれに乗り換えようとしたものであるとされている.この記述か

らは，天明期に幸島家が出願した金山や銀鉛山の開発の際からすでに彼らが関わっていた

ことがうかがわれる.鉛山の見分に訪れた岩鼻役所の手代も交えた談判の結果， I職人茂

大勢召連 1 物毎便利j という理由で，長倉の「芝連j がひら平鉛山を稼行することになっ

た.長倉は，かつて矢筈銅山なる鉱山を稼行し?当時は芝の能役者宅に寓居していた旨が

「鉛山記録Jに記されているlω. 当時 3 江戸の諸所にこうした金山師たちが居住していた

ことがうかがわれる.

(2) 江戸とその地廻りの商人の鉱山経営進出

「鉛山記録Jには， I金主JI銀主」などとされる者がしばしば登場する これらはp

その名の通り，開発のための資本を拠出する者であったがy その役割は時期により変化を

みせた.
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は「山先」として，鉛産出高の10分の 1を得る立場となった.

同年，中津川村の茂市が見立てて出願した宇六助沢の銀鉛山も同様な取り決めのもとに

開発されることとなった.この鉱山の金主となったのは，ひら平の金主をつとめた三郎右

衛門の居住地， ) 11俣宿の隣村であった上州邑楽郡梅原村(現群馬県邑楽郡明和田了梅原)の

直七であった.邑楽郡川俣宿は， 日光脇往還(館林道)の宿場であり y 利根川|水運の河岸

でもあったことから，商業活動が盛んであった.梅原村はその東隣に位置しており，直七

も何らかの商業活動を通して財を成した者であろうと考えられる.

中津川村の鉛山が有望であることがわかってくるにつれ，江戸やその周辺の居住者が，

より直接的に鉱山経営に関わろうとするようになった. 1839 (天保10)年に発見されたひら

平の新鉱脈の事例では，その過程をみることができる.この鉱山は喜兵衛によって問掘願

が出願され，鉱脈の発見者であった奥羽出身の金掘職人弥兵衛によって稼行されていた

その後，江戸品川町裏河岸の伊勢屋平作と通油町炭屋平兵衛が金主となった.伊勢屋平作

は江戸の古銅吹所の御用達であり， 1853(嘉永 6)年には飛騨国茂住鉛山(現飛騨市神岡

町)でも鉛の買い付けを行った記録が残っている 19)

金1両につき鉛 5貫500匁(約20.6kg)の割合で鉛を売り渡すことが取り決められ，喜兵

衛らは前金として金主から金35両を受け取った. ところがy 資金が不足したとして?喜兵

衛らは? さらに江戸森下町伊勢屋源次郎?水戸屋源右衛門に出金を依頼したのである

「鉛山記録j において，喜兵衛は 7 炭屋らを「買金主J，71'(戸屋らを「本金主」と書き分

けている I本金主J水戸屋らは 3 ただちに自らの手代を中津川村へ送り込んで鉱山を稼

行し，産出した鉛は山元に積み置かれ r買金主」のもとへ送られることがなかった こ

のため7 両者の聞に争論を生じることとなった.結果は f買金主J炭屋らが金主を引き

受けることとなり さらに天保14(1843)年 3月より稼行された六助沢鉛山の金主ともなっ

た ひら平は弥兵衛が実質的な稼行を行ったが，炭屋らの下請けと位置づけられ 3 産出し

た鉛はすべて「買金主」によって買い上げられることとなった.六助沢には「買金主」が

手代を送り込み 7 直接鉛山の経営を行うことになった.

次に示すのは， 1841(天保12)年のひら平稼行に関わる議定証文である.

一札之事

御代官伊奈半左衛門様御支配所武州秩父郡中津川村ひら平銀鉛山間掘之義3 貴殿御願立被成候

所，諸入用自力ニ難及， ~IJ我等山銀主ニ相成候ニイ寸是迄試掘中から堀出候荒鉛我等引取申候所
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担i童無之{此 間
関
門 よワ

申間数イ侯令為?春日鉛号i取

貯
4油

間品川町裏河岸

11 

f-rJ 

椋耳h f-D 

額人名主

山部 弥兵撞i殿

り決めには，鉛0J様行に必要な

買い患ることが明記された. 1 

鉛山かも 590貫目(約39.7ト

ら1843年 9月ま

り〈約10トン)が産出された.

の間握の出臓が取り下げられ，改め

る代わりにー

から1845(弘化 2)年までの 6年間i乙中津川村の

出された川(表 3--2). そのうちひち手で

語(約13.3トン)， 1843年10月から2ヲ

5月で区切られているのは?このときに幸島家から

されたことによる.六助沢で

に4，350貫目

3月ま

16.3トン)の産出が

として読められていた a ちiJえば. 1 

められJでし

は 1 3月から

上納

中;こ 1 ところがyされ，下知された100日間の開揺ではう

3月に?代官所よち通達があり 3 少しでも

の10分の 1の:直上を納め 3 本穣ぎとし

1843年 9月

山が見立てら

あれば間掘とはならないので?出

て出願するよう求められた.

のであった.

山中領新羽村

名主兵車と

り見栃木

の案内で中津川護?訪れた数名のうちから?下野国佐野天明町、

m了)の王国利右衛門が字狩掛沢鉛山の金主となり 7 上十1'1新部主主巨大鳴
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表3-2 中津川村鉛山における荒鉛産出高(1840"'"1845年)

年月 ; 産出高 ; 内訳

1附

1附(天保1凶叫4引)氾3月 ; 凡4，仰，3河3お50貫目 ;六助沢手稼ぎ鉛の分
，....， 1845(弘化2)10月;

1843(天保14)9月 i 

凡2，690貫目 ;ひら平弥兵衛より購入
，....， 1845(弘化2)10月;

ム
-
Z
E
H
 

凡10旬590貫目

(逸見家文書「弘化2年鉛員数書付」より作成)
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村(現群馬県太田市大島町)高11時政右衛門，同じく新田郡の)11 ~I馬郡介21) 同国吾妻郡) 11原

畑村(現群馬県吾妻郡長野原町川原畑)五郎左衛門?同郡下津渡村(現群馬県吾妻郡中之

条町下沢渡)清左衛門らが鉛山を稼行する取り決めが喜兵衛との聞に交わされ， 1847 (弘

化 4)年に 5年季の本稼ぎが出願，下知された.正田は?真継家作成の「諸国鋳物師名寄

記」にもその名が記される鋳物師であった.また一方では，嘉永期には越後上田銀鉛山

(現新潟県北魚沼郡湯之谷村)や会津藩領の鉛UJなど関東周辺において鉱山開発を手がけ

ており，やはり鉱物の集荷を目的とした商人で、もあったと考えられる 22) 伊勢屋や正日の

ような者たちが直接鉱山稼行に乗り出し，産出鉛をすべて入手しようとしたことは，この

時期 3 金属鉱物の需要が増していたことを語っている.前にみた産出鉛をめぐる金主同士

の争論もこのことを裏付4けるものといえよう.

1859 (安政 6)年まで3名の金王によって 5年季の本稼ぎが繰り返し出願された聞に?中

津川村での鉱山稼行を所望する者が複数みられた 2:l)そのひとり，武州埼玉郡不動岡村

(現加須市不動岡)の長百姓菊之助は， 1850 (嘉永 3)年にひら平等の鉛からの銀絞りを目

論んだが 3金主の拒否に遭った.不動岡村は?埼玉郡周辺の特産であった青縞木綿の集

散地であった加須宿に隣り合い 3 地内の真言宗総願寺の前には門前町が形成されていた

菊之助の訴状は?江戸神田白銀町の上総屋より奉行所へ提出された.彼は不動岡村にあっ

て商業活動に携わり，江戸商人とも取引がある者であったと考えられる. 3金主による拒

否を不法の挙として代官所へ出訴するなど，積極的に稼行へ向けての取り去且みをみせなが

らも稼行は叶わなかったが，菊之助が出願の際に提出した「積もり書j によって?当時の

労働者の賃金水準をうかがうことができる 2，1)

表 3-3は，菊之助の目論見における雇用人員数とその賃金を示したものである.この

計画では掘大工10人というのが基本となっており，雇用人員数はこれに基づいて割り出し

たものと考えられる. 1ヶ月当りの 1人分の賃金をみると，坑内に入る掘大工が金 1両3

分?堀子が金 1両?専門的な技術を必要とする吹大工が金 2両と相対的に高給であったこ

とがわかる.これは同時期の会津領の鉛山と比べてやや高額ではあったが，ほぼ同水準で、

あったお)また 1人の掘大工が 1日に掘り出す鉛鉱石は， 50貫目(約187.5kg)と見積ら

れている.実際には岩盤の状態が大きく影響するであろうが，会津の鉛山の例では 1日

に掘大工 1 人が掘り出す鉱石は40~45貫目とされているのと比較してかけ離れたものでは

ない.このように，決して絵空事とはいえない計画をたてることができたことからみてう

菊之助が他鉱山の稼行状況を熟知していたことがわかる.
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表3 3 中津HI村鉛山職人護金の もり (1850年)

大工・職人 会所・場所出動之者

職名 !人数|賃金(1丹〉 職名 i人数 i賓金(1月)

堀大工 10人 1高 3分 dコC淀h刊川誌二号5三Z3=，口d恥 5入 3両

堀 子 5 1高 会所 い 3 1碍

銘高物運び人足 15 金 3 江戸 雑用 1日に持、銀6匁

鉱からみ人足 15 金 3分 場所敢締 金 1荷 2分

披取・ざる 11 8 金 1湾 大工語鞍人 金 1両 2分

問題り人足 25 金 3分 横目役 金 1碍 2分

吹大工 5 2間 吹所見調り役 1高 2分

吹子差 10 3分 賞言改役 1両

鋪児期り役 金 1謂

金場見廻り役 金 1高

間 り役 金 1両

(逸箆家文書 嘉泳 3年 f武裁調秩父郡中津JI!村鉛綿製仕様様弁入舟見積$長Jよす作成}
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父郡野巻村(現秩父郡皆野町国神)名主の定七は，平賀による鉄山の失敗の原因は?石見

固から吹職人を雇い入れたことにあるとして，出雲固から職人を雇い入れたー中津)11鉄

山の鉄は鉄鉱石として産出された.石見の職人は砂鉄からの製鉄には通じていたが，鉄鉱

石からの製鉄には出雲の職人が長じている? というのが定七の主張であった.必ずしも的

を射た意見とはいいがたいが，この頃には，平賀のように鉱山の経営や技術についての知

識を修得した者はもとより?地方の有力農民までもが技術の体系を意識していたことがわ

かる.

1784年，金山間掘を出願した幸島家の喜兵衛は金掘人夫の雇用方法について，まず人夫

頭を会津で雇用しヲその頭に30~40人の人夫を集めさせると述べている 29) また‘ 1800

(寛政12)年の金山再開発は旧坑に溜まった土砂の凌諜と水抜き坑道の掘削のみの 3 ごく小

規模なものであったが，足尾銅μ山lから 5人の金掘職人が雇用された灼

lω9世紀半ば頃には?他国出身の労{働動者が中津jハ川11村でで、死亡し 村地内に埋葬された例が数

件件a確認でで、きる.その!探 7 関係者より村に 3 地内への埋葬の許可を求める以下のような一札

が入れられた川

一札之事

此度比良平鉛山 3 当十三日大工掘子都合六人鋪入いたし候処，鋪内へ砂石崩落，通行埋塞候ニ(寸

隣山大工掘子中迄一同早速欠附 3 鋪口掘波見届候処 3 四入者奥深逃退無難ニ凌居候得共 3 タト弐人

之内壱入者即死し 1たし，壱入者一昼夜介抱いたし候得共是;_1:茂終ニ養生不相叶?中目果申候?右ニ付

国方身苓之もの井友子一統相談之」二?当村御地内江葬置度連印之一札差上申候，此死失人ニ付重而

御損御難渋少茂相掛申間敷侯?為後目安口件

嘉永四亥年三月十五日

越後国神原郡飯田村出生掘子死去米蔵

中津)11村

引請人 同国同村親類

奥州伊達郡川又村出生 掘子死去

引請人 同国岡村親類

比良平山在居鉱掘大工

同山検断

同山請負人

名主所左衛門殿

御役人中

右之通り相違無之候間?奥印仕ぅ後日御村方江御有難相控l申問敷候》以上

隣山六助沢友子
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J
 

といった名

前が 3 -6) 日る

も，問

) 11へ出され，

て取り扱われてし

から)11越ま

ら鉛LU

は小農野 p

0) 

) 11 11の して江戸

ま ょうである.

つに.河原沢の か;まど，

t"しここま 村民が 8 自 りの鉛持物 ヰl 11から

背負い し， こから よ
:仁1)
狩;語、沢・ひ ら荷継

までの が124)( た.六号}]

やや遠距離と め?背負し しと定められでい
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中津川村内鉱山労働者の出身地(1828-1852年)

数
一

1

1

人

4 

2 

出身地

UJ本郡野代村

執白書s関{二鏡出

窓k悶郡小沢錆UJ

杉:沼郡銅山

家k密都伏見村

秋悶郡チト沼村

秋田郡f中波村

JIl辺郡和田村

杉~æ

最上

米沢

治会組倉山

組合

伊遼者s半沼村

伊遊君s川又村

務部

議開器産翠村

蒲原郡白山村

薄原都銀問村

議露郡下小松村

秩父郡中津111村

秩父郡三山村

設楽器浜平村

唯氷君s後隣村

利根郡湯j議村

新JlI郡天神村

新}II護s黒沢村

E富山三五議寺村

表3-4

t

，
t
l

今

d
h
'
z

4 

う
'
』
今
，
恥
削

4
1

出韓国

陸実盟

問題名

館後国

武藤鑓

越中鹿

上野呂

飛喜怒関

:主1:死亡した鉱山労働者を村内!こ壊擁する許可を求めた願書などの史料に
詑された死亡者およびその関係者を，史料!こ記された出身地別にまと

めたーしたがって，中遠山村内鉱山における労働者すべての出身地を明

らかにしたも的ではない.なお，欝係者とは雀史料に立会人などとして記

名『カo=1"jをおこなった鉱山積断や友子などである

;主 2: 出身地名!ま~料中の記載に従った岬
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図3…ち 江戸末期における中津川産鉛請の荷次問屋

(選見家文書 f党Jより作成)

55 



3話村と鉱山開発

(1) 鉱山開発への村民の積楼

までにみてきたように，江戸中 ける中j宰)I の鉱山開発にはヲ

と19世紀半ば頃の 2つのピーク ち，それぞれ異なった経営形態が ここで

は，中津川村の村民は鉱山

ることにしよう.

をどのよう ，どのように してき ついて

おける中津川

しr二部 ら

出開発では，

山開発に

UJ に関与

町)の中鵠利兵衛，同人の鉄山開発における

である(表 3 1参照).これらはし

あった場これら 諸届

ど

で

者

つ

担4ゼ渉」父の

もの I( 王 3 も，この時期に行われた鉱山

Jコ

幸 i日 し? 111開発を

!lJ にはi采し

していた 1784 4)年

ワ， 1785 ら)

を出願し となり?

0-j 山梨県東山

ている.

さみ

り

にiま7

出

の

5 )部の小神淀川

を

UJの開発におい

は，嘉兵告が17羽生ドに甲

村川i諸入 1790

名主 2

8)年， 1歩 1

た.伊惣次は自らも

2 )年に村内宇明神之蕗袈鉛山を

あった. は， 1788 

を ，つ

ち1 1784年に

郎は 3

では有力者といえる立場にあっハー

問所有地iこ

山を見立てて銀鉛山 てし¥jこ.

し1 れらはし
、J
，
沖

u

‘
は，名 と

も{言チトiで村内 ど近隣の村の山 -板稼 っていた.また.

方冨と器売や行ってい

の村民は，村を にして， 山開発と つに.具体的にはァ0-1域

からの鉱山への や用 あった.誌とんど 村民の の場
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であった「百姓稼山」に存在しており，炭や薪の原木や小屋掛け等に用いる材木はそこか

ら供給されたため，開発主体が鉱山を開発するには，村と関わりを持たざるを得なかった

鉱山の開発にあたって，稼ぎ人は村と事前に稼山の利用について取り決めを結んだ.そ

の取り決め内容の一例として， 1784年からの銅山開発の際の炭木・薪木・小屋木の供給に関

する取り決めの内容を表 3-5に示した.これによれば， 100日間の問掘期間中に炭山と

して字栃平が?薪山として宇向山を利用する権利が，それぞれ金 3両 2同で村から稼ぎ

人へ売り渡される取り決めであった.売り渡された範囲は境木によって明確に他の山域と

区切られ，その範囲内においても栂 7 縦，栗，朴は伐り取らない取り決めであった.これ

らの樹種は村民の山稼ぎに用いられる原木であった‘また 小屋掛けの材木の代金として

金5両2朱が支払われている.材木は小屋の最寄りの場所から得ることになっていた.こ

の場合も村民の山稼に用いられる樹種の伐採の禁止などの条件があった.小屋を建てる場

所としては小神流)11流域の字きみの平が指定されていた. この場所は平賀源内の鉱山開発

他2件の開発においても小屋場地として利用されていた

この取り決めの翌年の1786(天明 6)年 1月にう村民17名が代官所へ銅山稼ぎ人を訴え出

るという事件が生じたi汚この訴訟からは，鉱山開発に百姓稼山の利用のあり方が反映さ

れていたことが窺われる.その訴訟文書に記されている銅山稼ぎ人の不法とは次のような

内容であった

①村に無断で名主嘉兵衛の所有地と百姓稼山の一部をを掘り崩した上，地代を一銭も支払

わなかったこと

②きみの平に定められた小屋場地に小屋を建てず7 名主喜兵衛の所有地を金10両で借用し，

ここに小屋を建てたこと.この場所は御巣鷹山の付近であったため，鷹が巣を結ばなくな

ってしまった.

③薪炭供給林として売り渡されたのは字向山と栃平の 2ヶ所であったにも関わらず，これ

ら以外の久保尻山で、村に無断で、伐採を行ったこと. しかもヲ取り決めで禁じられた栗を残

らず伐採した.

①は鋪口の地代を支払うという先例が無視されたことに対するもので 3 ②③は前年の取り

決めの無視に対する不満であった，また，名主喜兵衛他 8名の村民が銅山稼ぎ人から内々

に利得を得ていた疑惑があることも訴えられた.御年貢上納地を掘り崩したy あるいは御

巣鷹山に悪影響を及ぼしたなどと銅山稼ぎ人側の不法が強調されているが，村民が代官所

へ求めたのは， r前書名前之者共(銅山稼ぎ人 3名，中津川村名主喜兵衛他8名)被召出
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表3-5 錦山稼行に黒いる森林資源等に関する敬り決め

。挟山..・5ド縮平 1ヶ新/代金 3両

O薪 山..・史学 向 山 1ケ所/代金之荷

東西期北(J)壊自の却を立木iこ付けること

捜本を謡えて木を怯探せぬこと

人足共へ間違いの無きょう禽い聞かせること

摺・被・繋・朴は伐らぬこと

。小 麗 3軒/小屋掛木代金 5碕 2朱

・石砂諜場IJ九罷 1軒 ( 1間 x12関)

・かもうす域小屋 1軒 ( 2賄 x3関)

・劉吹小態 1軒 ( 2間 x2関)

小鹿入用の材木!ま苔姓稜山(J)内，最寄りお場所かも得ること.

橋。掛・境地・桂・築・朴iま桟り散らぬこと

農緩枚程i立、追って数量を確認のよ，代金母相談をすること

閃くるみ地，木の設を撃11~き零葦殺などにせぬこと

小撃がさらに増える場合には z その都度格競合上，代金を決めること.

(逸見家文欝，天明 5年『差出母一札之率j より作成〉
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御吟味之上?

とであった

山代金 3

白山
μ

ではなく，山

されていたことから，

とし 1うこ

そして独

かち京H尋

のできる金銭を重くみていたことがわかる.問時に，ここから

対する村民の強し 1関心を読みとることができる.

鉱山稼行の背景としての森林資源利用

中津川村における鉱山開発は? る あった村共有の山域において行

したがって， ように，鉱山

出することも為山業が新たな収入 ので

あり，それに依存するわけにはし寸みなかった.ここでは?村における奈林資源の和男を中

心とした村民の生業のあり方宏明らかにしつつ，その中に鉱山業がどのような位置を占め

ていたかについて とにする.

ますへ中

年

けについて概観しておこう 16ち引先禄10)

中津)11村の耕地・農敷の茂男!Jは91ilT5反 7i敬6歩であった

に対してはきわめて少ない値であった，内訳は，産意 2反 1畝l名

牛1)事1!sT 3 

1反

下畑6反 2首長吉歩? 下々畑が 7町2皮 4師、15歩 3

、下々畑が大半を占めていた. しかも，耕:地の大

上元被検地の際の検地帳によ

が村内で特別な立場にあったこと

して上木畑が

，名主2家に

主の幸

田捺黙である.これに

r5めら乱てい

)と

対して，地 あった.

には2 中樟)11 

100文につき

と称する

の増し銭を

を行うこと

いずれかの名主によって所有さ

どを行っていた.換地を機に，

この際，分付百姓には 3

された代わりに〉幕府iこ納める

分付主に対し

り?

してい

分け

けら 1年

に8入という取り決めで》

納めることも思り いた.この取ち決めによって，

を行うことは無くなりフ島立的な

3

そ し

て無制限 ることができるように

5告



務左衛門

嘉兵衛

市館兵笥

・金;x衛門

・喪主衛門
ム欝九部

マ市在擬円

・六之助
議右衛門

ム五郎左f諮問
半お衛門

マ仁兵衛

ム欝;x衛門

・学四食器

伊兵衛

A長三郎

マ際之熱

・与左衛門

・長 七
合右?普門

ムとが三郎

長吉

・甚友衛門

。 5 

{ま)

10 30 

二二]

中畑下熔下々畑よ木惣

-…・所在衛門・嘉兵衛分付〔中双壁集落鰐住者)

ムー・.PJfa:衛門分付
マ・咽・嘉兵衛分{寸

思3-7 元禄検地にみる中津JlI村民の所有耕地皮別

元禄 10年9月 f武蔵霞秩父郡中薄JI!村検3意識jより作成)
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なったと考えられるが川，軽い負担ではなかった.

耕地の貧弱さを補ったのが山稼ぎであった.年貢について記した1697年の「覚」には，

山稼ぎについて次のように記されている.

(前略)

，永壱貫三百拾壱文 山役銭

是者中津川白井差両所ニ而家数三拾壱軒之者共先前より山稼仕3 笹板・挽板.1南木・鞘木・椀挽物・

羽子板又者岩茸等ヲ取，同郡小鹿野道法八里余之難所，尤牛馬之通路も無之候ニ付，男女背負

出し，雑穀・代替渡世送り一日暮しの体ニ御座候得ども右為山役銭高壱石ニ付永百文宛申付如

斯ニ御座候，

(後略)

中津川村とその枝郷，白井差では，笹板・挽板といった板材などが生産され，人の背で

小鹿野町に運んで売却することによって生計をたてていたことがわかる.永 1貫311文の

山役銭は，村ーから納める年貢の半分に相当した川 村には30株の百姓株があり，おおよそ

各家が 1株ずつを所有した.この村では 3 一人前の百姓であることは) UJ稼ぎを行う権利

をもつことを意味していた.所有耕地の多寡にかかわらず 3 各家はそれぞれ同額の山役銭

を負担した.たとえば， 1745 (延享 2)年の「年貢取立帳Jによれば，中畑 6反 3畝12歩 3

下畑3畝，下々畑 2町8畝18歩 3 土木畑 1畝28歩，屋敷3畝28歩を所有した所左衛門の負

担した畑方永は516文 1分5厘であり，中畑4歩，下畑 6畝12歩，下々畑 2反 5歩，屋敷

9歩を所有した儀左衛門の畑方永は 1文3分2厘と大きな差があるが7 両者とも山役は等

しく永38文で、あったことがわかる(表 3-6). 

山稼ぎは村民が共有した「百姓稼山Jで行われた.高請された耕地は集落付近のわずか

な部分に分布するのみで，山林が大部分を占めていた.大滝村の土地台帳によれば，大宇

中津川分の総面積は約15432.7haで、あったが) 1890(明治23)年の時点で，そのうち約15394.

2haが山林地目であった.明治10年代の成立と考えられる中津川村の絵図叫には，私有地?

共有地，および官有地が色分けされて描かれている(凶 3叩 8).これによればう中津川，

中双里の両集落の周辺に私有地が集中している.それらの場所は，その字地名が元禄10年

の検地帳にみられ， 1791(寛政 3)年の村絵図に描かれた高詰地の場所とほとんど一致する

ことから，それらが江戸時代の村民の高請地であり 3 それらを取り巻く「共有地jの大部
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-6 中津JlI村所在衛門組における年賀負担(1745年)

(単f立・文)

中摺 下畑 下々題 上木畑 農敷 上木 ロ永 山役

所在衛門 184.00 29.00 321.00 2.90 22.00 1.25 5.50 38.00 9情。。
松 之 助 15.70 4.50 43.60 G 3.30 G 2.31 38.00 9.00 

議左衛門 5.50 15.70 25.74 G 1.86 。 1.32 38.00 9.00 

三左禽門 5 0.15 2.25 。 1.86 。 1.55 38.00 9.00 

i滋F司Z 1筈 。 。 9 。 G 。 む 38.00 9.00 

良お構内 4.20 む 8.00 G 1.92 む 0.43 38.00 9.00 

久 丘 1苦 。 2.90 15.00 G 66.00 む 1.22 38.00 9.00 

j主:上木とl;tt者・桑などお高品f料却であったと考えもれるこれに対する年貢f;t，土木を作付する強，すなわち「上木嬢J(})浪部
iこ対して賦課されたもおと‘摺の畔に植えられた上木の東数!こ対して悲課されたものとがあった.

(幸島家文書誌車2年「丑ノ鐸キ葉取立幡Jより作或〉
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怠有地

圏在有地

JII・沢

図3-8 明治10年代における中津川村の土地所有形態
注:1)菰にした絵留の距離関探は正惑ではなかったため，縮尺を示すこと誌できなかった。

2 )江戸持代の高語地は，充禄検地帳と寛政 3年村絵図を参考にした。

(大滝村中津川零島敬一家所譲「中津川村絵悶jより作成)
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であ と考えられる. をさらに霞り巻くように存在する

l勾の系譜安引くと考えられるが， との;境界係争地も され

た{チりがあか明確な範閤 できない. は，百姓稼 ~LI は「居村よち 1

とされ，それより奥山が御林とさ

山

れらの村に重要な

ア)年に，岩本ずから 1

にかけて

なくともこの lむの利用 よってi呆註さ

の山中領などにも し?そ

) 1694 

ら そlしより UJを

ことになってはいるが，この

る 慶長期か

し されたとあワ?

とが明らかである.先の

る の利用

ら

禅林に取り決め

時

えられてい γ ，11) から

と考えるのが妥当と

ほう000枚，干し式板124開が f山役j

中津川においても捨地と

のであろうー中津)1 

に述べたようι，:t主 2家よワ

萩材等の

検地以前に

上納されてき

されなかったが，

17守合 2) 

畑改|懐J.1勺こは p 山内に の伐開矯が書き上げられており，そ

らの切替畑の ると哲人 さわJている.

ことはできないが， I赤岩平Jf 

11流域にも

[焼畑j とみり，そ

Jのように? ら重量を隔て

中津川村

季春より に至

ま
4
山λ

u

b

l

 

るが も ちたる山の

に岩れり j れている. ら離れた場所に関かれた切者畑

小屋に泊まち込ん

四誌が I自

if支関 の存或の契機は，

ちに鉱脈を発 j として，問揺を したため 7

っていることが に申告を命乙たの

し会￥もそよ，

60つ Eー じでただちに109枚も

」とから，少なくとも寛政期ま

出さ

えられる.前出

'そして中

山内

:3-8によると，

いては
も明記さ

じてい
11流域や?

を流れる中神)11 共有地の中

地が点在しているのがみられる舎 らは現在の地Eでは山林であるが， 1876 9) 
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Ir擦にはこ

る切替矯であ

の多くは焼畑と

と推撲される‘

おり，こjもちが 出内におけ

ように，山役銭の負担は，持ち高に関わらず 3 村民が均等に負担してい

のことから窺われるように?山稼ぎに関する権利は平等とされていた. i鉛山

百姓塚山の利用について["( 

自由

山において)

刷
- 山

ト手ラー タト入 ニ[寝所持之 と

ある.

ま)

イ也に

ぎをf子うことができるのはヲ

ることは基本的に許さ

として 3

1株宅すなわち]

たが一

を年に 2名

き1名であり?

の取り決めにより?

ることが認められてい2家に

14) 

山で生産さ としては， あげアこ1697 f賞:Jに

級以下の 5品目があった. 1733 

板?楠木，木地揖，木地挽物，

は山稼ぎ品Eとして挽板?/法桜，羽子

られ， {おこ「山稼ぎ八色j と称さ

し¥る 3- トしかし} ;余地境物， いなか

り銭三拾弐文?随分達者成者共四捨

之助成ニも足り不申接j とあるように，従来の山

また) 1733年

文も稼キタ

く

られなくなっていた.これに対して，

の変更を図るべく，代官所へ度々出願した印'このような

られ， 1786 (天明る)年ーには遂に品目の変更が許可さ

の開発が進めちれ，商品経済が大きく

地域においても，たとえ試薄村で、

731 

ものへの

暦~天明期

されている

:3 -8). 

した時期とし

ら

この

産が増加し，

iこは， さらにラ

めるという仲買高人的

までになったという
.1品}

在買い集め

を雇用しての
七、

出稼ぎを行おうとする動きがみられるようになった.これらは，従来の

行を逸脱するものであった.材木め{支援と

どで行われるようになっていたがヲ次第に百姓擦山でも

った.このような伐採はy 範盟と年本とを限って行われ r売山j と

の利用 2震

うちにフ奥山

な

18註紀半
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タも

3-7 吾姓稼山における取り決め事項 (1733年)

控品自等!こっνて
腕 椴 〈穏';R果・概・摺〉長さ3--6尺迄

②笹 薮〈縦・栂) 長さ 1尺8""'9寸

C号羽子板(槍・枝・援・経子)近年iま殺がず、この代わりとして

④揖 木 (檎・擢)

木地椀(揺・様〉

笹木地挽暢〔務・概)

⑦鞘 木 〈キト)

⑤是 茸

白 箸 tJ.!<.草・)11くるみ}

折敷坂長会3尺を稼ぐ s羽子板を稼

ぐ場合には、折敷按iま線がないこと

長会 1尺--2尺5寸

金売が無いため、事保18年当時iま稼がず

享保18%手当時は緩がず

事保18年当時は稼がず

2捗 隷山の範囲

農村よりおよそ 1盟半

茜・・・桂小麗まで 北..・2手岩峠まで

東・・・高岩 〈新大j龍村と入金〉 高・・・古大j自主将境

3. i義木!ま決して稼がないこと，

山綾品も規定の寸尺を超えないこと

4緬 韓品の搬出蕗

・大 ;~È ‘禁 JII の方

-出井差より小森村

よ記以外(舘鮒・王手側など)へは繰出しないこと

他村の者と出稼割合，檎1UJ pgへ入り込ませぬこと

5 . i奮剤境の欝備を意らぬこと

6. 聞大瀧村との墳が入り組んでいるところは互いに調整し，

問題なきように

(幸嶋家文薬害事f果18年 f武耕秩父郡中津111村梅山内之犠被{申渡御語審j より作成)
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表 3- 8 品目改定後の山稼品目 (1786年)

1.寸延

①挽 板(桂・沢栗・縦・栂+赤松・姫子松・朴・栗・黒檎・唐槍鴫白槽)

長さ 6尺 ""6尺5寸，幅1尺5寸以下，厚さ 1寸5分以下

挽板を稼がない場合は先規の通りの規格で羽子板を

稼いでもよい

②折敷板(槽・姫子松+植)

長さ 6尺2寸，幅 1尺2寸(小幅ー寸短は勝手次第)

③鞘 木(キ卜)

長さ 3尺2寸以下，幅5寸以下，厚さ 2寸以下

2.新規品目

①下駄木・棒木(沢栗・山桐・栗・栃・楢-・-朴.7]<草.JI!くるみ)

長さ 6尺5寸以下

②鳥憩

3.その他

笹板・桶木・木地椀・木地挽物・岩茸・自箸は従来通り勝手次第

(幸嶋家文書，天明 6年「覚」より作成)

注:・印は判読不能の文字を示す。
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はその頻度も増した.

1732 

対して P

:;1てを 6ヶ

17)年に ¥同た大宮町{現秩父

小なめ 3

ち渡し 3 代金として年々 われる

ィコ る.中

も

も有之，外之渡世も御産i長所番々間ごも罷成接j と

てくれるよう願い出ている.材木の伐り出し

門誌~Lr伐

村よりも 日

願
出の

父地域にはなく 3 伐ワ出し

て売!よjを行って

日躍稼ぎなどの副収入

18世紀半ば頃に

ことがしばしばあっ

曽などからの職人によったこのように村外

されることになっていた.それの

も拓くと村氏に辻期待されていたのであっ

に対し

なく$

山をめぐって 出稼ぎが)王JEiさ りフ じ

、、JF対一!
 

ら3名は中津川村の巨姓諒0Jの内 3

ち決めを村との

に入山する様子がなかった.ニの

1760 年

での山 うことができないといっ

にお

の出願も

ぜ

った

の入

済ませていたが，金助ち

け取ることもできなけ

して1768 5) 出右衛門

111 ?ミ¥

と

干し ，1汽}

らの訴状の中に?

を植栽することに

山

が樹木を伐採し

っていたことも

は3 宋々出稼ぎの障号にならぬように高木

対し

を雇用し

る史料は，そ

るべきものであると捉えられていたようでフ

山諒ぎ安行おうとした際に

次に ある 19)

中済ロ

ぷ名
、み

モざ 主+-

申，

比度右済日通 名 ぷ害時・ 山稼
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仕，稼山{支尽 口 旨7 買IJ ι 

〈後略)

1769 (明和6)年 5月iと作成された?

が，也菌より木挽や下敷挽な

よ 、bf
J
H
ぴで¥

 

i
Jノ口

¥入れ， ぎを行っ

中穿J!l

とが，稼山の

利用 る村の取り決め

ら訴えられた.

りラその際に，

ても?

の度の

「問題とさ

フ!てを，

ある !11年前。n年滞!と辻， 1759 

・木挽などは

を行わせないj 皆

くものであるというのであっ

の

であっ

-J-

f て木挽職人

り角取をした

せたのであり?

口々 工ロロロ を支払 し¥出させたのでP まったく自

ぎ、というわけで

いても

く，大勢の助力になるものであるJ

定されている，という理告で，そ

り捜し，諾職人

とは，村氏に

したが， 11 にお

つとめたり?製品

他所の 一定の場所

ぎを行うなど，

し訟がら一向

のトラ

いたように

りかからなかったり?

じることもあ

しかし 3

しく大規

うなどとい

るべきということが強く意識さ

うとしたり，それらと離れ合って同様の山 く

と

ような行

ぎに対するもの
1反発を受け~・

く異なることはなかったと考えられる.

は，こうし

(3) 鉛山接行の拡大への村民の対応、

にみたように， 1828 (文政11)年には，

で， しばしば開発の出願者となり，経営に関与して

として f山尭歩一 iを受け散ることとな

を直営するようになった

r !1J先;すなわち鉱山

1847 (弘化4)

で3 次のよう いる.
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江戸町金主方江山方一円相任セ候儀ニ付，同人代之もの久吉，源助，七之助，長八替りニ入山罷

在 3 稼方ハ勿論荷物津出し職人抱入等之手当ニ至迄一手ニ差配し¥たし私儀ハ吹立之時々立会，

貫目相改御上納分一吹ニ山先分一四貫五百替之積りヲ以代金而巳請取ート吹限直段井貫数等巨細

書付，時々受取一札渡置候

鉛の吹立(製錬)の度に産出高を改め?上納高と山先分ーを算出することは，喜兵衛に

よって行われた制.上納分ーは鎚(鉱石)の産出高の10分の 1とされた r山先分一Jは3

鎚の産出高から上納分ーを差し引し1た高の10分の lであった.上納分一，山先分ーともに

四五替?すなわち 1両=鉛4貫500目の割で換算され，金銭にして喜兵衛に渡されていた

1845(弘化 2)年には，喜兵衛と他の村民との問に争論が生じたが，この争点のひとつに

山先分ーの村への支払要求があった 村民は，ひら平銀鉛山は百姓稼山にありう資源を村

外の者に利用させることによって生じた徳分は村全体で分配すべきであるのに，喜兵衛一

人が徳分を横領していると主張した.喜兵衛はこれに対して，ひら平は自分の伐開畑の内

にあり，村に分ーを支払ういわれはないと反論した.この訴訟は1847年まで争われたが，

結局ひら平鉛山の場所は百姓稼山の内にあることになり，村は「潤助金Jという名目の金

銭を受け取ることになった.また，喜兵衛への山先分ーのうちから年々金30両が村へ支払

われることとなった.

この時期には 3 鉱山の経営に参画した村民はなかったが?金主の下請稼ぎを行うものが

あった.百姓倉次郎，彦助?金左衛門の 3名が， 1851 (嘉永 4)年の継年季を機会にひら平

の下請稼ぎに加わっている.倉次郎は前節で述べた伊惣次の家系の出身で名主逸見家を相

続し，嘉兵衛を名乗った人物で、あり，彦助は松四郎の家系の者であった.そして金左衛門

は枝郷中双里の永代組頭といった，いずれも村内においては比較的有力な村民であった

下請稼ぎは，運上その他の資金を金主から供給され，坑道のうちのいくつかの採掘を請け

負うもので，産出した鉛の10分の 1は金主へ納めねばならなかった.また下請稼人自身の

取り分となった鉛も，すべて金主へ売り払う取り決めであった. さらにう小屋場地代とし

て金 2分，ねば土(粘土)代として金3分〉薪炭代として金 3両を，年々金主に支払わね

ばならなかった.もっとも，この頃のひら平鉛山は既に衰退に向かつており，狩掛沢?六

助沢の両鉛山会所から米の融通を仰ぐほどであり 3 彼らの下請稼ぎは長続きしなかった.

18世紀後半同様?鉱山で用いられる薪炭代や地代等が村に支払われた.また，鉛山で賃

銭稼ぎを行う者もあったようである. 1852 (嘉永 5)年当時，他の村民と係争を抱えていた
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名主幸島所左衛門が，鉱山会所に対しぅ村民の賃銭稼ぎを差し止めることを要請したため，

村民によって代官所に訴えられるという事件があった.この事件は村民が鉛山に関わる賃

銭稼ぎを重くみていたことを示している.この時の訴状には7 村民の賃銭稼ぎの内容とし

ては，男子による木材の伐採・供給?女子・子供による「すす竹Jと呼ばれる竹製の照明用

具の販売が記されている 51) 坑内外の労働に深く関わっていたとみられる村民もあった.

百姓主馬次郎は，狩掛沢鉛|山で日雇い稼ぎを行っていたが?その衰退後には飛騨国和佐保

銅山(現飛騨市神岡町和佐保)へ出稼ぎに赴いたという記録ーがある刊

このように村民は 1 鉱山の稼行によってさまざまな名目で金銭を得ることができた.

方で，鉱山が大規模に稼行された時期には?その害IJりには村への見返りが不十分であると

考えていた. 1851(嘉永 4)年の「鉛山稼振村方難儀之事j には，次のように述べられてい

る引網

(前略)鉛山請負人不作法之稼方致候而者村方重々難儀仕(展開，金主江能々 j差掛合物毎相当正

路ニ行届候様可仕7 尤此末1畏押領相募り候ノ¥ノ¥其筋江以連印歎願仕7 平和之有益取極坤度奉存

候 3 依之一同相談之上難儀之趣箇候ニ書記連印致置候，然上者以来金主7工時1)11合一己ニ談込自分勝

手佳之取斗ひ致村方押捺候一者有之者重而惣百姓寄合相省急度相札村t去を以仲間n今味可仕候(後

略)

ここで村民は「鉛山請負人不作法之稼方Jとして?山火事による森林の荒廃や?選鉱や

製錬による河川!の汚濁をあげて 1 このように村を荒らしながらう鉛山が「儲徳分壱ヶ月千

両金鈴茂有之j ほどの盛山となり 7 森林を広大に伐採している それにも関わらず，村へ

の支払は当初の取り決めの通り小屋場 1ヶ所につき地代金 2分?炭薪代金 3阿，埴土代金

2分といったもののみでまったく不十分であり 3 村に対する誠意を欠いていると述べてい

るんまた，同史料には次のようなことも記されている.

(前略)右大勢(金掘り等鉛山の労働者;筆者註)江[酒]肴其外諸品金主共方ニ而売渡し毎

月十二日引替之切手札を以〆商ひ致し村方者結局不為ニキ目成) (中略)更ニ111元村方潤色無之却

而難儀出来，此上永年稼方致候而者必至与困窮相嵩百姓相続相成兼歎ヶ鋪奉存候(後略)

([ ]内は史料破損のため筆者の推測による)
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ら知 ように， ，山内 とする 山内の

通用する f切手札j と引き替えに渡されていた.山内の

出会 々
寸 山 ら 3金主時代の中津川村の鉱山が，

されていたことは，ここからもうかがうことができる. て

一括し されたため?それら ることによ ることができな

しし
T
U
V
 

いるのである.

1870 にかけて行われた小規模 さ

) /弘呂橘

はi

をみると，板材 3 ふと によ

って 3 9).': においても? わ

の3 のであった.

さて?安政期に入る に鉛山 られたが?

に加えて? p

っ
され， 1872 (明治 5)年に 休

iおとなっ にも?名主のひとり 3

、王 しに行く 尽くし

したり?

0-1が れる干

と;丸本すにとっ り望ましいと提えられていたことがう る

第 4節 中津川村鉱山における断続的鉱山開発の地域

りに，中主主)11村鉱山の断続的な開発に?中津川

性がし していたか?についてまとめておくこと

ま 近接していたことが 3 鉱山 ぼし

し勺でここと ることがで、 i'- る

した時期には，これらが開発

して，関東地方の諸所の

ては 3 これらもま

.それらの中には，佐野天明町の鋳

イコしうる間人が

者として中諜)11 主?二

してしを{藷

中津川 関与しようとする

物師，正昌利布衛門のように， もあった.中津川村でも

，鉱 に関与し 1て

村の とともに， 中主主川村の名キ2 山 tこ した例がしばしばみられた‘
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3…9 中津川村よりひら辛銀鉛山への期立品 (1871年)

【鉱山の獄〕

1挺.・・ 1挺
・山刀 1T
[4丹16臼]
-ふとん 1つ損料

.夜着・ふとん

(代金3朱〉

(代金2朱)

{代金1朱)

{得出投機!こ付入用品) 2つ1組
【4舟22B]
・米 1斗焚室長釜1つ
(4月25日]

・みそ2貫700自〈金2朱入樟代)
.院元豆2升

[4月11臼}

-摺受1斤

[6 F.l5岳〕
・米2升焚鉱蓋1つ
法午年より 2ヶ年s会所磁置換分

-戸障子34本
・小風呂敷 1つ
事八寸隠2牧

(6月6臼}

-縫8分1問 (代金 1分と 5匁)

[6 F.l8日】
-鉱場用たらい 1つ(代金3朱と800文)
【6月15B]
. ~酉フ升

【6月17日〕
・米4升6合

場水風間桶

(代金 1荷 1分 1朱〉

[6}寺20日】 (11月9B散り〉
-投書113升

・境害12升(御出役に狩〉
[6 Fl25自]
-甲斐額二仁潜8升

〔代金 1両2分と 1繋600文)
.飯鉢 1つ
・苧7}(たらい 1つ{代金 1分3朱)

.金 1朱

・3∞文

・事12つ
(6月26B]
-犠5会

【6月27自〕
-楳8分 1i享 (代金 1分 2朱)

{フ舟 2日〕

-金1分

[7 FllOB] 
ー挽誤1升

1チト5合

・米2升

-院元宝 1升(御出役様綿入需〉

.小麦粉1袋

[7月13日]
・翻3つ ( i-t700文)
・栗8分板2枚 (代金2朱)

{フ月28日]
・聞 1つ {代金 1分)

・ござ1枚 {托金 1分)

・みそ21設500自(代金1両 1分)
. 5震100文
・たち日きね付 (金 1分)

・縛 (金2，長)

(8月1B] 

・下駄 1東 (代300文)
.火鉢 1つ

・行灯 1つ
.題5悲恋1つ
費ござ 1枚

'.1つ-・ 1つ
-群患 1つ
[9月9B] 

・酒4升 5合 {代金3分と 1貫800文〉
[ 9 Fl24日
・楽大椴 {代400文)
[9持25日

-業大担

・竹2本

・冒 5升

【10月8B] 
-大様

(10月16臼]
・3長3抱大提5本
(10Fl28日
-翼民元豆2升

[11月5BJ 
. ~霞 5 合

・大根17本
【11月24日]
-大根50本
[12月12日}
. iK油2升
(12月13B]
雇来3斗

【12月凶器]
脈 IJ¥鋸1ot.廷
時カモシカ 1丸

(12月18自]
-猪肉 1丸

• i酉1升

• J吾3升

緩銭 3~ド

(代金 1朱と?∞文)

(代金3分)

{代金2分と300文〉
{代金2朱と200文)

(代金 1分 2朱と600文}

(逸見家文書 f明治4年比羅平銀銭山御会所用立品覚張j より作成)

注:I慣は史料C事i読ができなかったもの
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えて，江戸

座，

えられるが 9

(金山師) が多数居注してし らく

と結びつし

にはこれらが深く

次にき鉱山とさま そこから

」とを指檎す七三$

それら署内

していたので泣なし市瓦と

っていたことも看過することは

ょうと

こと，

山

ること

にも?鉱山

の対応が容易な構i告を内告させつつ;付が埠?とれてきたことが重要であった.

しくきIj果することになっていた場でありう

i坊には，村内の各家につきl人の労{語力をもって稼I-Uの姦林資源を採取，利用することが

め

とによって

地壊の間人

り

~;t凶器入など

力と

シ

ていたが， 18世紀以時，材木を

出するようになった‘村はそれら

し

らの職人ら

れることもあった，このようなあヲ

ものであった.村にとって，鉱山

提供することによっ

し，S寺第にも，

り.鉱;お

とっても

たの

し

目的とした胞

を期間を定め

ょっ

して行われたもの

産業と同じく?

なつ

って運搬経

な対応

と考えら

U-lへの関わり方，関

ようになったー

じることが

の社会関係にま

ようになると，村と

山

中

シ)

中

の

し
f
}

いえ

では予し

く‘鉱山鎮守が開轄に

きであるとし 1うこと付 3

よってあ

るため

うちか け言h
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村の主たる要求であった.住民にとって，鉱山業が生み出す利得は，従来の経験や想像を

越えて大きなものであったのである.出資やさまざまな手続きの労に対して一定の分配を

得ていた一部の有力な村民が?不当な利益を得ているとして 3 あわせて糾弾されることが

あった.そこには，百姓稼山の資源に関する権利はすべて村に帰属するものであり，そこ

から得られた利益は村民の間で平等に分配すべきであるという?百姓稼山の利用に関する

伝統的な考え方が徹底しているとみることもできるが 3 資源の開発によって村外から多く

の利益がもたらされることが定常化する中，一方では?経済力や江戸における市場の動向

についての情報を備えた村民が，それらを活用してより多くの収入を得ようとするように

なり，他方では，山域や鉱山での賃銭労働を通じて，小前層が有力村‘民の優越的な立場を

否定し?自らの権利意識を主張することに覚醒するに至ったとみることもできょう.

第3章注

1)今井編(1973: 89-102). 

2)日窒鉱業秩父事業所(現(樹ニッチツ資源開発本部)の鉱脈調査による

3)日窒鉱業秩父事業所(現(槻ニッチツ資源開発本部)内部資料による

4)1990年，幸島敬一氏(故人)への聞き取りによる.この伝承と関わるかは不明であるが，字大冠

周辺のほとんどが村の共有地である中‘川沿いの平坦地に幸島家の所有する地籍がある.現在は

山林であるが，江戸期の絵図や明治期の土地台帳によれば，そこは畑であった

5)秩父市大滝村中津川幸島家文書「鉛山記録J.この冒頭部分には中津川村の鉱山開発の沿革につい

て記されており，あとの多くの部分は1820年代"'-'1850年代の鉛山に関する記述である.冒頭部分

の原型となったと考えられるものに「中津川村金山初出記J[大滝村両誌資料調査委員会編(1987: 5 

8-60) Jがある

6)秩父市大滝村中津川逸見家文書 天明4年「乍恐以書付奉願上候J

7)出浦家文書 慶長三年「武川秩父郡薄内中郷地詰11長J両神村史編さん委員会編(1985)所収.

8)寛文期頃，古大滝村(現大滝村栃本など)の妙法鉱山では? 自らが鉱山を見立てたことを，恨拠と

して黒川金山衆の末商が採鉱の許可を幕府に求めている.

9)1657(明治 3)年には，江戸大火の影響で笹板が大いに売れるということで3 大滝村民:平の伊予太

夫らから中津川村の喜兵衛らに宛てて 3 中津川山内にて笹板の伐り出しの許可が申し入れられて
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いる。〔幸島家文書 明暦3年7月「進申てかた之事J，埼玉県(1990: 390-391) J 

10)日本学士院編(1982: 207-223) 

11)域福(1971: 42-43). 

12)幸島家文書 元文4年2月 「相定申中間証文之事J

13)事実か否か明らかでないが，元文期の金山再開発時には 3 新井忠左衛門は幕府から金300両を拝

借したと「鉛山記録Jには記されている.多くの開発では金主をつけることによって資金が確保

されていた.

14)当初この鉱山は銀山として開発されたが銀の含有は少なく 1 得られたのは鉛のみであった.この

鉛は江戸の地廻り問屋中嶋屋を通して，鉛問屋などへ売り渡されている

15) I鉛山記録Jによれば，喜兵衛は当初，鉛問屋4軒との聞に交渉をもったが.値段の折り合いが

つかずP 小伝馬町の新興地回り品問屋，中 ~I!鳥源七へ売却することとしたという.実際にはp 中 II!鳥

源七が鉛問屋に呼びかけ，ともに中津川の山元を訪れて鉛を買い入れることになった. 4軒の鉛

問屋については I大坂廻し鉛問屋衆j という表現も用いられている

16) r矢筈銅山Jは? 日向国にあるが，ここに記された銅山がそれにあたるかは不明

17)幸島家文書天明 4年「為取替申一札之事j

18)中島(1981: 124-129) 

19)飛騨市神岡町東茂住 東茂住土地共有会文書?嘉永 6年10月「荒鉛売渡代金受取書之事J

20)秩父市大滝村中津川 逸見家文書弘化2年[覚J.

21 )郡介の居住地は「鉛山記録Jには，新田郡大円村ーとあるが 7 このような名の村はなかった.領主

が旗本三宅勝太郎とあることから 3 現在の太田市周辺であると推測される

22) I諸国鋳物師名寄記」は中川弘泰(1986・ 257-323) に収載.なお，lE田の上回鉛山経営に関して

は，小出町教育委員会編 (1982: 42-44)参照.

23)そのほとんどは 3金主に拒否されたが，唯一 3 三山村名主斉藤甚右衛門がy うずの沢y

宮沢での稼行を許可されたが?実際に稼行はされなかったようであった.

24)逸見家文書 嘉永 3年 6月「武蔵国秩父郡中津)11村鉛掘製仕様It.長井入用見積Ijl長J

25)佐々木(1976: 209-247) 

26)逸見家文書?嘉永4年「鉛山稼方村方難儀之事j

27)渡謹渉園の著 ここでは， 1984年に埼玉県立図書館より発刊された復刻版(千l嶋寿翻刻)を参照

した

28)幸島家文書「鉛山記録jの記述による

29)幸島家文書，天明 4年11月「御吟味ニ付以書付奉申上候J
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30)逸見家文書? ち月 取
引

山開発になち
B
B
P
/
 

古
山
、
吋
J
L

白山
1

み
千
1-

t
j
1
4
 

F
/
 

山開発を行

の名主であった. 1784 (天明4)

の

な;坑の提言IJを

の開発にとり

名主であった φ 中

申

11村名主の幸島家は， 1784年う

などの出身者6名ととも

日から200日

とし¥う. 1800 

|流i或の

の;J、神流)fI流域の字ひら

2)年には，中捧)11 

?担に室長益出を

沢で銀鉛山が発見された.

1828 (文政11)

天明 6

出開発も幸島

れ， 1793 (寛政'5)年まで

1825 (文政 8)年から

の他にも) 1790 

中双里の字明神之}協の

よってノト神流)11 

3)年に松西部のニト{左右諮問によ

かかっ

採掘が行

11村の百姓松

山は， 1820 

の子， によって， くり迭し われノていい

36) ¥t:_ゴこわ を取ち上ずられ

たとし¥う記録がある

37) 

山役銭は永 1

枝郷

となった‘ま

ぬい ち

6 (1786)年に の のに伴ってフ

も2 となっ

38)幸島家所蔵.この絵図は「大切盟j とし

する数筆がひとまとめに描かれている e

3ヲ)たとえば1853(嘉永6)年，

おら

1987:80-

方之場所j

( 1988)に詳しし¥

れている

41)逸見家文欝 宝!警は年「御林山御栄鷹山改i陵jな

逸晃家文書寛政2年 8月「中i津Jli村内

43)ここで泣護刻版〔躍聞編:328-332) Jを参黙した

γ〈
W

L

ふ

開土器改緩」による.



もっとも，これのみが名主2 なったとは考えられない.

ないが多 には 2 名主2

引き受けたち 3 時に 1下げを受けた られ，こう

し寸=と推挺される二

45)貝塚(1989) ( 1991) は，このような申 び〉

っとして行われたとしづ見解をとってい

46)六本木能(1991: 67) 

47)安永 6 年の古大滝村の御手おからの材木決り出しの際に，フ1て普のヨ

らかでは

の供給を

ったの

るための

るE用組が伐り出しを誇け負ったことなどから，秩父山地には大径材の伐り出しの技術はなかっ

48) 

49) 

52) 

53) 

uS 

。 109-110). 

5年 3丹

明和 5年 9月

嘉永5年

I I1J 

6年 2月

明rお3

にはう ヰコj章)

務口証文之事j

申

は f{本山」とされてい
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第4章 江戸後期，飛騨国北部地域における鉱山業の展開

第 1節 飛騨盟北部における鉱山業の盛衰

(1) 17世紀初踏の盛山と鉱山集溶の影或

1，富山 そして 山跡がある‘

らの多くは， 16 17註記拐顕にかけて開発されたものであった.これら

17註紀初頭 111などが繁栄し ?多数の山

とな の とつであったと考えられるり，

車内

をおめ

1 鉱

山として知られた神間拡山 岡町)の

もそ

開発さ

出は， 16世紀末"-'J 7 111として

も された. この

したが 3 その後再生し?盛衰 と続けられたという長し

る.この章では， I日神間町壌の鉱山 る対象として，古くからの鉱山

議相と， 18 芝紀以降し 山業が復活しp し ¥て 」とにする

日神間町は， 山
…
{

る山

る 高原J11告し る lv ¥ところ

71エ !臼神開町の中心部にあたる -東町地区・ -9 

を控えてい もあっ るが?いくらか広い段E語にめぐ 官
日ヨ

山県方詰 2 出 もいえる場所でありフ には

には高山九州つ

と伝えら 中期以誇に

用した 。々 として成長することとなる.

ま 鉱山地域がしミ 々
C

について明らかにする.

16 ら 17世紀初頭におけ を実現したの

にともなって とし1う

人物でまうったと伝えられているけ る一次的 しでは， 1595 ) 
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。は一叫州
う焚ぞ は鉱山の所在を示す

表4ー 1に記載された集落のうち t この図の範囲に
入るものをアンダーラインを付した文字で示した

図4-1 研究対象地域

(国土地理院発行20万分の 1地勢図「高山Jを使用して作成)
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年から 1599(慶長4)‘年にかけての牛役受取状4通があるの e この史料の存在から宗貞が

金森氏の代官であったと推測されているが 3 当時，自ら鉱山を経営しつつ代官や役人とし

て管理に関わる地位にあった者は他の鉱山でも確認されており?宗貞が鉱山開発を行った

ということと矛盾するものではない 3)

宗貞は飛騨を訪れる以前には越前国大野郡内で、鉱山を経営していたと伝えられている.

1605 (慶長 10)年頃作成とされる越前回絵図によれば，大野郡内の秋生村(現大野市)

付近や櫓曽谷村(現勝山市)付近に「銀山j の文字が記されている 4) これらが天王期頃?

すでに開発されていたかは明らかではないが?この地域も古くから鉱山が関かれた地域で

あったことは間違いない.

茂{主宗貞は飛騨を退去した後，越前国敦賀において廻船商人糸屋の開祖となったと伝え

られている. しかし 3 実際には本人あるいは一族が以前より敦賀で商業活動を行っていた

と考える方がより自然であるように思われる. 日本海沿岸諸国と畿内を結ぶ地に位置する

敦賀lこは， 16世紀末から 17世紀初頭には有力な回船商人が複数あった‘たとえばもその

ひとりであった問中清六は，慶長5年に徳川氏の佐渡代官として渡海している.消六は 3

滞りなく金銀山の開発のための資材や生活物資を， 日本海の海運によって諸国から集荷す

ることにその能力を発揮したといわれている玲.茂(主宗貞の事跡は伝説の域を;士iない部分

が多いが，彼が飛騨国の鉱山の盛山に果たした役割のひとつとして， 日本海海運を利用し

た資材等の確保があったであろうと考えられる.

当時の飛騨閣の中でも，茂住村(現飛騨市神間部了東茂住)と，船津町に近い和佐保村

(現飛騨市神岡町和佐保)の銀山はとりわけ有力であり 3 それぞれに鉱山集落が形成され

た事宗貞は，これらのうち茂住に展敷を構えていることから?茂住銀山が当時はより有力

であったことが推測される.

宗貞の屋敷跡を 175'0(寛延 3)年以降?寺地としている東茂住地区の曹洞宗金竜寺は，

茂住宗貞を開基とし3 越前国東郷(現福井市東郷ニゥ)の曹洞宗東松山永昌寺8世通山隣達

を関山として開創されためーその時期はつまびらかではないが?寺伝では天正期(1573~ 

1592)とされている.さらに，金竜寺2世の幽秋は 3 越中国亀谷銀山(現富山県大山町)の

地に創建された金昌寺の関山となった.亀谷銀山は 1578(天正6)年に発見され?慶長期

頃k盛期を迎えたといわれる江戸初期の加賀藩領におけるもっとも震要な鉱山のひとつで

あった 7) 越前大野郡から茂住へy そして亀谷へと，鉱山業に携わる人々の移動があった

ことがうかがわれる.
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茂生銀山集落;こ の他? じく て〉

「飛騨霞中 Jによれば， 1593 (文禄 2) ， し
f
」 中の開

基とある 8) した永海は，かっ

国松倉金山

もあっ
9) 

において した飛騨高山の 浄

慶寺は越中 中世に

た.間名 永被期に とされてし¥

の間に，飛騨臨高原郷，神通)!I涜域の各所を移動し 茂住銀山に草j竜を結んでいた時期

もあったと怯えられている ]0) これらの寺院の移動からも?この

とし1つ で次々と 山が開発さ それにともなって人々

こと力主

では 1692(元掠 5) となったの .茂住銀山・

の鉱山集落は

後に詳しくみるよう，~，

に含めら 、、、hυν》

に衰退の途上

開銀山集落の接地!擦には， 強山番所，日

出さ

し¥

85 和{生保銀山には 64

きが付され，

を

々
己 いた]l)それら 業

4 1には，高村の を口一勺

き

屋

のfhm 

a
自
H
H山

12) 

場所

るものをみたかぎちでは?茂{主銀山・ 山とも

山士:ts名

自の きわめ

て多かった蓑間銀山の金山師 いるものが これまで

にも

く

のほとんどは，近隣の越中国内

る者が和生保，茂{主ともに多かっ

山のものであっ

しγて

片語、， く これらの鉱山 の;走jもが ものと考

えら

山以タトの地名 ると， 0Jで 伏方 の周辺

加えて?中山，谷など越中国と

では，飛車単ばかりでなく

くに立地 I1 られた.

の村も多く 山 していた」

々を鉱山に け のひとつ つ ~i! から隔たっ

どの村の名もみられた，これら くは越中の山 の拠点のひとつであった訟耕
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表4- 1 元禄検地水帳に記載された金山師の屋号

茂住銀山 11 和佐保銀山

酒屋 (2) 

たうふ匡(2 ) 

小見せ屋

かみ屋

ずり
留山屋 (2) 

床匡

鍛冶屋(2 ) 

はりま屋 i日国名 11 奥州屋 (2) I日国名

いつみ屋 !日国名 l伊勢屋 旧国名

越中屋 i日国名 1あふみ(近江)屋 旧国名
能登屋

荒城屋

高原屋 (2) 

i日国名

!日郡名(飛騨国荒城郡=吉城郡)

旧郷名(飛騨国吉城郡高原郷)

川上屋 i日郷名(飛騨国大野郡川よ郷)

伊織(谷)屋 (3)企〔富山県細入村庵谷〕

片掛屋 (4) 企〔富山県細入村片掛〕

亀谷匡 (4) 

松倉屋 (2) 

... (富山県大山町亀谷〕

企〔富山県魚津市鹿熊〕

吉野屋 (6) 企〔富山県細入村吉野〕

猪の谷屋(3 ) [富山県細入村猪谷・大沢野町猪谷〕

だらにぢ屋 〔富山市上栄 (1日大宇陀羅尼寺)J 

長沢(屋) (2) [富山県婦中町長沢〕

舟倉屋 〔富山県大沢野町舟倉(寺家・市場)J 

町永屋 〔富山県大沢野町町長〕

寺津屋 〔富山県大沢野町寺津〕

伏木屋 〔富山県大沢野町伏木〕

板本屋 〔富山県大沢野町坂本〕

舟津屋 (2) 

谷屋

茂住屋 (2) 

牧屋

吉田屋

ごか匡

太田屋

阿志倉屋

尾山屋

高野屋

山口(屋) (2) 

大工町

下町

本池の山

増谷屋

大津屋

岩の下

万ヶ池

水ばた

宮の越

尊保屋 (4) 

永屋

小嶋屋

おも屋

たち屋

柿の下(屋) (2) 

横屋

西地屋

〔岐阜県神岡町船津〕

〔岐阜県神岡町谷)

〔岐阜県神岡町西茂住〕

〔岐阜県神岡町牧〕

〔岐阜県神岡町吉田〕

〔富山県庄川町五ヶ力 ?J

〔富山県富山市太田圧力?J

〔富山県立山町芦峨寺〕

〔富山県黒部市尾山力 ?J

〔岐阜県古川町高野力 ?J

〔岐阜県高山市山口町力?J

〔岐阜県神岡町東茂住地区小字〕

〔岐阜県神岡町東茂住地区小字〕

〔岐阜県神岡町東茂住地区小字〕

〔岐阜県神岡町東茂住地区小字〕

〔岐阜県神岡町東茂住地区小字〕

〔岐阜県神岡町東茂住地区小字〕

〔岐阜県神岡町東茂住地区小字〕

〔岐阜県神岡町東茂住地区小字〕

〔岐阜県神岡町東茂住地区小字〕

〔岐阜県神岡町中山・谷地区小字〕

米屋
かうじ屋

紙屋

わた屋

鍛冶屋

かぶき屋

越前屋 旧国名

信濃屋 (2) 1日国名

加賀屋 旧国名

熊野屋 広域地域名・神社名

高原屋 旧郷名(飛騨国吉城郡高原郷)

白川屋 旧郷名(飛騨国大野郡白 111郷)

伊織屋 企〔富山県細入村庵谷〕

亀谷屋 (2)企 〔富山県大山町亀谷〕

長棟屋 (3)企 〔富山県大山町長棟〕

吉野屋 (3)企 〔富山県大沢野町吉野〕

茂住屋 企 〔岐阜県神岡町西茂住・東茂住〕

富山屋 〔富山市〕

猪の谷屋(2 ) (富山県大沢野町猪谷・細入村猪谷〕

谷 屋 〔岐阜県神岡町谷〕

中山屋(2) [岐阜県神岡町中山〕

殿村屋 〔岐阜県神岡町殿〕

和佐保屋 (4) (岐阜県神岡町和佐保〕

〔岐車県神岡町伏方〕

〔岐阜県神岡町石神〕

〔富山県大沢野町舟渡〕

〔岐阜県白川村長瀬力つ〕

〔岐阜県神岡町和佐保地区小字〕

〔岐阜県神岡町石神地区小字二越〕

伏方屋(2 ) 

石神屋

舟渡屋 (2) 

永瀬屋

寺洞 (3) 

ふたごゑ屋

かど屋 (2) 

すわら屋

広屋

高桑屋

玉屋

ふじ屋

増田屋

升田屋(増田屋と同ーか?)

蔦屋

竹本屋

本宮屋

水谷屋

松葉匡

村田屋

石崎屋

(茂住村・和佐保村それぞれの「検地水帳」より作成)

号屋
ヲ。
れわ
た

田
山

l
u

と
示

る
安
」

す
名
連
地

数

聞

の

人
に
在

の
名
現

た
師
地
年

し
山
は
凹

示
つ
下
却

で
も
・
に

印

を

号

内

企

号

屋

〕

を
屋
る

の
の
れ
〔

も
そ
わ
み

る
?
思
の

い
は
と
の

て
字
る
も

し
数
す
る

と
の
連
き

号

内

聞

で

屋

)

に

定

を

職

確

地
(
は
を

在

の

よ

所

所

後

り

場

の
の
よ
の

山

号

線

名

鉱
屋
波
地

1

2

3

4

 

注

注

注

注
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していた.間じく山 の拠点， (現立山 由来すると

山岳信仰と鉱山 、関わちがう 現在の富山れる屋号もみら

もあち 3 当 -茂住両銀山に辻神通)11沿岸をi争心に飛騨北部か

中安倍sO) が多かっ いえる. {邑田 出の191Jによ

出身者が多く

るが，飛騨北部堆域において誌，少なくとも口

を妊し ごく あった.

(2) 17世紀末'"'-'18世紀における鉱山集落の衰退

された 1694 7) 年に

17世紀初め頃に

を担つ

れらの

に茂住銀出

中の鉱山集落の事例 している J:lぺ ラ三井金属

飛騨国 している旨を記し

嘆に

いる. 17世紀後半r-.._.，

顕著に であった. 17 

の詳細を明らかにし得る史料を欠くものの，

なかったと考えられる.

1) 18世紀初開における茂往鍛山集落の衰退

中案内J 和佐保村について f右家数高

ける

会=けて

半について;土その衰

出も例外とはなり

の内観山

ち2 内一軒は寺j と されており， 18 にはその鉱 ほぼ衰滅の状

況に至っていたことがわかる.

茂生銀山について 「茂住銀山野j の項があり， r も

四 ち， ・大工町と

あちし : r山色j か) 山師共処にも く，方々

へ流浪致 3 只 も漸十四， も る体j と

3) 山分 茂住銀 と る)

し1 12軒となってい

茨{主銀山に関し じて》 この間の金IJJ

ナ7'嶋 E品。」冊。 きる e ら 18年を経た 1712 2)年秋?

ける金山銅鉛山村上ヶJH)によればp 出

84 

ている.実際 J 1743 

よれば， 2カ寺を

について知

に提出された

69 った.



さらに 11年を

産敷改帳」

1723 8)年9月， うち茂住銀

された畑農敷の当

における

いてのみ

。々 1.5) r 
検地を通じ

々
寸 ものである. lコ

れる4:は I士会i祖帳」 と

ものと考えら

まとめたもの

である. とりあえず反別 屋敷と畑それぞれがどのよう tt 

いるかに注自し となったりケ 除く屋敷 42 うち 3

七兵書1， 係左蕎?円の4名

5名あっ

しておi 患敷所有者はお名であった.

「畑屋敷改鞍j にも 41名分 る

による

まとま

されるの

らはし1ずれも， {患の者の畑屋敷を

け継がれてい とから，間一人物?あるいは同一

と3 ごく

あっ していた.ま)

くの筆数を誇けてし

これらのことはきこの間

々に複数の者に受汁継がれた例

りも他人への譲渡による

つにこと している.荒崖敷とし いる以上 山師の戸口 た

、ーしをうかがわれるー

関して と事由 いる 4 ). 

ってお号，

さてJ

具体的であるが r隠面が作成さ

よって

ょう

れる，

しな らないがF

トとは考え待る，この

を把握することはできると考えら

ニ~ 信 ると，越中 出(当 〉亀谷銀山 3 山，

山など， 山がま 関 く.もっとも 3 辻 17

半に しく， 散し? し も るよう;こ

なっていたという 松倉金山も 1630年代以降は銀山 3 さら 山となったが四

の幸信山も に入ってい とし1 Ji)長棟鉛山iこついても?後述する つ

に) 17 一時的 出 していた.ここに

時点で発展に向かっている葉山であ

山のうち

18) 

Y 越中 3 とし となっているが，し も

近臣であち p 鉱山が多く し あっ
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霊感セム

IJ~安藤i(~議九郎i三渡;草子)

:s;'i郎効

事長九虫IDt(~車場jミ遣す立

東軍J衛門τ

3繁持費廃1

mw

都

め

郎

、

J

街
、
長
、
、
郷
、

m
J厳

寒

駆

除

.

謀

、

郎

…

孝

一

台

詞

v

袋
、
決

1723年に度数を所有しない者

1723年までに退去した者

爵4-2麓住銀山集落における所有地の変化(1694-1723年)
〔争率潟留T5色編纂室所蔵元禄7生手?飛騨国務城郡高隊郷茂俊幸せ煩霊童餓御検地氷綴J，および業後伎土地共有会文議事録8年f飛騨国宮城喜怒高原郷茂住銀ilJ熔慶鍬改綴JJこり作成)

1723年に獲敷を所有している者屋敷地の移動

・…一一+耕地の移動
@ト一一・+退去した者からの土地の移動

紋兵衛

弥次長衛
Aきお衛門お 4

り斗護州連主主人ともと九二三
与次兵衛

与兵衛

与茂助
与閥系衝
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茂住銀山における金山部の退去
(1694....-1723年〉

越中国長棟鉛山の退去者
(1687，.._， 1688年)

4-3 4-2 

3
Z
4
5
8
7
5
7
フ
5
4
2
5
4
6
3
3
4
2
2
5
3

UJ 
山
山
富山
富山
和性探銀山

富山

議出

塁中
箆{主議山

信開銀山

信樹鐘山

里中

里中
富山
箆中
豊中

キ、手官民中

部

部

蘇

錦

部

摺

師

捜

揺

摺

揺

治

人

・

柚

柚

柏

間

金

摘

出

山

出

山

山

金

山

援

金

金

金

鍛

穴

金

金

金

出

権兵禽

五兵衛

吉兵衛

長兵衛

十兵衛

与兵衛

オ二部右衛門

次右撞jF号
安兵種

安衛門

甚右韓i門
吉兵衛

八兵衛

孫兵衛

万右衛門

苧右衛門

長兵禽

理主需門
長助

弥右f奪i内

Z主， :職や移転先の表記法資料の通り
注2: 1688年、翻驚後にさらに4軒の山師のi息苦去あるも，
移転先は不明

移転の年次(年〉
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1
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7
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4
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唾
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唾
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1
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1
4
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4
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4
1
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4
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'
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1
3
4
I
4
1
4
1
1
1
4
1
4
1
τ
i

;潔指揮門 越前の方

七議 能州の方
孫間部 能州の方

清右帝門 能州の方
万ヶ;豊 次郎三郎 知期辺

蒋様墨 権兵衛 認書言語谷山

尊課墨七蹴 越後辺
猪谷墨 五部共衛 越後遺

酒屋 平兵衛 越後辺
百野康 IJ¥兵鍔 越中亀谷

たち臆久七 越中議袋
畏 j尺 太吉f言内 越中犠お

下町長八 踏中亀谷

ずり仁兵衛 結後辺
松重量 左次兵衛 越中松倉銀山

吉野震 七蹴 越中松倉銀山

亀谷墨 九郎三郎 行方不明

吉田鹿七載 越Hi罷谷山
おも嬢 三三石禽門 諮耕酪茶山

猫の谷謹仁麓 越州笛苓出

掛の下 ;葎六 蹴州酪谷山

谷屋市右衛門 儲州

伊織屋六兵籍 信州

尊保屋平兵鰐 信州

たうふ墨七在衛門 越中i亙
訟怠墨 九郎次郎 越中道
寺津譲与三郎 越中沼
柿の下謹次郎作 行方不明

床鹿沼部兵禽 憶州

伏木屋 円右寄門 儲 ~~i
JlI上屋 半友 4 越中長様UJ
吉野屋 忠次長s 越中長槙山

宮の越七勧 信州
山岳量 忠兵権 行方不明

ごか麗喜内 病死
大工欝? 惣右衛門 癖死
山口五郎兵衛 痕死
小見せ屋小左笥門 病死
小嶋量作十部 病死
町永屋長兵禽 病死
本j也の山手IJお若者問 病死
永態長兵種 病死
高野騒 清兵権j 不明

行き先等名屋号

かみ態
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2) 17世紀末における越中田長樺鉛山集濯の衰退

て茂住銀山の北東に接した鉱山であった.こ

出 によ されていた川倖 子

もので， 1687 )年と 1688

{表 3). 

され， 1640 によっ

を山

いる畳 1676

しして 2

われるようになっ

る妥

の65軒中 26

された?

いる{也炭:昆

鉛の

るよう イ〉

たという，こうして， rJJ 、、
l
h
v
 
シ」 に王つ

のよ 、J
、
甘
や
k

こでは出師と金提

いる‘

けて記

あるが?

といったj職ノ¥なども

ものと思わtしる，

ものといえよう

るとし 1つ

えられる.

き ら

れる. UJ師は，職人としてよりも

山!捕の誌とんどが富山へ移動していることも，この

。コ うちに辻， hυ
 tl
l
r
 

よち鉛を翼し

山訴もあったという叫 えら

山 となってからは， 山自市は器三下 をもたずp による

が3 初期の山師

えていた，有力な山師配下

同列に扱われることもあったというか

?吹職人(製錬殺人)などを板取

独立 る他のは! と

まれていたかも い.これらのうち 能の鉱山へ移動

あ

われる

22) 
の{自〉富山が 2 里中が3軒であっ 中 指すと思

よ という金山師が 1縁、4 を してし 1

る.検地の時期 6， 7 あったことを

きば>- 山

、.，lv 
手代

ある可能性もまた悶擦に高い. を名乗ってはいなし
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UJ らく 山)に根拠を持ち，加賀i担金沢の仲曹人によっ

棟へ派遣さ であっ と えもれぞ)_吉兵衛は 芹イ午線11I室長波(T)給十治決ぬ kを務める

な で、あっ 下‘

F、一相、F、r-1 I "'"岨_ I ̂  i.r 1，-:" 
は実擦にはー撲ではなく，有

力 ら であ fァト 宏九れる.

山の 船山が魚、t:.=/"F tl~ t:-I)品った時期の記録であった めに 3

2 ?という日を引く

期 ;江 ける ゆる したようにみ る • J知王銀山で芋iJ明するのは 7

詩人 関し あり 3 あっ であろ 」とも さ

才内し ぺきと る 3 は銀山 しく，検:1:1長以前

なく カ瓦つ ことが，このことに していたと えら る.

し1て 山ると，

もない時期

においても，

っていた

かちではあるが 3 盛山の鉱山

した{売が

島る.

ちあった

こと において，高人的性格の強し

く

たちは 3 段ら

として し

UJ り

返した諜子をうかがうことができる，

第2節 江戸中後期における金山詩集落の再編

(1) 18世紀初頭における茂住鼓山の金山部

いの節では， 17世紀末ま した鉱; どのよう 今己 後期の

鉱山業の展開に関わったかについて，

J 2・勺こよ フ 1712 2) 

中のもの なく，

してしとし 口々

しカh

ょっ とある.増谷銀山

された銀山で、あつみ2-1) 1710年 7雷ら? 1711 

いて

3寅 228

らによって， 1707 (宝永4)年より

タユ にあ り3 うち 5ヶ

あったといわざるをえない.

中であったという.

し して
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同じ年の 3月に作成された「茂住銀山井鉛山間歩帳」と題するJ!長面がp 東茂住の!日家，

柿下家に伝えられている(以下「問歩帳」と表記する)九この「間歩帳」には，地元の

U-l師によって稼行の出願が行われた間歩の名やその所在地の字名 3 出願した山師の名が記

録されている.間歩名は7つのまとまりに分けて記載されている(表4-4). 傾にみて

いくと p ①「願間歩之覚」と表題が付けられた項があり〉その末尾には， r右弐拾弐ヶ所

之間歩願有之分目録ニ右員数改置之候j とある r正徳弐年三月 j の日付と当時の銀山方

役人と思われる土屋勘左衛門・鈴木彦四郎の署名がある.実際には 23ヶ所の間歩があけf

られているのだが， うち字「かたかり」の「古問歩ーヶ所」には「是ハ上ヶ間歩ニ而望無

之由申之」と 3 すでに稼行を返上した間歩である旨の注記があり，これが除かれていると

思われる.つづく②「普請間歩之覚Jの項には 5ヶ所の間歩があげられ， r右五ヶ所，

子 (1708年:宝永 5)秩願立之 3 林庄左衛門・岩水彦左衛門見分之上申付 3 則普請致候

ニ付正徳二辰之三月 y 土屋勘左衛門・鈴木彦四郎改之Jとある.ただし， これらのうちー

ヶ所は，当時は普請が行われていない旨，注記が添えられている叫.③「池之山鉛山間

歩J3ヶ所については r右三ヶ所願有之分」とのみ記され 3 ④「普請間歩之覚Jには 2

ヶ所があげられた上2 それぞれの運上の額が記されている.末尾には「右弐ヶ所，壱年切

入札ヲ以被仰付候ニ付，山廻之節土屋勘左衛門・鈴木彦四郎右之御用山之分改之申者也」

と注記がある.おそらく「金銀銅鉛山付上ヶ」に増谷銀山とならべて地元山師の雇用先と

記されているためであろう 3 三井金属修史委員会編(1970: 95)ではp 鉛山は{也所の者に

よる稼行であったとされている. しかし， r間歩帳」によれば 3 いずれの鉛山間歩も地元

山師による稼行であったことがわかる r普請間歩之覚j の項目の間歩は，実際に普請が

行われたものであったのに対して，①③に書き上げられているのは?出願があったものの

1712年 3月の時点では普請が行われていなかった間歩のようである.④の 2ヶ所の鉛山

間歩には，それぞれ運上額が記されている.1721 (享保6)年の「飛州金銀銅鉛山之覚J27) 

に r茂住銀山道草運上覚」という項があり，掘り取った荷物 1升につき灰吹銀 1匁まで

は r道草Jとして山師のものとなったが 7 灰吹銀 1匁 1分以上が得られた際には吟味の

上?運上山となり 3 鉛山では土荷物1荷(1斗2升)につき吹鉛800匁までは道草となり 7

810匁以上になれば運上山となるという仕法であったことが記されている.②には運上額

に関する記載がないことから，少なくともこれらの間歩では十分な灰吹銀を得ることがで

きなかったと推測される.

次には項目の表題の記載はないが?ページを改めて， 3ヶ所の問歩(⑤)， さらに頁を
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表4-4r茂住銀山井鉛山間歩帳Jの記載事項
山師 備考

注:それぞれの項目の末尾に以下のような記述がある。
※1 r右弐拾弐ヶFJT之間歩額有之分目録ニ右員数改置之候正徳弐辰三月土産勧左衛門・鈴木彦四郎J
※2 r右五ヶ所子秋綴有之、林庄左衛門・岩7/(彦左衛門見分之上申付、則普鯖致候ニ付正徳二辰之三月土屋勘左衛門・鈴木彦四郎改之」
※3 r右三ヶ所願有之分」
※4 r右弐ヶF.IT其年切ニ入札ヲ以被仰付候ニ付山廻り之節土屋勧左衛門・鈴木彦四郎右之通り御用山之分改置之申者也」

91 



改めて 3ヶ所(⑤)があげられている.字名をみると y ⑤は現在の字「天道平Jr惣ヶ

平」などに含まれる y 銀山間歩が分布した一帯であり，@はいずれも池之山地区の鉛山で

あることがわかる.最後の⑦「辰之十月Jと表題を掲げた項目には 9ヶ所の問歩名が記載

され) r御山御改役Jとして林庄左衛門・鈴木彦四郎・土屋勘左衛門・飯山新右衛門の署

名がある.ここにあげられた問歩には?これより前の項であげられたものと同一の問歩で

はないかとみられるものも含まれている.天道平博煙廻間歩は，②の字「天道平さらへ」

の煙廻間歩と山師の一部の名前が異なるのみであり，同一の間歩ではなし1かと考えられる

がp 問吹き p すなわち試しに行った製錬の結果 2分5厘の灰I次銀が得られている.また 3

日;影平黒物問歩は，②の字「日影平」煙廻し問歩と同じ山師によって普請されており，同

ーかあるいは近い場所にある間歩と考えられるが，問吹きによって灰吹銀5分 5厘を得て

いる.その他の間歩については，銀の産出に関する記述はない.

現存するものが写本であるため，異筆であるか否かを確かめることはできないが，原本

の表紙には「正徳弐年三月改之」とあることから，⑦は後に書き足されたものと推測され

まめのきD-ら

る.⑤⑤に記載された問歩に関しては?字「寂木平」の銀問歩に関して 3 ⑦の項で名が

みられるものの 1712年3月の時点では改役人に含まれていない飯山新右衛門の見分を受

けた旨が注記されていることから 3 同年 3月から 10月までの聞に出願された問歩であろ

うと推測される.

「金銀銅鉛山付上ヶ」に記された総間歩数が 55ヶ所とかなり多いのはp そこには山師

の出願がなかった古間歩も含まれていたためであろうと考えられる.もっとも 3 稼行(普

請)中の間歩数のみをみても，銀山y 鉛山ともに「間歩帳」よりも若干多いが，これは，

3月より 10月までの聞に普請が開始された間歩があったためであったと思われる

間歩の稼行を出願した山師に注目すると，個人で、出願を行った例は少なく，たいてい複

数の山師が連名で出願していたことがわかる(表4-4参照).またp ほとんどの山師が

複数の間歩に関わっていた. とくに多くの間歩に関与した者としては 3 孫三郎(15 ケ

所)・長左衛門 (10ヶ所)・五郎右衛門 (10ヶ所)・圧左衛門(9ヶ所)・玉兵衛(9ヶ所)が

あげられる.単独で多くの間歩を請けていた長左衛門(6ヶ所)・五兵衛(5ヶ所)の 2

名はp なかでも有力であったことがうかがわれる.玉兵衛(能登屋)・孫三郎(鍛冶屋)， 

銀山肝煎であった庄左衛門(舟津屋)は，検地i帳に案内者として名前が記されている.こ

のことも p 彼らが茂住銀山における有力な金山師であったことを示すものといえる. r問

歩帳」に記載された 17名の山師以外は，間歩の経営に足る資金力を持たないものであっ
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たと考えられる I金銀銅鉛山付上ヶ」では一括して「山師」とされているが 3 それらの

多くは 3 実態としては金掘職人としかいい得ない存在であった.

(2) 茂住銀山集落の再編

すでにみたように) 1742 (寛保2)年の宗門人別帳には) 12軒が書き上げられていた

が，それらのうち， 1723 (享保8)年の「畑屋敷改帳」の時点から継続していると考えら

れる家は 3軒のみであった(表 4-5). このことはy 現在の東茂住集落において 3 享保

期にまで系譜を遡ることのできる家は 2，3軒ほどであるという古老の話と符合する一

高山陣屋「銀山方日記」によれば) 1748 (延享 5)年?四美銀山(現下呂市萩原町四

美)の開発が始まった際に，掘り出された鉱石の一部が，茂住銀山集落へ送られて試し吹

きされている.茂住銀山在住の山師が銀鉱石を製錬する技術を有していることが，この時

期の飛騨国内において認められていたことがわかる.一方で，同じ 1748年に，下茂住村

(現在の西茂住地区)より銀山茂住へ家族で移住した者があった記録がある 29) この頃y

茂住銀山への移入者は必ずしも鉱山関係者とは限らなかったのである 1788 (天明 8)年

の村明細帳ではp 茂住銀山集落の戸数は 18軒となっており，以後江戸期を通じて p ほぼ

この戸数で推移す?る一月Ij家を出す際には，村内の他家の了承を得る必要があったことか

ら，この戸数は意識して維持されていたものと考えられる.衰退後の茂住銀山集落は3 そ

の後およそ半世紀の聞に周辺集落からの移住者を受け入れるなどして 3 代々の金山師のみ

で構成された集落とはいえなくなったのであるが，江戸中後期になると F 村&は機会がある

ごとに往古よりの金山師の村であることを主張している.

1765 (明和 2)年，隣村の杉山村の者が，字ずり谷から茂住村茂住銀山集落にヲiかれた用

水の水を，上流部において別の方へ引し1たことにつき，茂住銀山集落より苦情を申し入れ

ている JJ) その際3 茂住銀山集落側では「銀山用水之儀ハ大切成御番所等茂有之、用心水

之儀ニ御座候」と述べている.検地帳に記載された「銀山御蔵」などはこの頃にはもはや

残されていなかったと思われるが) 1791 (寛政 3)年〉飛騨国内の番所が整理された際に廃

止されるまで，茂住下口番所は存続していた(こうした施設が存在したことも p 茂住銀

山集落の住人に，村の特別な位置づけを意識させるものであったことと思われる.

1767 (明和 4)年の「金銀銅鉛山間歩箇所附帳」には3 銀山間歩 53ヶ所，銅山間歩2

ヶ所，鉛山間歩8ヶ所が書き上げられているが，いずれも留山となっている.前出の 178

8年の村明細帳に「稼ニ男女共二銀山古砂持候迄ニ御座候」とあるように，茂{主銀山の住
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表4-5 茂住銀出集落の腐住者(1742年)

名前 年齢 壇那寺

芸家持茂右衛門 56 

女房 56 金龍寺

娘さん 18 

和お禽丹 48 

女爵 36 

興予仁+郎 15 金龍寺

娘すな 10 

援さん 3 

穣右謝門 34 

女 26 教覚寺

虎ゴ子 3 

家持庄兵種i 36 

女房 34 宝掛寺

はつ 3 

家持久右衛門 24 

母 48 金龍寺

弟吉太郎 16 

~持長兵衛 52 

女房 43 

男子長八 20 金鑓寺

鎮ちょ 9 

男子亀介 8 

家持平十部 57 

女麗 52 

男子平六 30 
金龍寺

男子源五郎 18 

平六女房 20 

平十郎勢子七之介 15 

家持九兵衛 55 

艶子久 J¥ 27 金龍寺

娘まく 9 

家持七l 53 
教覚寺

女房 44 

家持喜右衛門 51 

女房 40 教覚寺

援さつ 10 

家持次器密 57 

女 50 議翁寺

奥子久次郎 10 

家持彦太郎 53 

女房 48 
金龍寺

男子吉太郎 18 

娘しす 16 

[東茂性土地共有会文書 ) 
麓保2年2月飛剣吉域郡高原郷競住銀出宗門下l媛JIこより作成|

惑を太字は家保8年「茂性強UJ熔譲舗改!綴JIこ名前のみられる者
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ら あった. 1812 9 ) 

ワ返し出願さ トとが確認

まとめた. し

iむの関掻が kユwて剛 」レ

るべく 7 高

の際にも 3 よワ 出務行によ

人が行ったのは?出

以降に

された.表4ーちには，

があるが， 1814 

推関される. 1819(文教2)年?

山|嘩患によって鉱山

してきた皆を

し留めら

して，吉砂稼 また) 1834 (天保 5) 

ることになった捺にも p 村長の

は， 箕力日永 2黄 500文を

加の古砂稼ぎはp 少なく

よれば) 1812年の間提出願

も同様であったという.こうし

て ム」てω: 

ること

とも 1850 3) では続し のとき

以前に の上約はなく 1 1819年の御手

は3 ら

とし¥うこと けで なく 3

る鉛 告家労働力 きわめて

あるという

きわめて抵く，加えて

p

っ
-J-、，-1-
.-KJ ¥ ) 

ものであったためにとられたもの

ア)年には?益田

ある n) また， 1859 (安政6) 

きい草山

の市部右

きるかぎりでは 3

で 3 中

も?人らによる問揺が出願されたこともあった.これらはし

による稼行であったが，村氏の稼

た区域で行われたものである.

めった池之山か く鴇たづ

(3) 茂住銀山におけるせ送り人

ように， における鉛 あワ，しかも

自家労{暴力によっ る の くは? モ..tピ

告力で用 で ，士t送り人を 出鉛を る

よれば3 り人 して茂生銀山 ，右衛門y

がみられI 17 うち 9 りを けている. 1843 

14)年に 平十郎， の 3名と の名
》
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表4-6蔑住銀山村による鉛山稼ぎの出願(1812-1857年)

年 「瓦1 事項 i 期間 上納

1812 (文化9)I 3 鉛山間揺 字建之山のうち本池雨治大平の吉時¥ ? 

1813 (文化10) 8!鉛山間翻 問上 7月1日よサ250日間 ;永425文

? 

1814 (文化11)¥ 3 I銘副間据 向上 [3湾問自....， 8~138まで150日間 i 永425文

1816 (文化13) 3 I鉛山鵠撮 ? I 3月27日より150日隣 j ? 

1818 (文政支)I 8 鉛山間掘 宇治之ulのうち本;tlJ..悶池・大卒の古間接 i4舟88--9月9自まで150白間 !永525文

1820 (加) 2 I (国中金設銅鉛山静手山切替につき稼方蹴方頗) i l 
1821 (文政4)I 3 i (古砂返し谷議等顕) I I 

1834 (芙袈ら)i 7 I出鉛に銀気なき皆報告(コキ併用銀吹所甚兵接部1名) 1 

1841 (天保12)I 2 j鉛山永久韓ブヲ I I 

1850 (嘉約)I 7 訟山稼方 !去る丑年~当武道10力年 !紋貫5∞刻年当)

1857 (安政4) 1 8 I鉛山間癌 字中小屋〈文久光1仰山)字増谷山 1 5月~明 ; 

(東芝性土地共有会文書中の各年次の願書!こより作成〕
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マて、
、‘ 2 を 翼し くれるよう し出しているベそこに

は 3 11 ぎによって をたてていたが p

し，告 できなくなったために よち

十郎ら 勺 ていたこと 3 lJj し り 4) 5カ

しになってしまっている とな

山の 和布衛門;まとも

山部j の中には「柿

らのし と との関

由

あるとされる.

さて 3 ，少なくとも 18

る 中に， 18 1741 

られているー

あり， った

らtしるが、 そ

とこ

ち からさら

ていた.

における 書き めら いる 4 7) その中に されてし 1る

460 el さe:S あったと えら る. たように，

田 は， 17 文期頃には‘京者sの銀陣、へ持ち まれる している

ことカ￥ら 2 この 七三 していたのであろうと ている. 18 

この頃にあってはを飛長選!車内で点府吹銀はほとんど していなかっ と え

られるから..，... り たかと さ る. 20貰呂も，

あるい ったと

し、-C) rカユ と題して 3

いるのは，和右衛門家の

に隣接する

掠鉛山 r茂住山J

で，々に坑口があり〉

「回村j とあるの

と?越中 舟渡村，

る

引先についてさら しくみるために) 1741 

しfこ 2) さと占めているが，

これらは茂住村を構成す ある. 1て多いの 中 ある.
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表4-7茂住銀山柿下手口右衛門家における在庫高
(1738年12月)

両 分 文
古金 66両2分 107 3 360 
文金 122 
山富良 460目 12 
鎧 198貫400文 51 
質物 24 60 
鉛 20貫目 2 2 ，200 
米 27石 33 3 
たはこ 1369斤 17 450 
大豆 1石8斗 2 320 
小豆 1石・たは6斤 150 
古手 200 
えわきさし 3 
笹川疋 2 350 
みそ 3 
茶 500 
すみ 250 
よき・くわ 3 
春木
米 5斗(横山ニ預ヶ置) 2 300 
小豆 1石(措谷預ヶ置) 3 300 
五斗米(舟渡預ヶ置) 2 300 
牛質 25 2 3 320 
たはこ85斤(舟渡村預ヶ置) 97 
大豆肱圃24 3 405 
58両6分

小宮十 397 150 

-・ー・.....・・・..............・・............0..........・・・.. ・・・・ =代銭1152貫950文
く貸し方>

四村 83 2 420 
横山 17 20 
杉山 2 
茂住谷 3 3 100 
西茂住 40 
長棟山 3 440 
茂住山 13 
跡津川 9 2 100 

小計 162 2 50 

E十 文=金三5ft5代銭9銭前49203j貫;2050D士文
1643貫文

(飛騨市神岡町東茂住柿下家文書「寛保三年大福牒」より作成)

j主1:小計・2十の数値は，実際の計算結果とは合致しないが，資料に記
載された通りを示した。

j主2 ‘圃印!ま半Ij~不能の文字を示す
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谷のいずれかは明記されていないが，いずれにも江戸期初頭に加賀藩によって設置され，

その後富山藩に引き継がれた関所があった.江戸初期に吉野銀山 p 片掛銀山などの鉱山が

盛んに開発された時期には?猪谷村で年貢米が売り払われたというー「間山Jは〉跡津

川村内の字名で，銀山の坑口の所在地であった.越中国吉野村も銀山の所在地であった.

地元の茂住銀山集落については， r下回TJ， r大工(町)Jなど 3 村内の地区名で記されてい

るが，この頃には，それほど取引の頻度は高くなかったことがわかる

ここに登場するし吋ぷれの村も 3 純農村とはいい難し1村であった.和右衛門家が販売した

商品としては 3 米穀類や農具もあるが， rゆかたJrはおり Jrあわせ」など衣類 3 しかも

完成品のものがきわめて多かった. 18世紀の初頭までには茂住銀山も越中国内の鉱山も

衰退していたのであるが，このような商売の内容をみると，柿下和右衛門家はp 衣類や噌

好品などを他地域から移入して鉱山集落の住人に販売することを業としていたと推測され

る.その本家筋の柿下平十郎家もやはり同様であったと類推することができる.

「安永七年 j苫卸rj長」からは， 1777 (安永 6) 年~ 1805 (文化 2)年にかけて着実に保有す

る金銭等の規模を拡大していることがわかる (1お4-3). 天明期頃からは， とりわけ貸方

が増大しており，商業活動の規模が大きくなっていることをうかがわせる. r寛政七年

高商帳」と題する帳面からは， 1797 (寛政 9) 年~ 1858 (安政 5)年にかけてp 和右衛門家が

販売した商品と 3 すべての件についてではないが，販売先について知ることができる(表

4 --8). これによれば， 18世紀末には菜種P たばこが杉山村，越中国小糸村といった近

村に販売されているが，間もなくそうした取り引きはみられなくなり， 1者や糸 -ii見(繭)・

踊のみが主要な商品となる.1者は銀山集落p 跡津川村?東漆!1J村¥牧村ーなど周辺の村落か

ら集荷され，八尾や庵谷など主に越中方面で売られている.生糸や繭などは高山で販売さ

れていることが多かった.高山には 2 和右衛門家と同じ坂屋を名乗る者や?漆山屋などの

屋号があり 3 高原川流域の出身，あるいは高原作i流域の商品を扱う商家があったことがわ

かる.その他?富山・郡上八幡・古川町など?越中や飛騨の町場の商人が取引相手となっ

ていた 1846(弘化 3)年からは，取扱品のうちに鉛や銅がみられるようになる.同じ年より

酒造米が買い入れられているゲ鉛や酒の仕入れ元や販売先は記載されていないが， 1者や

繭などの例からみるかぎり， 18世紀末以降の和右衛門家の商業活動は， 18世紀初頭とは

異なり，周辺地域の生産物を，城下町や在郷町向けに出荷するといったものが中心であっ

たといえる.繭などに比較すると，積極的に鉛などを集荷しようという姿勢には乏しかっ

たように見受けられる. 19世紀以降の記録から知られる限り，茂住銀山の柿下両家は鉛
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関4-3 茂住銀山和お衛門家における資産の変化 (1777，.... 1805 
(飛騨市神間町東設住棉下家文謡 f安永7年 患部慢Jより作成)
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表4-8茂住銀山柿下和右衛門家の取扱商品の変遷(1797一1858年)
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山稼ぎを行わずy 茂住銀山の山師が肥った池の山神社の氏子にも含まれていなかったが 3

零細な経営に留まった茂住銀山集落における鉱山稼行においてはp 資材の供給源として重

要な存在であったといえる

第3節 江戸後期の鉱山開発と在郷町商人

(1) 江戸末期における栃洞地区の鉱山開発

かつての和佐保銀山を中心とする地域でも， 19世紀半ばに鉱山開発が盛んになったが，

前述のようにこの地では銀山集落はすでに消滅してしまっていた.この地域においてはp

江戸中後期までに成長した在郷町がp 鉱山業の展開に関与したと考えられる.この節では，

在郷町の住人がどのように関わったかに注目してp 和佐保を中心とする地区における鉱山

業の展開について検討する.

19世紀以降にはp 和佐保村の域内に留まらず，二十五山の山頂付近を村域とする東町

村-・鹿間村・東漆山村にまで鉱山の開発が及んだ.江戸期にはまだそのような呼称は用い

られていないのだが，近代にはこれらの地域が栃洞坑区とよばれたのにしたがい，以下で

はこの地区を栃洞地区と称することにする.

すでにみたように，和佐保村の銀山集落も， 17世紀末には著しく衰えていた. 1712 (正

徳 2)年の「金銀銅鉛山付上ヶ」には，和佐保銀山の項に，山師 83人3 銅山共家数 19軒

と記載されているが?三井金属修史委員会編(1970: 81)では〉この人数には，当時稼行さ

れていた銅山で用いられた職人が含まれており， r所山師J) すなわち従来から銀山集落に

居住した山師が 19軒と大きく数を減じていたと推測している.栃洞地区では) 1698 (元禄

11)年""1715 (正徳 5)年まで，江戸の太田屋弥七ら 3名によって，銅山が請け負われてい

た.所山師は 2 この銅山や他所の金銀山に雇用されて生計をたてたという;l7)その後，栃

洞地区では目立った鉱山開発の動きはなく 3 和佐保銀山集落は) 18世紀半ばにはほとん

ど衰滅の状態となったのであった.

1817 (文化 14)年，飛騨国益田郡大西村〈現高山市久々野町大西)の甚右衛門が和佐

保村北平銅山の開発に着手した.この銅山開発は， 18世紀初めに稼行された銅山と同ー

かp ほほ同℃場所で行われたと恩われる. 1819 (文化2)年には，この銅山は高山陣屋の

御手山(直轄鉱山)として接収され) 1826年まで稼行された後p 休山となっていたが， 18.3 

o (文政 13)年になってy 越前国大野郡の金山師らによって再開発が試みられた.
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この年の 9月3 高山三之町の商人y 押上屋六兵衛によって和佐保村字北平・南平・大は

げ・小はげの銅鉛山(以下では北平銅山と称する)の問掘が出願された制.問掘を出願し

た押上屋六兵衛が公式には「稼人」とされたが 3 実質的な稼行の主体は，越前国大野郡面谷

村(現福井県大野郡和泉村)出身の「下稼人」であった.面谷村は箱ヶ瀬村の枝村〉持穴

村の地内に成立した金山師の集落であり，この下稼人は鉱山業に専門に携わる者であった

:叫 問掘出願に先立つその年の 8月，面谷村の松尾屋要蔵・次郎右衛門・四郎兵衛・五郎

助ら 4名の下稼人と押上屋との間で次のような規定証文が交わされている 10)

相対規定証文之事

飛騨国吉城郡平日佐保村山内銅鉛山間掘被成候ニ付私共右稼方仕度頼入候所相違無御座候p 依

之左ニ規定取極申侯F

-願方ニ付山元手当金其外向之御音物・諸雑用費之分ハ不及申，詐[l役人様御出役之節 3 船津

町井山元等ニ而山賄方入用 3 且又貴殿方より御越被下候節往返諸雑費共私共より出金仕候

事》

-右山先井願方世話料として仕入金ニ不拘 3 出銅鉛井絞り銀共高十分之内壱分六厘相渡可申

事》

-出銅鉛銀共船津町之問屋相立預置p 大坂其外何れ江相捌候共貴殿名面を以立会之上相捌可

申事〉

，稼中年内向ニ御音物代ハ出銅鉛銀高之分合にて割合出金可仕事，

但，御運上永右同断割合出金仕3 貴殿江相j度，貴殿より上納可被下候3

-諸仕入金之{義者不残私共方ニ而調達いたし万一損失中目立候共貴殿江少茂御厄介相掛申問敷

候，且又山内立会之儀は惣〆り帳方之者入用ニ付 3 貴殿方より御立会被下侯人を帳方〆り

ニ相願3 右賄方給金共私共方ニ而差出可申事3

前書規定仕候処相違無御座候p 右山内何事によらず御差図を請我佳勝手之取計斗仕間敷候3

惣而貴殿方費之儀無之様可仕 3 且又万一不盛山ニ而格別損失相立稼方相続難成候節者示談之

上跡稼炭代御余荷被下相続仕度御引合申置候処御承知被下恭存候3 然上ハ規定通柳異変仕間

敷イ免為後日連印之証文差入申処{乃如件(後略)

この取り決めからは，下稼人がかなり主体的な経営を行ったことがわかる.たとえば，

lヶ条目によれば，和佐保村など山元への手当金や諸方への贈り物3 役人出役時や稼人来
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山時の諸雑費はすべて下稼人が負担することになっていた.また， 5ヶ条目によればp 下

稼人が稼人以外から仕入金を「残らず」調達し，万一損失が生じても稼人へは迷惑をかけ

ないとされている.この文言通りであったとすると，稼人は3 手続きの上での世話のみを

行っていたことになるが， 3ヶ条目によれば3 この時点で、は産出鉱物の売却先，すなわち

金主は決まっていなかった. したがって金主からの資金供給は期待できず，当初の開発資

金の幾ばくかは稼人から供給されたと考えられる. 2ヶ条目によれば，銅・鉛・銀の高の

16 %が「ー世話料」として稼人に配分される取り決めであった.

世話料は 3 稼人の押上屋六兵衛の他，飛騨国益田郡大西村永瀬甚右衛門，同国吉城郡船

津町村紅粉忌用助で、さらに分配する取り決めが交わされていた 11) 分配の割合は六兵衛と

甚右衛門がそれぞれ8分の 3，用助が 4分の 1であった 永瀬家では， 1817 (文化 14)

年に，北平銅山の問掘を出願していた.この銅山が御手山に編入されたために成果を得る

ことはできなかった. 1830年の開発でも 3 面谷村の金山師たちがフ最初に問掘の出願を

依頼した相手は永瀬甚右衛門であった.前出の規定証文の中で》甚右衛門は六兵衛に宛て

て， r和佐保村銅山間掘仕度越前面谷村之者共頼越候得共 3 私不及自力候に付貴殿御頼申

入候所御承知之上(中略)今般問掘御願被成候」と述べている.六兵衛による問掘出願は，

甚右衛門からの依頼によってなされたのであった. 1817 (文化 14)年 3月， 111元の和佐

保村百姓から当時の永瀬家当主の甚右衛門に宛てて 3 借用金7両2分を同年 12月までに

返済すべきこと，出願中の銅山間掘が認められればp これに必要な雑木の代金のうちy 相

当分を返済に宛てたいという旨を記した一札が入れられている 12) 銀山集落は消滅してい

たがJ 北平銅山は和佐保村の地内にあったため，他所の者がこれを開発するには岡村の同

意を取り付ける必要があった.山元の村と永瀬家とのこのようなつながりは 3 面谷村の金

山師たちが永瀬家へ出願を依頼した理由のひとつであったと考えられる.紅粉屋用助は船

津町村の旧家であり，下稼人に生活物資や諸道具の仕送りを行った.これらの物資を供給

する際には口銭(手数料)が上乗せされた .j:l)

以上にみたようにp この地域の鉱山の再開発は 3 越前国大野郡の金山師によって積極的

に進められたことがわかる.その手続きや開発資金の確保のために 3 高山や船津町といっ

た飛騨地域の在郷町や農村部における有力者の協力が必要とされたのであった.

両白山地を隔てて飛騨国と隣り合った越前国大野郡には数多くの鉱山があった. とりわ

け面谷銅山(現福井県大野郡和泉村)は 18世紀半ばより盛山に向かっていた.また，嘉

永期頃には，高山11車屋から地役人や稼人を派遣して 3 越前国大野郡の幕府領に属した岩石
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銅山(現福井県勝山市)が経営されたこともあった.鉱山業を紐帯としてp この地域と飛

騨とのつながりは深かったと考えられる.

(2) 船津町村商人の鉱山業参画

船津町村は，栃洞地区の鉱山の直近にある在郷町として， 19世紀に至るまでにも 3 さ

まざまな形で鉱山開発に関与してきた.

1830 (文政 13)年の北平銅山の事例においても?仕送り人として船津町村の有力商人，

紅粉屋用助が関与していた.資金の欠乏のために面谷村出身の金山師らの開発が行き詰ま

ると，銅山の下稼ぎはy 船津町村の商人加賀屋忠兵衛へと譲り渡されることとなった.加

賀屋は旅人宿を営んでおり，面谷村の金山町の一人p 要蔵の飛騨における宿泊先であった

1832 (天保 3)年 9月，金 100両余りの借金の代わりに銅山の下稼ぎを忠兵衛に譲り渡す

という証文がp 要蔵他 1名より入れられている1'1)この証文には，紅粉屋への代金支払い

が滞り p 仕送りを止められたため 3 加賀屋に依頼してその後の仕送りや借金を受けていた

が，銅の産出が思わしくなく，結局返済が不可能になったという経過が記されている.ま

た，加賀屋には，押上屋六兵衛ら稼人それぞれから i面谷村の金山師の借金証文」を質

物とする借金証文が入れられている?押上屋らが加賀屋へ借金をしたという体裁がとら

れてはいるが，このような手続きをとることで 3 権利関係が整理されたものと思われる.

加賀屋にしても独力で開発資金を賄うことができたわけではなかった.これまで同様3

紅粉屋用助から物資の仕送りを受けた 46) また》産出鉱物はp 当時の船津町村-でもっとも

有力な商家のひとつであった庵屋七兵衛のもとにに引き取られている.

1832年 11月から翌年にかけて，庵屋七兵衛のもとに鉱物が集荷されている.銅や鉛荷

物の量と運搬夫の名前が簡潔に記載されたp 銅鉛山会所から庵屋へ宛てた送り状が数通残

されている 47) また，庵屋(牛丸家)には「山方日用記」と名付けられた帳面が伝えられ

ている.この帳面の冒頭部分には，庵屋に持ち込まれた銅や銀?鉛荷物の日付?数量 1 運

搬夫の名前が記されているが，それらの内容は同じ日付の送り状と一致する.これによれ

ば， 1832年 11月から翌年3月までの半年間 (1832年には閏 11月あり)に庵屋へ運び込

まれた鋼は 500貫余りに達している(表4-9 ).天保後期の産出高の水準と比較すると 3

半年間の生産高としてはかなり多いが，加賀屋が下稼ぎを譲り受けた際にp 坑道具ととも

に白目鋼も受け取っているから p ことにはその分が含まれていたと考えられる.この地域

では，積雪のために冬季の採鉱は不可能となったから p 以前より会所に貯め置かれて
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表4-9北平銀山から船津町謹震へ搬入された自認錦
( 1832年11~-1833年3尭〉

撃型?

{牛丸家文書f山1:l'Sffl記JIこより作成)

表4-10和佐保村北平額鉛山における鍛・吉吾銅ぜ台
の産出高 (1835-1853年)

1835 (天{果的
1836 (天保7)
1837 (天課8)
1838 (天藻9)
1839 (天様10)
1840 (天保11)
1841 (天保12)
1842 (天保13)
1843 (天保14)
1844 (弘化1) 
1845 (弘化2)
1846 (弘化3)
1847 (弘1G4)
1848 (嘉永り
1849 (嘉永2)
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1851 (嘉永4)
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1853 (嘉永6)

驚…

3
3
8

町

内

M
M
A
q
n
4
U

鏑一

S
G
4

-

4

砧

案

内

d

同
国
一
白
μ

一
)
r
o
t
s
Q
d
n
u
q
V
4・
7
'
f
Fひ
っ
ι
Q
ν
nむ
つ
ι
吋

f
7
s
れ

v
q
u
Q
U

賞一

2
3
8
1
6
7
1
9
3
9
3
5
8
1
7
7
0
9

r
ム
o
o
t
3
1
3
-
b
4
・
q
u
災

.M

つJ
w
a
U
7
'
n，ι
n
u
氏
U
H
O
A
Z
1
2
叫

f
7
F

四

4

E

E

4

2

Z

イ
1
3

‘2
2
4
2
a
n
ι
M
内
〆
恥

鵠一 鉛(貴)

12.9 

15.7 
31.8 

{岐阜県立腹史資料館所蔵f吉城郡和佐保村銅山出喜望書よ帳J
f言城郡和依保村山内字北王手出額高書上帳J各年次分!こより作成)

注:1852年4J守分より「鋼」の開戦なく.r El毘繋鱗jとし、う記載になってい
るコド稜でl;t.これらを「白目銅Jの欄に詑滋した
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いt=ものが， v にまとめ と推測される.

設

中筒、山の山

などすべて

1830 

ぴ7

り拐lJきに関する も されているー 手ヲ渡 は

大潟屋藤右衛門， 出 同じく 中

内であった. 、ては 3 これら えて名 いた.

iま3 山の開発は斯く し， 1840年代末 く進展し

あった. 1834 

叫相談の結

出願されていい

/ ， を許可さ 培地域の銅山

られたー

~Lnこもこ

の時期に

し

されたり〉

ことから も にとく になってい

とがうかが らは， ら金山師嶋田 を派遣してp 鋼山の

j担 しようとはしなかった‘ 183ら{天イ呆 7)

には?継問掘は

和佐{呆村・

々
寸 銅山 くも留山となっ I~.

-東町村の山元3ヶ村が出j頼者となって，立平鋸i与の問i掘が

出願された'>-

L〆

向害 出願 したものであり 3 は忠兵

にわたって川 忠兵衛は 1847(弘化4) で 13

された錦は 1838 9)年ま へ，その後

らおJたと

高山

ある九

i与の鏑産出高をみると， II!喜田 によ

る 1835 ち) 1847 (弘化4) 多い年でも 100貰余りでフ

きわめてとの変動も大きかった 51)産

出であった. 1849 (嘉永 2) ;土産出高 し， 1851年に く

らくラ

してい

10) .これら もかなり控えめなように忠わjもる

きない あったと されるし してもフ

1850 し1 が確認でき

ムJ

山では稼人が交代している.この年の 7月，金 200両で嶋田

3名に銅山

r iJJ j と称したが， 間 1 つはのを除き，
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の商人であった?この歩合持ちの権利は その後も譲渡が行われたが 3 ほとんどが船津

町村の商人であることは変わらなかった(図 4--4). 多数の商人が歩合持ちとして鉱山

開発に参加するようになったことは，鉱床が有望であることが確認され，資金を投入して

開発を拡大すればそれに見合った利得が得られるといった状況が到来し，これが広く認識

されるようになったことを示している.歩合持ちの下には複数の下稼人があって}実際の

稼行を行った.歩合持ちに対しては 7 下稼人から「分一Jとして産出高の 10%が支払わ

れた 53)

北平銅山以外にも， 1840 (天保 11)年頃から鹿間村深洞銅鉛IlJ， 1841年 12月には岡村

の菅沢鉛山， 1846 (弘化3)年には和佐保村山内東平鉛山の稼行が相次いで始められてい

るザ深洞・菅沢の両鉱山は，庵屋と並ぶ船津町村の有力商人であり，北平銅山の歩合持

ちでもあった北沢屋七左衛門によって稼行された. 1856 (安政3)年の報告には，これら

の鉱山は北沢屋が直接人夫を雇用して稼行し 3 米・味噌など生活物資の仕入れも自ら行つ

ていたとある一

他の歩合持ちの多くも? 自らも下稼人のひとりとして鉱山稼行に関与したようである

1855 (安政 2)年6月p 和佐保村と一部の下稼人が》歩合持ちの不法を主張して 3 問掘の

出願を和佐保村へ切り替えるよう訴え出た.その訴状の中には，以下のようにある…

漉粕銅売払方之節も津出し御手形願下し候而も稼人一同無印乙津出しニ者不為致 3 先ツ山先持

之荷計直(値:引用者注)合宜敷中ニ為払 3 下稼人之者之荷者後J工廻し候中 3 津免許貫数切れ

候辿重而之節迄相待候様被申渡p 払後れニキ目成直下りヲ請不融通不自由為致・・・(後略)

漉銅(銀を絞った後の銅)の移出が〉下稼人ごとに行われており，稼人(歩合持)が 3

自らの荷を有利に取り扱っていたことがわかる.

(3) 高山銀絞吹所の設置と鉱山開発機運の高まり

1855 (安政 2)年6月p 高山陣屋前の馬場通りに仮吹所が設置されて，試験的に銅や鉛

鉱石からの銀抽出が行われた.この結果が良好であったのを確認した上で 3 翌年夏p 飛騨

郡代より幕府勘定所に，銀絞吹所の設置が正式に出願されて認められた 5i) 吹所の運営はp

高山の有力商人によって請負われた.これ以後，飛騨国内で、産出された鉱物は 3 定められ

た値段で，すべて吹所請負人へ売却することとなった.
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1848 1851 1853 

佐次兵衛〔飴津町村〕

用 動 (船津信?村〉

七在韓i門(船津町村)

倉 吉(高出八軒町〉

安富構内〈鉛津町村)

{予 郎 (船津霞7村)

次兵衛

融左律jp守{越中高岡町)

吉右稽fr~ (路湾町村)

利兵衛(離j準君村)

文 七 (船j章霊7村〉

図ヰ… 4 和佐保村北平銅山の山先歩合持ちの変遷(1848.....1860年)
{富田家)l:.饗 f麟お銀絞諸雑記J街収，方廷元年6月「杏域諮和佐保村銅鉛山歩合持議上様Jにより作成〕
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山元における大きな のさらなる であった. 1856 

には? 山仁は 35名と， になく多くの下稼人があった時. 1860 

になると p 同銅山の は 42名となっ ち3

えるとそ 78名 した…

4: 5は， 1860 
11Jを中心とした地 から し

ものである料

之 山 委主ヶ ぬ
国 も有

ヒ二
日?

取締方

ケ り

当 (、、て、 り じられ， ま 高山

は， るため し ケ まと

めたし たが， ち ーカ所

所付近にそ もない と なくとも ら ことので る場所に立
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地した吹屋に関しては，現状のままにしたいと主張したのであった.実際，その後も吹屋

がーカ所にまとめられることはなかった.煙突のないその他の建物は飯場，粉砕施設，竃

場p 炭小屋などの諸施設と推測されるーこうした建物札稼行者ごとにそれぞれ所有し

たものであった 6:;) このような状況からは3 独立性の強い複数の稼行者によって，鉱山が

運営されていたことを読み取ることができる.

銅山会所には 3 それぞれの稼行者が製した荒銅・荒鉛が持ち込まれ， rt張付けされた.そ

の後，鉱石は 16貫目(約 60kg) を基準として荷にまとめられ，付近の村の牛方によって

高山まで運ばれた 6'1) 前出の冨田の記述にもあるように 3 この頃?高山には銀絞吹所があ

った.山元の銅山会所には高山陣屋の役人が常駐することはなく，稼行者のうち相応な者

が山元取締人に任命され，山内の取り締まりにあたることになっていた

山師・金名子といった経営者の居宅や商業機能も含めy 鉱業に関する諸機能が集積した

特別地域， という江戸時代の鉱山集落に関する一般的な理解とはまったく異なった姿がp

ここには展開していた.一般的な鉱山集落の特徴は 3 江戸初期の鉱山町をモデルとして描

かれてきたものである.そこにおいて 3 諸機能が集められ 3 柵や番所などによる周囲との

隔離が行われた背景にはp 鉱物の産出のみでなく，流通過程など鉱山稼行に関わるあらゆ

る活動に対して貢納を賦課するという目的があった日北平銅山の景観からは封建的支配

を示す要素はほとんど見出すことはできない.それはまさに採鉱と粗製錬といった行程に

特化した，ある意味近代的な生産の現場の景観であったといってよい.こうした特徴は，

船津町村や高山町なと飛騨国内の在郷町商人がさまぎまに鉱山開発に関与する過程で形

成されたものであった

表4- 11には， 1860 (万延元)年6月に北平鉱山から高山陣屋へ提出された取調書を

もとに，稼行者の名前，居住(出身)地，雇用された職人の人数などについて示した.こ

れをみると 3 それぞれの規模には大きな較差があったことがわかる. 30名を雇用してい

た高山壱之町の倉吉のような例もあったが，多くの稼行者はp 数人p 甚だしい場合は 2名

程度とごく少ない人数しか用いていなかった.これはy 稼行者の経営したのが》基本的に

l坑ときわめて小規模で、あったためである.表に示された産出高は 1ヶ月の産出見込み

であるが，銅山では 3 概ね大工 1人当たり月に 10~ 20貰目産出することが見込まれてい

たようである.鉛は?鉱山による相違が銅よりも大きかったが 7 全体的に銅よりも多くの

産出が見込まれていた.このように，この地域においてはp 鉱物産出の増加は，稼行者の

数の増加によって実現していた.
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表4-11 和哉探村北平銅山における坑・稼場の下該人(1 

下意人の居住地・名前(護号) 大工 際擦り主主毅箆炊百十(人) {蔚 考

車兵種i

額
書.".宅.".写ト韮司..."耳司ι，寸・‘ヲ寸量ー首‘.町隼“咽手、宅金企"，企告企'"

鈎 東町村 (山田鹿)
銅 10 半E銀山
銅 30 額j議特 j議動 (中屋) 2 2 4 

銅 16 鉛津町村 幸三郎 {今村屋〉 2 3 2 7 

銅 12 吉川町方村 六助 2 
銅 18 船津町村 弥八 {鴎中震〉 。
銅 8 船津町村 善五郎 {道建議〉 2 

翻 G 越後藻j京都議議村 重助 2 

鶴 30 船津町村 35右?童j門 {富士騒)0 2 4 2 8 

額 -40 船津IBT村 l:j.l五諮問 {上水戸建)0 2 3 6 

重詰 25 飴j掌雪村 与在建i門 (上木戸屋)0 2 2 4 

主昔 200 総;零封村 手IJ兵議j 。2 6 3 2 13 I 代人留兵衛
主台 20 船津町村 {左次兵衛 (米麗) 。 2 

銅 70 給j率指?村 文七 (東農) 。3 3 5 11 代人i義助
銅 泣自立吾5支R持T、給津町村 文七 (斑譲) o 2 代人様霊会
銅 普詰中 鉛津町村 文七 (東農〕 。 2 代人穫量ち
鱗 普詰中 船津町村 直助 (J主議〉 2 2 5 代人与右衛門
鶴ム 40 高山一之町 ES左聾i門 3 3 ? 錆~勘右衛門・高助鱗内
額 15 勝蔵 議意志JlIlliT六助

北平 i鏡ム 12 要議 2 3 翻意Z吉川町六助・勝載鵠!対
調 150 。9 12 8 30 鋪ミ主策附久右衛門
銅ム 40 5富山八軒町 4 2 2 8 鋪主策町久右衛門・倉喜舗内
銅 普請中 斡j議村 宗兵衛 (笹躍〉 2 

制 2臼立号員室R庁マ4、結j章町村 第三部

銅 普議中 吉田村 九兵衛 2 

鍋 15 高山八軒町 金三郎 2 

調ム 10 船津町村 利兵衛 ~ J 鵠烹嘉山吹刊誌郎舗内
記号 12 船津町村 議助 〈超前星) 2 鱗玄下原村勘右衛門

錆ム 25 舷前大野郡大谷村 i英次郎 2 

鈎 20 築j護者Bよ雲B臼嘉村 金三郎 3 

鰯ム 40 吉譲 3 鏡主高山之町;資資・金三郎鵠内

銅ム 25 喜鼓 2 ヰ 錨主高山ミミ之約済・金三郎舗内

銅 35 薪左書i門 3 5 鋪主朝j荷村;簿、動

銅ム 20 話津町村 長兵書} (森茂議〉 2 2 ヰ 鋪主観i潟村j罪主力・新左衛門舗内
銅ム 60 富山片原町 藤芸 4 4 8 錨主車ij;荷村;軍慰・新在衛門織内

銅 20 結前大野郡富谷村 3 繍主総;掌lliT斡六

銅ム 15 朝j南村 〈護関墨) 3 競走船津町IDJ六・新三郎銀内

鈎 10 東町村 (LlJ EI3農) 3 銭ミ主東町伊三郎

額 10 高山八軒町 常三郎 2 

鶴 泣自立圭己量向三汁'T'可 高山町寺内 手IJ右鰐内 2 

(岐阜県立歴史資料館所蔵飛騨郡代高山諜墨文書事万遮光年六月f吉城罫和佐保村山内商工似仁平鵠数人J5IJ井出銅鉛凡取鵠媛JIこより作成)

の後ろにム印が付されているものは， 1告の坑の中の稼場であることを示す，
名前」捕のO即!~， U.J先歩合持ちの一員であることを示す e

3)見込高!止 1860年6j寺 2 臼 ~30日の産出箆込高 r菅議中jとあるのはp 探鉱中であることを示す.
4)他の資料から判明する者については，箆号を付した.
5)義中立)f陸運り(おかまわり)と!主義石の運搬失など坑外におiする労働者の総斡である.
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の ついてp 高山 11J について?以下の

ように述べている州

は当地{高WJ) 出

接もの無:之 (ヰコ略)

頼人 山内に p 兎角

ワ諸山渡り ものiお々

吉然?度り稼のものに引き廻さ

園内 りの

みに り

にいた

当時の 山の 虫 中 らで、あ 彼

人でもあった. ちで圧倒的に多数を占めたのは I高山'

内の在郷町の者で為ったが，富田によ

りで，~内

，下稼人のうち山内に居住し

iこ山

自ち く つにとし lう.

4… 11のうち 3

たようである一明

111に居住し

を高111とする者のうちに し もあ

るが 3

山 の鉱

る. 1886 (明治 19) ~ 1888 

されている.

り返した鉱rJJ

.越前・越中など

る.もっとも s

58) 

17"  

Y'-

治初期にかけて

4 -6). ほとん

から明

きる

問 ち返していることが

を3

1上iなどまでき

めて広し した者もあったこと

ないが 3 をふま

の なしゅ￥と される.

船捧町村出身の の;ま ん

るとし1つ ¥ノ 3 

;ぇ より，

出開発から る

5名の事掛から

iJJを移動す

会
」
'
た

目さ

ち

であっ，一
17" 

.'- ゼ販

し

してきたが 3 この填に

として として したがP
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A越前国大野郡面谷銅山 (1845)※ l

B神岡鉱山 (1852)※ 2

三輪駒次郎

C美濃園都上郡寒水鉱山 (1848)
D飛騨国吉城郡平湯鉛山 (1858)

B神間鉱山 (1860)

増田要助

A 飛騨国大野郡三谷銅山 (1802)

8加賀国涌泉寺鉱山

C越後国頭城郡橋立鉱山
D飛騨国大野郡三谷銅山

E伊勢国治田銅山

F美濃国岩本銅山

G神岡鉱山 (1852)

板東喜八郎

A越前回大野郡中天井鉱山 (1847)

B但馬国朝来郡生野銀山 (1865)

C美濃国郡上郡畑佐銅山(1865) 

D摂津田千問銅山 (1869)※ 3
E美濃国黒)11鉱山・間以地鉱山 (1869)

F越前国大野郡堀明銀山他(1869)※ 4 

G神岡鉱山 (1869)

H越中国新)11君ii亀谷鰻IlJ.同朝日鉱山 (1870)
!加賀国能美郡(金平)金山 (1870)

j越後国蒲原郡草倉銅山 (1870)

K神岡鉱山 (1872)

長谷川喜平

A 越中国婦負郡片掛銀山 (1845)

8越中国新川郡長棟鉛山

C飛騨国吉城郡杉山村鉱山

D飛騨国吉城郡平場鉛山

E信濃国高井郡赤柴鉱山 d 

F上野田甘楽郡小幡鉱山 // 

G神間鉱山 (1854) 1 
H飛騨国吉城郡平湯鉛山 (1854) I 
!神岡鉱山 (1862) ナ

02OOm  

図4-6 江戸末期~明治初期の鉱山技術者の移動

※1 :移動した年次が明らかなものは， ( )内に西暦で示した 以下同じ ※2 :神岡鉱山には大富・前平・菅沢・漆

山・茂住などが含まれる 以下同じ. ※3 正』をな場所は不明 ※4・堀明担山のほかy 細野銅山・竹田銅山・仙軒銅

山が含まれる

(高山市高山郷土館所蔵 「明治十九年乃至二十二年鉱業者身元調」により作成)
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山業から手をヲiし前にみたように の流通の段階にまで関

わり， をあげていた.高山吹所設置後の下穣ぎにおいては，

できないのが不溝でまうったと推拐される.

までしか関

もとで採摘に従事ーした識人には句鉱i1J周辺

4)年 1月から 6月ま

によれば，船津町村，小萱村 2 古田村，i1J田

出身の職人が多数薙誌できる(表4

中出身者であった.中には長棟村(現富山県大山町)のように金山

たがF 多くは飛騨毘内の者と問機，農村部の出身者であった.

もあっ

には， みられた? は従来3 鉱山も「友子J

されてきた (1998)によれば，そのよう

を通して，地域内に鉱山労働者がも行った.そ

まら

さ11，てし¥つ

と考えられる

(4) 鉱山業の背景としての撰騨在郷町の成長

山吹所設震の時期以前に鉱山開発に

人は，いずれも

た 判 7). 1848 

1， 2;を争う

しをしたり， 内

大きかったーまたヲ紅粉屋

の旧家でみるなど 3 し1すえれも由緒や経済力

もこの地区に集中してし¥たー

とな も

北沢屋などの

中してい

していた

あち，同家とも江戸議期には富山

し付けを持うなど，その経苦力はきわめて

としての活動が石奪三三できるほど

った昭浩株を有してい

一方 2 下械を行った者のうち居住地が確認できる ると，やはり本町を中心としな

がらも)J笥辺の西町や中町にも

る明治期初頭に

船津町村はF

しており 3

よれば3

あったと考え 1746 3 ) 
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もっとも多かったと

さらに広がってい

る

されていた. 1694 (元禄打

くそのほとんど

中案内jによれば 123 1788 



表4-12和佐保村東平鉛山における職人の出身地・年齢(1857年)

鉱種出高(貫) 1 敷主 大工 小大工 岡周り その他

鉛 山 00 I 船津町文吉は5) I同左 文吉伴友之助(15)

鉛 25.000 1 越中長棟村善作(日) I同左
鉛 21刊oj越中小長谷村久助(30);同左
鉛 16.000 小萱村直時(25) 同左 吉田村弥次賄(19)

I I同左 数j河可村初之助肱(付1河附6ω) 西野し〈弥右衛門(ω伽担捌8ω ) 
i越山谷村弥糊助ω

; 富重屋卯右衛門飯場;

! 賭問一屋配吋一七叫叩助蜘飯場 l 
; 船津町卯兵衛(ω46的) ! 

;高山互之町助三郎(ω36的)! 

:山之一叫
鉛 普請中 ; 高山新町友三郎(36) 同左

鉛 普請中 j 船津町善五郎(41) ;同左

(小林家文書安政4年6月「東平鉛覚帳JIこより作成)

注1:名前の後ろの数字は年齢

注2:鉛高は1月-6月のもの.

j注主3:名前がゴシツク体で

j注主4 表中の「敷主」とは坑の所有者としい、巧う意であるが.実態は実質的な経宮者=下稼人のことである

j注主5:表中の「岡周りjμ!ま第3表の「陸廻Lり山J打j間椋.坑外労働者を示す 4
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。

岬嗣ー道路

乙:::::::::71く諮

議議石垣
〔段撞)

i
 
i
 
j
 口税

~ /1 ((土送十物議供給者)

団パ山先歩合れとなった者

問1/(日~恥配関与)
[illJ /f (1860年明j 記載者)

I (1872年 f敬譲」詑敬老〕

大島

下

‘ a伊勢IIIJ e話器}

b議前適 φf砂山富I

C 器ツ鹿 g揺さ主出I

d仲間T h今子宮

口

図4-7 鉱山開発に関与した鉛滞酌村期人の分布

(J 876 t明治的年「神間村船津豆地引絵図jを基図として， 1860 延元)年 f鏡数人目IJ弁出銅鉛取
認繰J，1872 (明治 5)年 f鑓区取議議jなどそ蜜料;こ作成〉
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8) では 165軒と， 世紀以降大きく増加し

そして 1873 ま している
、F
)ー

れに かち 山

南西を

もあったと考えられるべ

によって囲

まれp ほぼ中 かも山田)11 0) のより

はもっぱら畑地 つ の大

田として利用さもあり F く3

本町の西側のごく

砂山町3 四ツ屋3

し

がっ し に限ら

大門，桔生田Tな

ま

伊勢町3

してし ド れら の多く つ

られる地割りがなさ いたが、そ と めて/J、さかっ

れら されるようになったのはいつ ことか， し¥

2 家数の増加からみて 18 らのこと される.

この七百には? になった. 1753 3) 

は，それま 郡田 てし 士
口

ようになっ恥ん川

ま

ゐ寸 して る

などp と していた7¥iJ こうし び〉

吋る よれ， こ 米- な
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から し あった えられる.最も

735 の者があり， 1770 ら きく増加している 一'13). 

きたものが 17件あ ら 18 中に

したであろうことを ると 3

していたといえよう， もそ

て うちではp を して 2

しp

フ どしている， しかし(明治的年の「地主

した 中にはp ゼ とん

た. トうした って 3 山 出鉱物と引

る必要がなくな においてはy 下稼人と

して 出 あるものであっ と考えられる.

あった 111 における つ
} はし 1」

うま もない. も3 していたが 3 この町の商人によるもっとも

き 111 したこと wぞあ たといえる 111 

し1取りによっ

保されるようになっ る道を拓し 1たと

いえ ー六、、、 高!JJ 拡物

してい といえる.このこと えて P 従来ヲ ι; 

鉱 く 大」 きた. しかし p h 

そ

なくして

当 と 2000

るべく) 1856 3 ) し は，次のよう ら

いる制令
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13東茂住村金竜寺過去帳に記載された
船津町器{主主(1735"""1865年〕

年代 i記載者数(人)| 初出の議符

l，?~~-1740 I 
年代

2 | 柿下麗〈ヰ〉・こと村屋

1750-1760 
? 

年代

1770-1780 
20 

娃古屋(2)・伊努穣・

年代 中村麗ー杉山鹿・開寵

1790~1800 
19 寂麗・笠井壊

年代

~;2~18201 
年代

27 漆山屋‘鐙;台墨

;!~~~18401 
年宍

49 長榛屋・銀屡・中能護

2R~1繍 i53 i倒壊授性患笈害IJ
{神間町策茂怯食議考所慈f遇去帳」より作成〉

;宝。墜号に付した数字は，船津町のうちに複数の系統がある

ことが確認できた場合ーその系統散を示す
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就而ノ¥ 山等の拡wを， 御手山ニも申 其

内普請入用， も心配{士{長鰐，

大盛{士候迄

市取締いた と奉存候

の直営で鉱山を開発し吹所を運営するだけの資金がないので，それらを

，陣屋からは入者掠遣して取締ちのみ行いたいというのである 士

では 3 って"これを詰け負うト して

あっ く させたとさ し1 ここでは 3

は幕府の されたもの りp 高山i草屋によって に主導さ され

いう解釈が貫かれている.しかしp して あったとい

のは正しくない

1850 るまでに? どの錦鉛111 あることは明らかになり

つつあっ 干の頃には 止i の間にも鉱山

平湯鉛山はじり 9まっγし のほとん

rJJ近隣の鉱山 など であった 81) 4 -14) 

山;え 1846 (弘北 3) り3 には年間 3，000 半から 6，

000 高をあげ，搭し えるなど， も

も存力であっ の時期にはp に鉛拡石から

された鉱石

るように

なっているの 平湯鉛山から きわめ かったといわ

れるー 1857(安政4)年 1月の記録をみると 2 和佐保村大寵鉛山 らは〉 長会 10

告につき 52匁 8 り られたが 9 山の鉱石から得ら

吹銀は 10貫問

えば，飛騨国内の鉱山

りと 3 明らかに分 たことが分 吹所を誇

出される鉱石 占的に集詩で、きることになる.

山間人にとってp を詰け負う したのであ
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縄
問島中

議4-14高UJ吹所設震時における語負人の鉱山への関事

(在所) !吹所との関係! 鉱山への撰与(年次〉

(益田郡一之摺村)I吹摂取締設

(高山三之加T)吹所詩集人

来伊藤j青青 (益白書s星崎村)

i平湯諮出渉合持叩)平搬出一科腕1856)

[平湯鉛山仕送人(1848)・道尾河銅山に龍寺(1852)・
lji主上銅山埜送人(1854)

吹所請負人 l 

l吹間人 l戸同時哨鉛……凱制即山……(引川州仰1印似附8斜脱4特8

:艶場吹牒経宮i司平Z湯鉛山歩合持(什18斜48約).四美鰯i出i幻J'三4都s錦出.i鑑患j河河
! 奇 i鱗UJ稼行(1850頃)

i罵場吹屋髄i平湯鉛山歩合持(1倒的蹄潤山稼入(1852

皐111展清吉

近藤監勘十郎 (高uJ':::'之官T)

山下臆翠劫 {富山一之町〉

※直井勘右衛門(議田郡中出村)

〔富山市醸包家文醤安政3年6 ，Ej r為聖堂答申現定経文之事j けれ葉 63;*(1986吉続四本続出5をの研究~. pp.155-173.' 
弁金義拡業修史委員会編(1970軍神岡鉱山吏i仰.155-11こより作成}

;1: r馬場吹農Jは.1848-1852年までB 勘右衛門"~'務官の出額!こより高山義場通りに殻撃され，鏑・鉛からの銀較りが
行われた.高山吹戸去の前身とも考えられるため eここにも詑畿した
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第4節 飛騨北部地域における鉱山業の再生とその地域的背景

最後に，神岡地域における鉱山業の展開に，地域の特質がし¥かに関わったかについてま

とめておくことにする.

第 2章においてもみたように》神岡地域を含む飛騨北部地域は 3 越前・越中・加賀・能

登などの諸国とともに，古くからの鉱山地域を形成していた. 16 世紀末~ 17世紀初頭に

おける茂住・和佐保両銀山の繁栄は，越前国大野郡から来住した茂住宗貞とこれに伴われ

た鉱山技術者によって実現したものであった.また，越中国亀谷銀i上iの開発には，茂住銀

山から移住した者らも関わったとされる.このように鉱山技術者が広範に移動したことは 3

17世紀末までに衰退した鉱山業が間もなく再生し?その後ほぼ継続的に行われたことの

背景のひとつとなった.これら諸国には多数の鉱山が開発されており，衰退した鉱山から

盛行中の鉱山へと技術者が移動することで，鉱業技術が保たれていたと考えられる さら

に，江戸期の鉱山業においては熟練した技術者ばかりでなく〉単純労働を担う労働者も多

数必要とされたが 3 高原川の渓谷に沿った耕地の乏しい環境は，それらを輩出する背景と

もなっていた.

鉱床の規模や鉱種などの如何にも左右されたと思われるが?盛山期に成立した鉱山集落

が残存する場合もあった. 17 世紀末~ 18世紀初頭の茂住銀山や越中長棟鉛山の例からは 3

商人的性格の強い山師は衰退が始まって間もない時期に近隣の町場などに退転し，残存す

るのは技術者的性格の強し1者であったことがうかがわれる.少なくとも飛騨・越中などで

は，このような残存した鉱山集落の構成員が採取したのは，鉛や砂金の場合が多かったよ

うに思われるが 8，1にそれはこれらの鉱種の採取においては，当時の技術水準で、は大規模な

施設や資金が必ずしも必要とされなかったことと関連すると思われる.それでも，鉱山集

落の構成員に生産資材や生活用品を供給する仕送人の存在は重要で、あった.それらは多く

の場合?産出された鉱物を市場へ移出する役割も同時に果たしていた.茂住銀山では3 隣

村茂住村の有力者や銀山集落の平十郎家・和右衛門家が仕送人として 3 とりわけ 19世紀

以降の鉛生産には不可欠の存在となっていた.和右衛門家は，銀山盛山期にはp 他地域か

ら生活や生産に関わる物資を集荷し 3 鉱山へそれらを供給することを通じて財をなしたと

推測されるが， 18世紀半ば頃からは，椿や繭など地元の生産物を集荷して富山や高山を

はじめとする他地域に移出することを主な生業とし》蓄財を進めていった.江戸末期には，

若干の鉛や銅の出荷も行われたがp 当時にあっては数多ある同家の取り扱い商品のひとつ
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に過ぎなくなっていた

一方p かつての和佐保銀山では) 17世紀末"'-'18世紀初頭に銅山が稼行された.ちょう

どこの頃3 飛騨国が金森氏の領地替えによって幕府領へと編入されたこととも関連するか

と思われるが，この時期の銅山稼行は当初J)江戸商人によって請け負われた.銅山の開発

は〉あるいは和佐保村の銀山集落が衰滅する一因であったかもしれない.江戸や大坂など

大都市の商人は?この時期の他) 19世紀半ばの天保期など，全国的に鉱物の需要が高ま

った時期に進出してきて鉱山を請け負う傾向がみられた. しかしp それはたいてい短期に

留まり，多くの場合?船津町や高山町など飛騨国内の在郷町商人によって，鉱山稼行が引

き継がれたのであった.

船津町は 18世紀半ば頃に著しく戸数が増加している.鉱山を請け負うほどの商人は 3

町の中でも有力な者であったが 3 この頃は神通)11水系を利用した材木の流送や繭・生糸の

生産が盛んに行われるようになっており，こうした産業を通じてこの町の商人は財ブ〕を得3

他地域との取引関係を広げたものと思われる. 1840年代以降の栃洞地区における銅鉛山

の開発ではp 船津町を中心とする複数の商人が詩負人となり 3 やがて株組織を形成した.

実際の稼行は，やはりこの時にも p 越前国大野郡出身の金山師など近隣諸国の技術者がF

請負人から下稼ぎを請け負って行った 1852(嘉永 5)年，高山町に銀絞吹所が設置され 3

産出鉱物の安定した買取先が創出された後には，下稼人の数は急増した.下稼人はF 前述

のように当初は商人たる請負人のもとで鉱山技術者であることが多かったが，これ以降3

船津町や高山町の小商人も下稼人として名を連ねる例が増加した.高山銀絞吹所は，幕府

陣屋によって設置されたものであり，陣屋の地役人らが山元の視察や監督 P 諸手続きを行

ったのは事実であったが 3 吹所を建設し，山元の下稼人から荒銅や荒鉛を買い取り，吹職

人らを雇用して精錬を行うという実質的な運営を担っていたのは3 高山町の有力商人たち

であった.彼らは〉吹所の設置以前から平湯鉛山への仕送りを行ったり，神岡地域の銅鉛

山の経営の機会もうかがラなど，かねてより鉱山業に関心を寄せる者であった.陣屋の関

与が限定的であったことは3 幕末維新の混乱や銀絞吹所の閉鎖などによる一時的な衰退は

あったにせよ，明治初期にあっても，多数の零細な下稼人によって鉱山が稼行されるとい

ったあり方が，明治 10年代の半ば頃より三井組など中央の大資本が本格的に進出するま

で，継続したことにもうかがうことができる.

このように，この地域ではp さまぎまな属性の住民が重層的に関与することによって，

鉱山業が行われていた.このようなあり方は3 江戸期の鉱山業のあり方が，必ずしも従来
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言及されてきたような，周囲と隔絶された特殊な産業というわけではなかったことを示す

ものである

第4章注

1)伝承によれば、宗貞は金銀山開発の功によって長近から金森姓を賜ったが、茂(主銀山に屋敷を構

えたことにより、茂住宗貞とよばれたとされている。

茂住宗貞に関する伝承，史的事実に関しては 3 三井金属修史委員会編(1970: 10-16)に詳しい。

2)三井金属修史委員会編(1970: 14). 

3)三井金属修史委員会編(1970)によれば r宗貞が銀山師か，金山奉行か3 そのし¥ずれに該当するか

といえば3 牛役請取状の存在からみれば3 奉行と考えるほかはない。」とある。

鉱山の管理にあたる立場と経営者とを兼ねていた例としては，たとえば石見銀山で》毛利氏の領

有時代からの銀山役人で、あった吉岡隼人，宗岡弥右衛門〉今井宗玄 3 石田喜右衛門などの存在が

あげられる(松岡 2002).

4)福井県立図書館所蔵. [福井県編(1990)収載J.i曾曽谷村周辺の銀山については3 文禄年間の豊臣

家納所!j援に載る「北袋銀山」とする見解もある[~角川地名大辞典 18 福井県~ (1990)} 角川|書

mJ 

5)田中 (1986: 31-56) 

6)東郷の集落は一乗谷の北西部に位置する中世以来の都市的集落であるの寺伝によれば永昌寺は 14

67 (文明元)年の創建.開基は初代朝倉孝景の子 3 教景(東松院秩葉宗滴居士)であり p その母と兄

の菩提が弔われている

7)富山県郷土史会編 (1958).なおF 亀谷銀山における金昌寺の創建に関しては，飛騨を追われた茂

住宗貞が亀谷に逃れた際に金昌寺を創建したという伝説があるが信頼できるものではない

8)上村木曽右衛門著『飛騨国中案内』 この文献はp 高山陣屋銀山方の地役人で、あった上村木曾右衛

門が 3 元禄末年から 1750(寛延 3)年にかけて飛騨国内の各地に公用で訪れた際の見分をまとめ

たものといわれるもので} 18世紀前期の飛騨国内諸地域の状況を知ることができる. ここでは3

上村木曾右衛門著・大野政雄校訂解説(1970)を参照した

9)細入村史編纂委員会編 (1987: 65-66) 

10)聞名寺所蔵 明治 17年6月写「寺格由緒略史J. 

11)東茂住土地共有会所蔵「飛騨国吉城郡高原郷茂住村畑屋鋪御検地水帳j
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12)) 11崎(1958)

13)前掲 12)

14) r正徳弐辰御巡見様江書上ヶ之趣之写J(高山市飯嶋家文書「安政四丁巳年八月金銀銅鉛山一件

古書物写J所収)。

増谷銀山は茂住村銀山分にあった。江戸町人伊賀屋小八郎と高山町人紀伊国屋与左衛門らが幕府

から金 3000両を拝借し、当初〕は白川郷六厩村・牧戸村ーの金山を稼行しようとしたものの十分な産

金を得ることができなかったため、 1707(宝永 4)年より切り替えて請け負ったものである。 1708

年の運上銀7貫 500匁余り、 1711年の運上銀3貫 228匁であり、「正徳2年書上」には、 1712年

は8月までの土荷物が 95荷、郷蔵に置かれているが、稼行中の鉱脈が尽き、当時はさらに奥を探

鉱中という状況であった。鉛山は村の南東部、字「池の山Jの山頂付・近に 15ヶ所あり、「正徳2

年書」二Jには、当時は 5ヶ所が稼行中であった。残りの 10ヶ所は、 1707(宝永 4)年以後、稼行さ

れた実績がないと記されている。

「飛川、!金銀銅鉛山之覚には、増谷銀山を含めて銀山間歩は 55ヶ所と、「正徳2年書上」と同数が

書き上げられている。ここには、茂住銀山の金山師の稼行による間歩として、惣ヶ平黒物問歩・

惣ヶ平銀問歩・天道平孫兵衛問歩の名があげられている。鉛山は、池の山に 16ヶ所の間歩があり、

うち本池間歩・境棚問歩の 2ヶ所は、 1712年まで 1年切りに吟味を行い、入札によって運上が定

められ、稼行されてきたが、境棚間歩は 1713年には請負望みの者がなく、本池間歩は運上額が低

すぎるとして稼行が許可されなかったため、この年以後封印された。坂之端問歩・長左衛門間

歩・竪腰問歩・本池間歩4ヶ所は、金山師の自力によって稼行されてきた、とある。

15)岐阜県飛騨市神岡町東茂住 東茂住土地共有区所蔵文書「享保八卯九月 吉城郡高原郷茂住銀山

畑屋敷改帳J

16)三井金属修史委員会編(1970: 378-382) 

17)三井金属修史委員会編(1970: 363-364) 

18)小葉田 (1993: 480-491). 

19)長棟鉱山史料所収 3 元禄元年「長棟、山減り申人数之覚J 本稿では 3 長棟鉱山史研究会編(1951

110-112) を参照した

20)長棟鉛山の展開については3 長棟鉱山史研究会編(1951)に詳述されている

21)長棟鉱山史研究会編(1951: 4-11). 

22)信州銀山がどの鉱山を指すかは明らかではないが，近隣では乗鞍岳の麓に大樋銀山があった.こ

の銀山は武田信玄の時代には開発されていたと伝えられフ 1660年代頃には盛山であったと伝える

23)高山市一之町藤井家文書「金銀銅鉛山一件古書写」所収
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(1976 : 1377 -1380). を参照した

37)前掲 23).

38)神岡町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸正信家文書文政 13年 9月「規定註文之事J.

「問掘」は本来試掘を指す語であるが、当時この地域では、冥加と称して領主に一定額の運上を納

め、 100 日~ 300 日程度の期間の稼行を許可されるという形態が問掘と称された。問掘は冥加の

額を上乗せしながら繰り返し出願され、長期にわたって行われる場合が少なくなかった。

39)小葉田 (1993: 480-628) 

40)神岡町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸家文書文政 13年 8月[相対規定証文之事」

41)神岡町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸家文書 「和佐保銅鉛山願書下書井村ー々取替之証文下書」所

収辰 8月「規定証文之事J

42)神岡町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸家文書 文化 14年3月「石代金借用証文」 この史料中、 l

830年のいずれの時点でも永瀬家の当主は甚右衛門であるが、 1819(文政 2)年、緒につきかけた

銅山を御手山として取り上げられたことにより、甚右衛門は憤死したと伝えられていることが三

井金属修史委員会編(1970: 118-120) に記されている。

43)神間町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸家文書天保3年 9月「譲渡証文之事」

44)前掲 42) 関連史料として 3 同家文書 ①天保 3年 10月 (前欠につき無題p 鹿間村同苗中宛

加賀屋忠兵衛の一札);②天保5年2月「乍恐奉申上候j がある.②は高山役所宛ての口上の控え

であるが 3 ここには加賀屋が下稼ぎを引き継し 1だのはp 天保4(1833)年8月からとなっており 3

本文に取り上げた年月と異なっている.①によれば，この頃 3 下稼人の要蔵本人は遠国にあるの

で，これ以後は山内の諸事万端を加賀屋が引き受ける旨を山元の鹿間村へ申し入れている し吋芯

れにしても，天保 3年の秋頃には加賀屋が鉱山下稼ぎへの関与を深めていたことがわかる

45)神岡町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸家文書 天保3年 5月「金子借用引当証文之事J，天保 3年

7月「金子借用引当証文之事」

46)神岡町史編纂委員会編(1975: 746-747) に収載された，高山市立郷土館所蔵天保5年4月「御

示しに付乍恐口書を以奉申上候」によれば3 この頃にも3 紅粉屋が製錬に用いる用具を大坂で調達

して船津へ送らせている.また，同書pp.302-304収載の神岡町船津牛丸家文書天保 5年 1月

「乍恐以書付奉申上候」によればp さらに紅粉屋が， 1833 (天保 4)年には大坂に人を派遣して銀

主を求めるなどしている.これに応じて 3 大坂の大和屋が北平他の銅山稼行の銀主として前金 10

0両を出金することとなった

47)神岡町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸家文書 天保 3辰閏 11月「覚」など

48)神岡町史編纂室所蔵神岡町船津牛丸家文書 天保 5年 2月「一札之事」
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49) 1843 (天保 14)年の継問掘出願の際には嶋田屋忠兵衛も出願者として名前を連ね， 1845 (弘化 2) 

年の継問掘においては3 忠兵衛が単独で出願者となった 神岡町船津北沢家文書天保8年4月

「差入申規定証文之事」 神岡町史編纂委員会編(1975: 293-294)収載

なお， rl!島田屋忠兵衛は当初鎌屋を名乗ったが 3ヶ村の問掘が許可された際3 高山に移住して嶋

田屋と改めたとされている(三井金属鉱業修史委員会編 1970: 259) 

50)岐阜県立文書館所蔵高山陣屋文書嘉永 2年 3月「吉城郡和佐保村銅山出高書上帳」

51) 1835 "--' 1848年分に関しては I吉城郡和佐保村ー銅山出高書上lt長J) それ以後の分については，

「吉城郡和佐保村山内宇北平出銅高書上IP.長」各年次分による.いずれの史料も 3 岐阜県立歴史資

料館所蔵

52)富田家文書「銅鉛銀絞諸雑記」所収万延元年6月「吉城郡和佐保村銅鉛山歩合持書上帳」

53)神岡町和佐保区共有文書安政2年 6月「乍恐以書付奉願上候」に I佐次兵衛病死後(津野佐次

兵衛，山先歩合持ちを代表して問掘出願人となった 1849年死去，その後子息が佐次兵衛を襲名

し，山先歩合持ちも引き継いでいる引用者注)より唯今迄之年間ニ山先歩合持之外下稼人より

歩一与唱凡金六百両も取立候様子」とある

54)神岡町船津北沢家文書天保 12年 12月「鉛山譲渡証文之事.J)神岡町史編纂委員会編 (1975: 30 

5-306)・岐阜県立歴史資料館所蔵飛騨郡代高山陣屋文書 「吉城郡和佐保村山内/J，字東平鉛出高

吹上書上帳」

55)三井金属所蔵冨田家文書「銅鉛銀絞諸雑記」所収辰(安政 3)年5月「吉城郡筋銅鉛山之儀ニ付

申上候書付」

56)前掲 52)

57) I飛川山内より出鋼鉛銀絞ニ付伺書J(三井金属所蔵冨田家文書「銀絞御用留」所収)

58)前掲 54).

59)安政期末~万延期にかけて，高山役所の地役人3 富田小藤太を中心に 3 飛騨国内の鉱山に関する

様々な実態調査が行われた 彼はそれらをもとに神岡地域の鉱山の再興に関する献策をまとめて

上申した.

60)冨田家文書「銅鉛銀絞諸雑記J所収[前平絵図J. なお) I銅鉛銀絞諾雑記」については》所蔵者

の(株)三井金属に原本の閲覧を申し入れたが 3 所在不明とのことで叶わなかったため，神岡町史

編纂委員会編(1975: 128-213)を参照した 本稿では 3 同様の理由から 3 以下でこの史料を引用す

る際にも同書を用いた.

61)富田家文書「鋼鉛銀絞諸雑記」所収 図4-5の基図とした絵図はこの一札に前後して納められ

ており 3 その内容からもこの一札に添付されていたものの写しではなし 1かと考えられる
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62)ほぼ同じ地域が描かれた3 万延元年の成立と考えられる絵図の写しが『神岡鉱山写真史』に収載

されている.これには会所を囲む柵内に 6軒の吹屋が描かれており 3 この主張が認められたもの

と考えられる.神岡町本町の奥田静平氏のご教示によれば，この絵図の原図はかつて下稼ぎを行

った複数の家に伝わっていたが 3 現存するものはないという.

63)岐阜県立文書館所蔵明治6年「飛騨国吉城郡和佐保村大富鉱山借区取調書」には 3 それらの施

設とその坪数が記されている.各稼行者はこれらの施設を 3 すべてではないにしても p 所有して

いたと考えられる

64)たとえば3 岐阜県立歴史資料館所蔵飛騨郡代高山陣屋文書成4月8日「覚」によれば〉成年

(安政 5年) 4月8日の鉛荷物送り状によれば，山田村の牛方p 忠四郎によって 6箇の白目銅

が2駄にまとめられて北平銅鉛山会所から高山役所へ送られている その荷物の内訳は壱番~四

番までの荷が 16貫目入りで，その他に「小」として 8貫目入りの玉番と六番があった

65)江戸時代の鉱山集落の典型としては 3 佐藤信淵が「坑場法律」において示した模式図がよく知ら

れている(鴇田編 1944). これは鉱山経営者の立場から 3 鉱山集落の理想的なあり方を描いたも

のである.それによればP 鉱山集落全体が柵で固まれ，出入り口には番所が置かれ3 物資や人の

出入りが厳重に監視されることがまず前提とされている 江戸初期に形成された大規模鉱山の鉱

山町もほぼ例外なくこのような形態をとっていた.

66)万延元年6月「吉岡鉛山出進可相成義存付候趣申上候書付」

67)小葉田淳は r他国人の渡り職人」などといわれた平湯鉛山の鋪持下稼人の多くが，高山あたり

に住居をもっていたことを指摘している.ノト葉田淳(1986: 161) 

68)高山市高山郷土館所蔵 I明治十九年乃至二十二年鉱業者身元調J.この史料には，当時高山町に

居住した鉱山経営者の履歴の他，職業(本業)・資産・人質・罪科の有無が書き上げられている

本文中に取り上げた 3 鉱山業専従者の{也〉商業と兼業で鉱山経営を行っている者が 9名記載され

ている

69)神岡町船津岩家文書 安政6年5月「和佐保銀銅山東平抗夫取立免附表J[神岡町史編纂室編(19

75 : 1104-1107)所収〕

70)神岡町史編纂委員会編(1976:990-1076) には， 18世紀後半の明和期から幕末にかけて 3 庵屋・

北沢屋の両家から富山藩や藩士3 富山藩領内の十村や商人などへ金銭を貸し付けた証文や，未済

分の取り立てに関する史料が多数収められている

71)神岡町史編纂委員会編 (1972: 17，27)収載の東京都河上家文書によれば， 1565 (永禄8)年 6

月 r綱」なる人物から吉野村・魚谷(庵谷)村・篠(笹)津村に宛てて，弁屋(紅粉屋)の牛役

を免除するよう指示する文書が出されている.また， 1587 (天正 15)年1月には 3 浦野習助なる
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者より紅粉屋用助に宛てた馬の免状も出されている.この他p 当時のこの地の領主，江馬氏から

の土地宛行状も発給されている.

72)神岡町史編纂委員会編 (1976: 1333-1412) に収載された造酒関係の史料化よれば， 17世紀末の

元禄期以降幕末までp 船津町村において酒造株を有した商家は，庵屋・紅粉屋・北沢屋・上木戸

屋・下木戸屋・有巣屋・吉木屋・富士屋，いずれも本町居住者であった

73)神岡町史編纂室所蔵，明治初期の戸籍関係資料によれば3 借家住まいの鉱山稼ぎの者が散見され

る。その家屋の場所を確定することはできなかったが 1 おおよその場所は，字砂山の北沢源七郎

(北沢屋)所有地や字堀川町の船津町共有地などであった。前者は〉江戸中期までに山田川沿い

の湿地を新田開発したところを 3 明治初期に宅地へ変更したものであった。

74)西)11善介(1957: 42) によれば，飛騨国が幕府領に編入された元禄期以来3 御用木伐採たる「元

伐Jf土p 飛騨川流域の「南方」で行われてきたが 3 森林資源払底のため， 1735 (享保 20)年から

「北方J白川山内でも行われるようになり， 1753 (宝暦 3)年以降には，神岡地域を含む高原山

でも行われるようになった

75)飛騨国の生糸生産は正徳期(171ト1716年)に高山の紀伊国屋によって導入されて以降盛んになっ

た 日置弥三郎(1953: 47-53) 

また p 梶川勇作(1969: 101-112) によれば 3 幕末頃には船津町に繭が集荷され，生糸が生産され

ていた

76)たとえば， 1840 (天保 11)年，長倉村(現上宝村)三右衛門は， 踊4貫を引き当てに，金 1荊

を船津町庵屋善次郎から借用している.神岡町船津牛丸家文書天保 11年「金子預り証文(写)J 

77)神岡町西里佐藤家文書 明治2年「大福銀山帳J

78)神岡町西里佐藤家過去帳による

79)聞き取りによれば、佐古屋は明治期以降に船津町桐雲寺の檀家となり、現在に至る。

80)前掲 57).

81 )現に， ~神岡鉱山史』にもコ「積極的に高山に銀絞吹所を設立することを郡代に建言する者もい

た」として早川屋清吉の名が紹介されている

82)小葉田 (1986: 174) 

83)岐阜県歴史資料館所蔵飛騨郡代高山陣屋文書安政4年「灰吹銀取調帳J

84)小葉田 (1986: 131-149)の飛騨国蔵柱金山?小葉田 (1986:191-225)の六厩金U-l・片野金山などの

{列3 長棟鉱山史研究会編(1951)の越中国長棟鉛山の事例などを参照
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第 5章 幕府直轄鉱山，石見銀山の存続とその周辺地域

第 1節 石見銀山の盛衰

(1) 石見銀山の興隆と銀山周辺地域

「銀山i日記J¥)などの伝えるところによれば3 石見銀山(現大田市大森町)の本格的な

開発は， 1526 (大永 6)年より始まったとされる. 1532 (天文 2)年の鉛灰吹法の導入はp 銀

の産出量を飛躍的に増加させてy この銀山を 16世紀末r-...-17世紀初頭におけるわが国のシ

ノレバーラッシュの先駆けとした.繁栄の時代は，大内氏， ;J¥笠原氏 3 毛利氏による争奪戦

を招き， さらに大久保石見守，次いで竹村丹後守が江戸幕府の石見銀山奉行を勤めた寛永

の初期まで続いたという.この時代にP 諸国から多数の人ひ、とが集まり，産銀の中心であ

った仙の山を取り囲む石銀・本谷・栃畑谷・昆布山谷・大谷・{木谷・清水谷の各地区 3 い

わゆる銀山七谷に町が生まれた(図5-1 ). 

銀山の惣廻りは 2里半3 その周囲には垣がめぐらされ，その入口には番所が置かれてい

たという 2) I銀山旧記」などには?慶長から寛永にかけての頃の銀山の人口が 20万人，

あるいは戸数が 2万 6000戸，寺院が 100カ寺といった数字があげられている.;J¥葉田淳

は，これらは誇張されたものと指摘しつつも，銀山に所在した寺院や銀山から他地域に移

転したことを伝える寺院の創立年代についての検討から 3 江戸期以前に銀山にあった寺院

は 50ヶ寺以上に及び，この寺院数からすれば，かなりの人口があったのは事実であろう

と推測している 1) 最近では3 高野山浄心院の過去帳における記載からフ天文年間頃から

銀山居住者が増加していることが明らかにされぺ島根県教育庁・大田市教育委員会によ

る発掘調査を通じて 3 仙の山山頂付近において 16世紀末r-...-17世紀初頭の選鉱・製錬施設

とそれに付随する集落の遺跡が発掘されるなどぺ伝説に過ぎないという批判もある「銀

山旧記」の記載内容を裏付ける成果が提出され，石見銀山の鉱山集落や鉱山社会の実態の

解明が大きく進みつつある.

銀山町に関する研究が進む一方でy 銀山の繁栄を支えた周辺地域の具体的な姿について

は3 これまでに十分な注意が払われてきたとは言い難い.唯一?銀山西方の日本海沿岸に

位置する温泉津(現大田市温泉津町温泉津)が?石見銀山の主要な外港として比較的早い

時期から注目されてきた‘ 1600(慶長 5)年の「諸役銀詰納書」によれば〉温泉津町におい
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て京見世役・酒役・湯役が徴収されている 6) 田中圭ーは 3 温泉津町の恵坑寺に伝わる記

録「恵琉寺日記」から，大永年間，すなわち銀山の本格的開発が始まったとされる頃には 3

温泉津にすでに町衆が在り?周防国守大内義興が温泉津の町を訪れた際に応対しているこ

とを指摘した i) 毛利氏も石見国の攻略と経営にあたって，この港町を重視した. 1560年

代はじめ以降，温泉津には毛利氏の奉行人が置かれ，兵糧米や銀山向けの糧米が温泉津か

ら盛んに水揚げされた ι) 1571 (元亀2)年には，かつて温為氏の拠点で、あった串山城に加

えて，温泉津湾口に鵜丸城の普請が行われている.

温泉津町の旧家 3 木津屋(中 IIJ鳥家)文書の中には， 1595 (文禄4)年 5月r 温泉津の問屋の

ひとりであった木津屋が?能登国一宮(現石川県羽咋市一宮)で米を求め，加賀田宮脇の

商人の船で温泉津まで運ぶ約定を交わしたことを示す史料が遺されている日)北陸からの

糧米が，温泉津町で、水揚げされていたことがわかる.銀山が徳川氏の領有に帰して後も 3

温泉津町は変わらず糧米なとやの水揚げ港として重視された 同じく旧家のひとつ 3 多田家

の所蔵する史料には，銀山に運び込まれた米の書付の断簡がある.ここには，川村市左衛

門，阿)11三郎兵衛p 高津屋玉兵衛など，老中や蔵方とよばれた温泉津町の有力問屋が，

「宿」として名を連ねている.温泉津町の地銭は，銀山町と同様 3 大久保石見守によって

1607(慶長 10)年に永代赦免されたとされているが，これはその重要性ゆえのことであっ

た 10)

銀山の周辺地域についての研究が進展しなかった背景にはp それらの地域では史料の残

存状況に恵まれなかったという事情もあったと考えられる.以下では，地域の景観や地名 P

さらに伝承などを資料として用いることによって，周辺地域の姿や銀山との関わりについ

て検討を試みる.

まず，矢瀧城山の西麓に位置する西田集落(現大田市温泉津町西田)についてみることに

する.ここには， 1589 (天王 17)年頃には毛利氏の奉行衆が置かれていたことなどから 11)

銀山と温泉津の聞における物資の運輸のために重要視された集落であったことが指摘され

ているが，銀山街道の宿場町 3 という位置付け以上の言及はなされてこなかった.

ごうろざか

西田の中心集落は?銀山方面から玉老坂(降露坂)を下ってきた道が湯里)11を渡る辺り

よりはじまり，湯里)11左岸の緩やかな坂道に沿って西方へと展開している.屋敷はやや不

規則な形状ではあるが，列状に分布して町場の体裁を成している(図 5-2). この中心

集落の地字は，土地台帳では 3 道を境に「左Ji右」と分かれているが， i上市Ji下市j

とし¥う通称も用いられてきた.中心集落に南側の低い山が接する付近は「殿居山」という
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図5-2 西田集落の景観と地名

(上図では 5000分の1都市計画図を基図として使用，下図では!日温泉津町役場所蔵の公園を資料として作成した)

注 1 地名は土地台帳!こ記載されている地名を基本とし，通称地名は( )内に記した.

注2 上図中のoの範囲は下図のおおよその範囲を示す.なお，下回は資料の性格上必ずしも距離，面積等は
正確に表されていないため，縮尺を示すことはできなかった.
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あるが，この地宇が中

もあったというべ集落に沿う

もあるかと

のに対して 3 下市ではほ

をみせており?

中ほどへ迫り出している辺りがよ市と下市の境界で

しばしば担離して流路が変わっており 3 その影響

山側の一列に限られ，より不規則な分五である

ワ〉 とくに

るu この中心集落

しばみら

「町j と呼ばれることもあっ

中世の土豪の盤敷培やその周辺に

田の中心集落も，当地の土豪

の水上神社 3 すなわちかつて

では f町J

「土居j とし、

と嬰連し

がつく関がし

し あった

と考えられる

ら) 16世紀の半

らに古い時代から

の 1548(天文 17) 1込七、

jγ 

'i'- 甲斐守長職という

あワ地域の中

られている

もあつたこと在うかがむせる痕跡

が西自にはある.

出の町からやや離れた南向き

の字があるがフここは西田地内のてし

る

の地字がある，また 2

あ

自主著を語る どを伝えていないが，

と{云えら

田家-

があるが i九その中に九1も

していたことからは》室長iむ

いた可能性を指摘しうる.

あるが，権式の{患は地内に鉄を産出する

北方の馬路村(現大田市仁摩町罵路)

の田窪村〈現島根県邑智郡)11本町

された地域であり 3 それら

山のみで、なくヲさまざま

書写とされる「石晃富久手Ij惣償問息詰

でに確認できる.銀山

絡的に

も

る以前に

かつ

が

(現)¥ I ある也?

本軒高佐木)

さ し¥ こび〉 うにみると，

国

と，

峠を介して交流が容易であ していたこと めて注目される.こ
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さ いる通り p 銀出 E村が大 く したトとは

1なし九と るが3 みてき ことから p 田村はそれ以前から

あり 3 人びと める 中 もあった v とがわかる.

シ

名と 9 近世初頭の

b し ゼ..)-

し と ら さ 集落の地害IJち

「口

さ て ち3 j とし 1う もみちれる 。曲 3) . ところ 3 して

と?町の川をはさんだ北側に 16 あっ ら

れる 関 ると 山j な カ3 られる. i乙は中 山

ように「城山上Jな もある.

中

。〉 に出つ

ま

?山越え

があり，長良山

ように久利には

って 由して大される

森町に至る

近に

れる.

出して大森町へ歪る

し7こことがうかが

がある他， r毅居J地名があり，

にも

ここでとりあ

に過るとみら

「町j など?

として，

れる.委員山

めるべく

ある‘

にとどまるが， はそ なくとも中

それらの多くでは、uv¥局
、
哨
パ
M めて多く

中

の

がみられる

地域の中心とし

F 
てコ を強化しあるい

あったと考え

して銀山

ることとなったと考えられる.

舘山衰退の様桔

の章の ようにF て以後もしばらく の盛期は続くが?

ものであった.同じく幕

あっ 山では， を勤め
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培地

その{患の地目

鍋帽道蕗

水路

大牢t器 l~ 

図5-3 荻原集落の地割りと地名

(大岡市役所所畿の公習を碁閣として作成〉

→~ 

地頭所山

。，/

注:地名立ついては，広島大学冨護館所蔵「荻原村地引絵国j 手資料とした.
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図5-4 久幸Ij・令市原集落の景観と地名
(国土地理院発行2万5000介の11浅野麗「イ二万j 寄境問〉
j主:地名とその位置について拡大陸市役所資料によった
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じて，山師・ と Jノ で利益 る よばれる

行われるようにな 鉱 に要す し5

など ろもので、あった I~) このよう

で用い れてし とが， 書状な

らう る lG) 山に は?山師安

原 し ら援助 えら と したもの ない という‘

測もなさ し¥る Jij

実際? ら く田 が の下部〉

山師よワ斜められてし
!8) 

れ

ノ

一

ま

3

3

5

埋

で

え

表

水

方

ゆ

し

の

一

れ

た

う

く

y

そ

っ

」

多

と

あ

じて){I富々の山

によって多くの

では 3

きなし

にj甚オリこよって

ってし

る.

されたので

自J，すなわ

したものであるべ時代を追って山 ま

による

永元〉

の投入はさらに となった ある. しかしp ごの表によれば，

1635 では，比較的多く 々
寸 いたが?その後，めだ、って

りy

コスト

していること

る一方》鉱石の

らかであ

が顕著になるなどして， による

が期待できなくなったこと している.

られるようになっ('--.

く， I上;師らに貸し付け

となった)

従来のように

たとえば， 1680 

Jに貸し村けら

した室長 200貿巨， 1715(正徳 5)

17 再び代官所 年以

る

下付さ

8)年に比米585石ア斗g

いる. 1693 6) 山

により貸し付け ものでまちった.

銀出 山 自力 は積極的には関与しない， としづ幕府代

18 る

ゆ

よ

、ポヰ

γ
」

わ

州

訪

自
ヵ

の

い
円
ノ
ア
市
中

斗
l

小

企

h
H

日

山
こ

土

そ

ひ
ほとん 与立ってい立かった. 1714 
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表5-1 銀山方役所による入用銀等の供給の変化(1624"""1652年)

年次 米(俵) 銀(匁)

1624 (寛永元年) I 30，735.000 

1625 (寛永2年) 3，324 36，778.900 

1626 (寛永3年) 3，464 35，105.000 

1627 (寛永4年) 3，007 34，965.000 

1628 (寛永5年) 3，631 37，805.000 

1629 (寛永6年) 3，123 30，885.000 

1630 (寛永7年) 1，915 29，150.000 

1631 (寛永8年) 1，699 23，072.000 

1632 (寛永9年) 1，826 22，744.600 

1633 (寛永10年) 1，580 16，390.000 

1634 (寛永11年) 1，888 30，240.300 

1635 (寛永12年) 1，371 13，240.QOO 

1636 (寛永13年) 821 8，065.000 

1637 (寛永14年) 685 13，788.400 

1638 (寛永15年)I 228 3，950.000 

1639 (寛永16年) 220 4，700.000 

1640 (寛永17年) 448 5，700.000 

1641 (寛永18年) 93 4，350.000 

1642 (寛永19年) 90 3，383.500 

1643 (寛永20年) 20 200.000 

1644 (正保元年) 25 I 200.000 
1645 (正保2年) 45 2，012.300 

1646 (正保3年) 20 741.500 

1647 (正保4年) 15 396.400 

1648 (慶安元年) 48 650.000 

1649 (慶安2年) 70 800.000 

1650 (慶安3年) 39 300.000 

1651 (慶安特)| 1，700.000 

1652 (承応元年) 50 550.000 

(r石州銀山治府要集」より作成)
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4)年の[間歩改J20)に書き

口にiま f弾諸山Jと付記さ

127口の

5 -2) 

36口に 11jJ， 16 

め

られているが r稼山Jに

いた間歩であり，これらについ

の 75!Jにも山師の名が記されており，

いなかった‘

1729(享保 14)年 3月の「開歩改J叫には 12ヲ日があげられているが 3 うち 72口が当

いない出歩であった(裳 5 ).この年の 1月から 9)ヲまでの

納められている間歩辻 29司と， 1714年に比べると増加してはいるが 3 この期間を通じて

められている例はなく，多くが 1 ヶ月~ヶ月のみで、あった.また， 1714年の 1月

ら10月の期間においては，銀2黄 15匁を納めた大谷小吹鹿後11)，高じ期間に銀933匁余

ちを納めた大谷蔵本 11J，銀491処余ちを納めた栃畑谷下正蓮寺山などのように，他よりも

く多額の請銀を締めた間歩がこの年にはみられなかった e 記録された丹が 1ヶ月少な

いととを差し51し¥ても， 1714年は銀 5貫 878匁余りに対して 1729年は 350匁余ちと》問

はない‘

山j とあるもの

山は修復や探鉱F などの

たのである‘捜ち

っていたことがわかるが〉当時

している.

もっとも，間歩藷銀が難かったことは，銀の産出がまったく無かったということ

しも意味するわけではない. 1 729 ~三において F もっとも大規壊に稼行されていたのはp

山であった.多くの開歩は， 2， 3人程度で、税行されているのに対してフこの間

34名にのぼった.この年の 1月から 4月にかけて，との関歩からは 142

ち分の請銀が納められている.この需歩はp 一旦水埋まりとなっていたものが，

銀を得て拶復が進められた新切間歩に水安菜とすことによち， 1728年 8Aに護活したも

のであったーこの時?開渉の所有者である布)11与左衛門から運上銀等がまったく納め

そのことについて，代官〈謹上弥兵衛)から諮問があり，地投入からは次のよう会

回答があっ，一

11与左衛門{長数ヶ所之山稼仕3

りかたく

も {長所〉

山

山

当御座候ニ付p

当 取

申

迄所川鑓ιH
 

U
鴨
川
竹

当 八月 iヨ 当ち 3

出山
1
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つ』RU
 
表

谷| 名称 稼行状況I - 山主 i間歩請銀(匁)
出構山 稼山合絞 斎斎篠勝蕃右衛門 ー一佐摩積相 稼山 長右衛門

治蟹円穴山山
御鋳山合絞 清水善左衛門 25.00 
稼山 原田善兵衛

斎賀山 稼山 家守与兵衛

奥山 稼山 矢野徳左衛門
宗玄山 稼山 波多野惣七
岩階山 稼山 松原惣兵衛
間郡山 稼山

見立山 稼山
正道院山 (稼山一

壱歩山 稼山

荒神間歩 稼山

竹田郎問歩 稼山
新田山 稼山

伊綴山
半右衛門山

曙慎重扇喜一ヰ寸一一ゴ一一 ! 

切懸開歩 波多野惣七 二1
小倉山 清水新七

一一
与七山 清水太兵衛
よ赤木山 i木村新安右衛門
水陰間歩 坂根右衛門(山総頭)
太田横綴

三
産E東山 斎簸善右衛門

一一一一!!墨続原旦里革菰置主兵右型衛衛E門1原-因善兵衛目浅車忠左衛門

i久七郎山

ニ上山

下岩階積山 松原惣兵衛

出雲相 松原義右衛門

坂倉山 稼山 金子仁兵衛

左馬様相 |絢la青山 原田巻兵衛 205.67 
安立山 榔E青山 一宅準甚兵衛 x

45.00 
利兵衛山 稼山 久保原 兵衛

井戸間蓮歩 稼山 |吉理兵衛
下正寺山 御諸山 布)11兵右衛門 491.93 
六左衛門山 稼山 i吉田市左衛門
!猫山 !御i青山 l坂根四郎右衛門 70.00 
j皮根越山 稼山 長見六郎右衛門

上正蓮寺山 稼山 長見茂右衛門

線尾山 稼山 吉回市左衛門
陪E華山 木村新右衛門(山組頭)

栃畑谷 谷之上 木村新右衛門(山組頭)

高橋山 若林儀兵衛

喜兵衛山 長毘九郎兵衛

一味線間山 布111兵右衛門
街l議歩 吉田長右衛門

正静ヰヨ浅環左五平坂根西部右衛門

i布}II兵右衛門
[熊谷繍口 r--l久保甚右衛門
嘉一郎山 吉田長右衛門

菌之横栂 原田義兵衛

i備後慣相
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大谷

休谷

清水谷

石銀

(資料:大田市大森町野沢家文書「正徳四年午四月銀山間歩改帳写J)

注:・は判読不能の文字を示す



表 5-3 石見銀山の間歩開発状況(1729年3月)

谷 | 坑名 i稼行状況| 山部 一一ト露強 i手子!入手!柄山負j請銀(匁)i g青蚕期間; 備考

直生虫一一世道子一一|上野清左衛門 L_ _~L__l_L.___i __-'一一戸500j5月 ~一一一一一一一
直旦&一一一一生道一一亘夏草壁二一一ーし___lL_1_i__一一て=-]二2盟三旦一一一一一一 一一一
四喧山一一一-;t;主--登戸徳五郎一一一一一 1' _ J-__2_?gι1Flー十一一一一一一
!弁天山 一'-;t主一一 i三:-ß~宣二Z色明主丞_ij一一三.___i__ 1_2!.:_59Q_，J三5旦ーふ一一一一一一
川詣後様相 寸法 ;落合重衛門 2! 1: I 
崎槌山 ]仕道三宅徳衛門 ' 一 一「刊 3~1--一一 両負
圧亙百一一「扇面tJJ-j長見仁衛門一一一一一一一 2 一七一--r-…-，-一 一一一一「一一一一一一一

凍太夫山 プ在孟一直雇盃函瓦--_.._-------- 了 1 2※，---_.--.-_.- 岬負一 一

漏南LlJ---i一一一一一直石末妄天一一一一一一一三「寸}一:一一「一一一一一一一一一一一

休谷 直星虫一一一三一二ιI長見清左宣旦二二-二】:一一 二一一一 1-一一_L.一一一一一 一一 ー一一一二一一
選笠山一一一ーと 一一;長毘清左衛門一一一 一一一 一 :______J一一
!惣弥山 !x 光田三郎衛門 I 
|弥衛門山 ?云 妄見;青在衛門 ! 
(亙亙正 X _____..!黒瀬喜平太 仁三
正月横相 L三一 →盗塁主盈閉山塑頭2 _'-______ _ _._i___ J一一一一一一一-一一一一一一一一-
i亙旦生一原貞衛門一一一一一一 一 一一一 し一一一一
!西蔵坊山 x 原貞衛門 ! 
主青菜函 x 長見利衛門 1-' -
f重差出一三一一 !長見科衛門 一 一 1__-
i桜山 ，x 山部次郎衛門
|新横相山 寸法 :落合重衛門 2 1 

i長屋間接 !寸法 i落合七郎右衛門 2 1 I 5.000 7~9月 : 
!出来間歩 一 x一一~ー啄面薪芝ま一一一一一一一一一一一 一一一一 一「一一一ー一一一…一一一一

1駒沢山 x 原貞衛門 1 
清水谷 i裏面玄--7--E至言扇一一一一一一一一一一一 一_. --1-一一ー一一一一一一一一一一一一
:髪室戸一ーで支一一-E予扇子干 -， 
;蔵之丞山 三一一一五室主主ι 『一一;一一ーー i一一 一ー ー
:上木寺山 × 笠崖吉助 i 
i新筒歩 ;x ι矢次長兵衛 I 
i山辺横棺 !x 山部次郎衛門 l 
出来間歩 × 小竹与兵次 i 
i新開歩 × 笠屋吉助 i 
曜函 x 笠屋吉助 i 
中間歩 × 三石吉郎兵衛 i 

三石谷 ;7}く捨山 × 三石吉郎兵衛 ! 
i干ヶ山 x 三石三助
!上谷山 x 三石吉郎兵衛
J下谷山一寸 x 笠屋吉助 一 ;--- --. --， 
j正月横棺 x 下原六衛門 i 
[荒再再一 ーヨ一一一一!休良五郎 一一一一一一一一ナ一一一:一一 ←一一一一 一一一一 一一

!吉田増衛門・光田喜衛門・
!大横相間歩

。中原徳兵衛・竹下好衛門

嘩杢ili__ ___ -;t;圭 一原貞衛門・松尾雪、5主主L___ . ~'__ _~ ._________lL____2.5Q2_._l_!1_ _ 
!稲荷山 x 江原平三郎 I 
同平戸一二互支二二L笠主貞四郎 一二三一三工~---二二]二 2.500 豆一二一二二二二二一て
i輩堕芝一一一ーさ ;2長野七衛門(山組頭)一 ー !..._._- -_.;----_._---' 

大谷 ι小吹屋緩山 寸法 j松原源左衛門 4 3 1 5.000 5月， 9月

:甘南備山 寸法 :矢野七衛門(山組頭) 2 1 I 2.500 7月
:栗山 寸法 1矢野七衛門(山組頭) 2 1 I 
i龍源寺山 x 竹下貞四郎 I 
j荒神間歩 l寸法 i岡崎半五郎 3 1 1 

;出来間歩 x 三色助九郎 1 

1蔵之上山 x 松原源左衛門
!主税山 x 布川与左衛門

柑子谷 一一一一一i泉山 x 御公儀山

!板倉山 ;横椙寸法!松原茂左衛門 5 31? 6""""9月
苦言語福一一可否一一原田太兵衛 一一 一 5一一一一一一一肩

主主山- 11L一二位皇賞一一一一一、一一」←一一一 一一__I.I__2盟 1""""8旦一一一一一一一一一
谷山 寸法 s三色九兵衛 2 叶
井戸間歩 横相す)子吉原孫衛門----.--'---"-6'--'------"--51-2.500-"8子
喜兵衛問歩 i立法二ご哀房喜真面白一一二三てごご豆一 一 1

j三味線山 寸法 布)11与左衛門 2 11 2.500 閏9月
:福見山 ;仕道 布川与左衛門 1 21 
下正蓮寺山 一一布市互主扇子一一 1bi-一一;一一一一五司寸五五百1τ4百 二面五五三二ふ2示=
:六左衛門山 I 寸法 i吉田三郎兵衛 一一 2:-----;-'--'---11--2~5oo4月

i練尾山 {士道 一三面王郎兵衛 - i 三!
:亙戸一一一一一寺豆一ーマ松扉重兵衛 1----------------，1 

栃畑 (末HLlJ 'ii逼一一 1福重7で一一一一一一一1;一寸一一 一三|一一ー一一一一←
;西賀間歩 寸法 ;橋本五右衛門 1 11 
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谷

昆布山谷

五鰻

本谷

j主1:間拶名や職人数は1729年3月の記鍛で2ちるが，間歩詰鑑iまG舟0)詑銭である
j主2:間歩鵠銀についてIt，ここにはあげられていないものの，間9月よりお銭下ばんぜう出から2匁5分の間参議銀が締められている
j主3圃は半1J読不能的文字を示すー
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見分仕，間歩小屋ニ番人付置，出鎚員数相改p 出鎚千貫目余ニ及申候得ハ御手代ニ山使・山目付

立会，右出鎚之内四歩-拝借五百目之返納井間歩役ニ当テJ 取立之置残鑓与左衛門手前ニ而売払

申候積を以3 拝借銀玉百目之返納程も可有之積ニ罷成候節 3 御手代・山使・山目付-立会3 様吹仕

入札を以鎚相払 3 返納取立 3 問歩役ハ凡出鑓拾玉歩一程之積取立之p 返納相済申候上ニ而ハ間歩

請役入札相触申積ニ御座候，此節諸問歩入札請銀之格を以相積申候処，右与左衛門山之類ノ¥出鎚

拾玉歩一ニ相当り申候ニ付右之通ニ御座候 P 与左衛門山?只今迄之出鎚ハ銀気少ク大概鑓六千貫

目ニ而銀六百目程有之積御座候，先頃一通様吹仕入札申付候趣 3 御手代立会委細被存候儀ニ御座

候

布川与左衛門は，銀吹師等から借銀し，さらに新切間歩修復の入用銀という名目で 172

6 (享保 11)年に幕府より拝借した銀 80貫目を御料内村々の有力者へ貸し付けて運用し

て得た利銀のうちから 500匁を借り受けて 下正蓮寺山の排水普請を行ったのであったー

前出の史料によれば 8月に銀鑓(含銀鉱石)が産出されるようになったが 3 まずはその

拝借銀等の返済を優先したのであるという.また 3 正式には間歩請銀の額はp 山師の入札

によって定まるのであるが》ここにはp この時期の諸問歩の請銀に照らしてみて，下正蓮

寺山の請銀は，産出した鑓の 15分の 1程であろうと述べられている.山師のうちでは比

較的有力であったと思われる布川与左衛門でさえ 3 代官所のこうした保護によって相続が

可能となっていたという状況であった.当時の山師には， とても多額の請銀を競って採掘

を請け負うといった余裕はなかった.

代官からは， さらに， i稼行されている問歩が多数あるにも関わらず，運上の上納がな

く，間歩請銀も 5，6カ所からしか納められていないが，灰吹銀と丁銀との引替高の多さ

を考慮すれば3 運上を逃れるために山師が談合して産出高を少なく申し出ているのではな

いかJ， という問い質しがあった.これに対して，地役人は，運上を納める余地のない問

歩の稼行を停止してしまえば，極印所に持ち込まれる灰吹銀が減少して p 極印所が取り立

てる歩合銀が減り?灰吹銀 1貫目(約 3.75kg) につき銀 78匁 2分の割合で極印所から納

められる運上も減少してしまう，と述べ， 1カ所でも多くの間歩を稼行することが有利で

あることを主張している一代官所にしてみれば3 稼行される間歩を確保するために，山

師にイ呆護!を与える必要があったのである.

以上のようなことを考慮すれば，本来は，潰れた古閑歩を取り明けることを指した「仕

道J，銀の含まれない鉱脈の掘進を意味した「寸法稼」の状態であった諸問歩，いわゆる
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「稼IJJJからもいくらかの産銀があり それらが山師の生計を支える重要な手段となって

いたと考えられる

18世紀初期におけるこのような銀山稼行の衰退は，周辺集落にも影響を及ぼしていた.

たとえば，前項でみたような，物資輸送の要地にあった集落で、はy 戸口の著しい減少が問

題となるようになった. 1715(正徳 5)年の「村々定引之事」という記録には 3 年貢の一部

を減免した村について書き上げられているが，以下に抜粋したように}西田，久利，荻原

といった地内に町場を形成していた諸村では 3 銀山の衰微により，商人が不振となり?銀

山盛時に定められた年貢の負担が過重となっていたことがわかる

村々定ヲiヶ之事

高弐石三斗九升七合 西田村

是ハ西田村町ー屋敷分石盛高 3 地下上ヶ地多罷成候ニ付》街JI折申上 3 後藤覚右衛門様 (1692，---_16 

98年の代官;筆者注)御吟味之上，年々定引ケニ御立被成候由申伝候

(中略)

高拾壱石弐斗七升五合 久利村

内

八石弐斗七升玉合 久利町村分

是ノ¥久利村町屋敷 銀山繁昌之節村方賑敷候ニ付，高盛之町石ニ而持主相続難仕候ニ付 3 後藤覚右

衛門様御代1fI:P断申上〉御吟味之上 3 年々定ヲiニ御立被遣候由 3 申伝候

(中略)

高三拾四石六斗 荻原村

内

拾弐石玉斗弐升八合 後藤覚右衛門様御代〆定引

弐拾弐石七升弐合 竹田喜左衛門様御代(1716，---_ 1724年;筆者注)メ定引

是ハ荻原村町屋敷六拾ヶ所3 往古銀山繁昌之節ノ¥村々 J銀山へ入候銀l吹炭 3 荻原江取集商売仕

井雲州 ρ銀山へ買込申候米其外諸色之市場ニ而彩敷賑侯ェイ寸 3 高盛之回石有之p 其上納来候地銭も

銀山衰微ニ付p 畑石ニ直り 3 町屋敷六拾ヶ所へ掛り 3 右町屋敷持之百姓相続難仕，村中之かっき

ニ罷成候ニ付 3 後藤覚右衛門様・竹田喜左衛門様御代，御日今味之上，右之通年々定号lニ被仰付来

候
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2節 江戸中後期における銀山諒行の英徳

(1) 江戸中稜期における銀産出の推移

田淳ほ) 17 ら幕末期まで 山における 出高につい'-.)

およそ 25年ごとにE切って l との平均を している却.

5は?これをもとに作成したものである.これによ

それ以前の 2 1に減少

， 18 t立紀

にはさら

ら

3 灰吹銀産

に半減L， i主 1ケ 100貫昌を割り イコ 18 

し， 100 し越える辺り し， 1830 の天保期 なって) ?意

しし をみせたこと る.

17 けての室長山 の様相について 前節 レ
」
し
さおりである. 18 その後約 80 にわたって

には， よる室長山手家 えがあっ

そ の平右衛門が銀山 を の

されたものであっ
2邑}

めの入用銀

を に確保する あった. ば，幕府から どを 2

し好けによって運用し，そ

，元禄期における冗泉山の水抜き

とし¥うもの

いられていたがフそれらはいずれも，

間歩提言lJの入

して山師等

の富裕な者にjp.ちの ものであちフ

れていた川. 18 世紀半ばに まざまな名昌で資棋が確保され， も貸し付けが

、~

、ーー に一症の効果をもたらしてい 1'-

し

の推移にも

し付-

いるー 1830年代後半の産銀衰徹 レ」

によって，この仕法が機能しなく

けられる紛.しかし，もとよち し付けはしばし

くこと つにようであり?京j銀が効率的 に活用さ いたとは言し も

あっ と銀山稼行との関わりについて らに検討する ると思われる.

はP
#四、ザアー トーIT'¥
-_) ¥....， ，-- Vノ ける御直山稼行 とその変化を明らかにす

る
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(寅)

証協耳元5兎:乗ヂ

。三和3J宝ね主主4J保17 主停18~王E8 宝E9、~天明4 天白5-文化7 文化8-天保7 天保8-安政4
(1683) (1706) (1707) (1732) (1733) (1758) (1759) (1784) (1785) (1810) (1811) (1836) (1837) (1857) 

図5-5 石見銀山における灰吹銀出高の 1ヶ年平均
(小葉田淳(1968):~ 日本鉱山史の研究]p.122を参考に作成)
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(2) 御草山稼行の

「鍔霞山j については 3 一般には 1 {士宮所直営の と されてし1るげ〉 にt土P

ひと言ではいい 中期

っし 山根{変久による先駆的 ち主弓) 干 よ

の大要は理解 るが，そこ いるのは J 19 紀初めに

室長山 よって編纂さ しも とそぐわない

る. この きる摂ち銀山 関する の資料に即し v

中後期における銭山の実態を明ら

ま

していくこととしたい.

(以下

8 と称する)叫 として， 1779寺三 1月カュら 5月三友 と

山・福神どについてP 」に;土新横相・ 山永久稼所・

山- 山のちカ も?この時期に して普請が行む

(鉱脈)は， ル」 平井米註およ 回 そし 山

った. 8年巨 山に る入用

が 3 ほぼ 10自ごとに記録さ し喝. これら おいて?

の地役人によっ されていた. け

山方役所から ら1名が屈ツ 訪れ3 っている

その様子をみると， (主要坑道)と して

擢剖さ し1る 3D とく さj乞ているこ

かる.載本山につし 3月

われている. よって 10 ， 7J<:道 5丹

末に初

つに. 'f色の関歩と

ち出さ つにといえる. とも，代言所によって行われた

のは， [水道j といった，銀山稜行にとっ あっ それ白

を巨的としたものではなく， る あっ

御直山の中においても山 の自 のである. 8伴日記J ~こ

は， ，11の内において山師と銀棋大工が を出i顕した旨 さオしている e

シ」 1月 9日 山 4番童会;のう よ

り1 とし九う場所の が飯鳴喜兵衛と よヲ出願さ 上，
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さtしてし¥る 3 iの結果， と った部 少 くとも f安永 8 自

には記さ V' い.寸法稼出願の際には，し にも 1山出 地弐挺ーを

所望j とい る 切地 1 4尺，横 2尺 を指し， i心

る切地の単設と るものであっ 山 は5 これより訪年ほど後の

約 80 の安政期 ら， 1卸直i年の 山部らが を し3 鑓の

産出 には 3 産 の 14分の工 として上納するいとと っており pv

れを「仕手現地Jと折、し とを述べている一仕手切 t~壬自

の!JJとなっ

5番目

は，まず山!討多 2

と与えら

2 

自に山組頭， 3 

12分の l

目

とし

らは

附， 4番号に 山

るというものであつ

いが， I安永 S年日

したあり

の記述から

し らの仕法 くものかは明ら iま

「仕手窃地J 18世紀の は行わ

j守してし\たことがう会瓦がわ~'しる. もっとも 3 と いて「御勘弁拐

されること向山
ω

よ
寸
ム えられたという なく，そこま

る.ま のi擦に h
d
 

ると，鑓の産出高の 14分

子うしたことから

めることにより

る産出鍵

されていたものと

fす法草去Jの

られる

の工であっ

さ

る見込みがないことが判明した際に ?上げ切地膜j 出されたが 2 多くの

返上し ぐ近隣に薪ーた ぎが出願さ いる.

口ハ円 (以下， I文政 3年院 と略称する) ロハ門年

銀山方役所の日々の記録である :H)

である.これを

みることにしよう

779年の時点でも

として， 1820 

4) . この年には，

開歩に加えて〉

された期間も冗日から 5月晦司までとi間じ

i年の状況を， 1779年と比較しつつ

出といっ

出・正蓮寺山・ 出

る産出されている.永久稜所の健康 龍源寺山 を

高をあげ，中心的な存在 てい したこともあって， 6ヶ月の間に産出

大〕 ;ま， 1779 りもかなり増加している.それにも らずF 前 ぷ
ノ

永期に比べて

もので

の灰吹銀産出高

も

している.

った.こう

~多く含有する

ことがそ

と推測される.

また 3 は) I大切j を し なものに 明ら
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かに修復が増加したのがわかる.加えて，安永期にはみられなかった「御直鑓穿撃L す

なわち御直大工による探鉱が目立つようになっている.仕手稼人による寸法稼が多数出願

されているのは) 1779年と同様であるが r上げ切地証文」の提出される頻度が著しく増

加している.こうしたことからは，坑道の保守のためのコストが上昇していること 3 良鉱

の減少が問題となっていることがうかがわれる.

さて，この年に関しては?同じ期間について龍源寺山の四ツ留番所の日記が遺されてい

る.これは，龍源寺山の四ツ留番所詰の役人の記録である.これによれば，各直山の四ツ

留口番所には) r山附」といわれる山師も 3名詰めていたことがわかる ¥5) 山附は，町年

寄3 町組頭 3 山組頭などと並んで 1 銀山町の重立つた山師が勤めたもので，世襲されるこ

とも少なくなかった.

また，この記録からは仕手稼人の実態についてもある程度知ることができる. 1月 2日

の「山入り」行事の記録によれば r旧例により J24挺の稼人へ祝儀として荒鎚が E重ず

つ下されている r仕手弐拾四挺」から山神社に御神酒が奉納されたという記事もあ.仕

手稼人は 2， 3名で一組を成しており，重複した者を除い:て 46名が記載されている. ト

の年 1月から 6月までの聞に龍源寺山において新たに出願された寸法稼の件数は 24件

あったが〉必ずしも 1月 2日の記事に記された仕手稼人の出願ではなくフむしろそれら以

外の者による出願が多くを占めていた.正月に祝儀をでされた 24.挺の仕手稼人は 3 前年

末までに目立った成果をあげた切地の稼行者であったと考えられる.これら 24挺のうち，

上ヶ切地が出願されたものは4挺あり， うち 2挺の稼人は別の場所に新たに寸法稼ぎを出

願している

(3) 幕末期における銀山稼行

前項までにみたように 3 鉱脈の質は着実に劣化していった.天保期 (1830~ 1844年)

頃からは，銀吹(製錬業者)の窮状を示す史料が多くみられるようになる.

差上申御受書之事

近来山方不盛ニ而厘毛鎚多分吹立候儀ニイ寸 3 諸雑費多分相懸り其上鉛出方無御座3 銀吹共吹相続

必至難渋仕候ニ付銀吹御免被仰付候様奉願度 3 山組頭中迄申出候処，厚御利解有之p 願相止り候

得共3 別段相続方無御座〉乍恐御拝借返納方格別之御慈悲御勘弁被仰付候様歎書奉差上候所 3 元

来鑓売買ハ御定法有之 3 其上御公儀様〆厚御勘弁被仰付候間，銀吹難渋ニ而相続相成兼候儀メ¥有
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ク 巴来ハ上釦・下

当

も

を以?却

Eド繰， 以上

二月

想吹

以よ 出附

'r-O) とし されたものでおり / 
¥ ひとまとめ ら いた

カ込ら， 1835 シ」

る
ザ

C

る.

ら2 捗留まちのよくなし くなっていることが

る. なわ き分

していた. がしばし より

含鉛鉱五の不足も?

を拝借したこと [文政 3

司 などにも記されているが(付表 ネ」 り，このままで

できなくなるとして拝借返約方の免除や役所へ願し 1出るま つえのであった

の時には，経営が困難になっているの

ること があるという ら }t つ

あ

きわ

めて厳しい状祝にあったこと あっt:_. 

のよう し を しようとして

いたことを知ることができるゲ

申

目 立恐
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とも義 ';. 

同 稼

入とも義も

諸出稼人惣代啓助 (以下稼人 17名略)

銀吹 矢田勘場 (以下銀吹 3名路)

(以下山前3名

長111

こにも y ため の出 会3 となるな

る銀吹の さ いる e これノに対aして， (!Jj eトつ

100匁につ青‘代丁銀 1ヤ以上のものについては3 いを 1 1っ

さ らも 1 当 されるよう 1ね 銀吹 3

山付代から され? さ のであった それ も関わらず，この 3年後 は3

フち いる;J7) し

く 必要のある 11J よ

るコ を被り かった

く さ き め 零細 ま さ v¥ τ二、ーレ主 ちに

は などと称して2

ゾとくであるべ

ることがしばし

ル〕た

信

j島田被仰イ寸， 山内之も

下ヶ

出
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聞3 且当年ニ至p 灰吹銀出少分相成候而ノ¥補銀御下ヶ之義被仰立被下置候而も此先補銀御下

ケ之義，若4抑止ニも可相成哉 3 左候而ハ山内之もの一同確と難渋いたし候様相成可為迷惑イ展

開，一同格別ニ差はたり稼人とも出精為致，鋪上り増方等仕候様可取斗御直稼所之義も急御

稼中壱ヶ山壱丁ツ〉御稼被成候間，銀掘夫々仕手稼所江差向出精可為仕旨，尤来ノレ十四日御

手当渡 A灰吹百目ニ付銀百目之御手当被下置(展開，右之次第稼人共7工得与申論p 百貫目之為

登高都合仕候様出精可為仕旨被仰j度3 且街1組頭鰹増御持|、衆中昼夜諸山岡廻り稼人とも義ノ¥勿

論吹師共ニ至迄不束之儀無之様可取斗旨被仰渡，一同承知奉畏候 3 依之qmpd青一札奉差上候所

如件

天保三年辰十月

年寄

山組頭見習 上野清十郎(他 4名)

銀山方御役所

代官根本善左衛門の赴任 (1830年)以降 3 多くの公費が投入され，毎年 100貫目の灰

吹銀が F 達成すべき産出高として求められることになったようである.この年には間 11

月があったとはいえ，残り 3ヶ月余りのうちにおよそ 50貫目の灰吹銀が産出されねばな

らなかったことになり，実際にはかなり困難なことであったと考えられる.投入された公

費は「御直寸法j) f御直修復Jの箇所を増:やすことに用いられた旨が記されている.この

措置によって山内の者3 とくに山師・銀掘は，御直銀掘としての雇用が増大するという恩

恵があったが，御直山での寸法稼は，本来仕手稼人が行うものであった.すでにみたよう

に》文政期には安永期と異なり，多くの御直修復が実施された.安永期には，修復は山師

らの請負で行われる場合が多かった.こうした変化は，山師・銀掘の経済力の低下を示す

ものと考えられる.ここにも灰吹銀 100匁につき了銀 100目の手当を出す旨が記されてい

るがp 急稼中には，このように手当銀，めざましい産銀があった際には褒美が山師らに与

えられた.すでに 18世紀の末頃より p 代官所では，いかに多くの灰吹銀を産出するか，

といったことが専ら問題とされp そのための経費とのバランスは度外視されていた形跡が

あるがp ことに来て，銀山稼行の公費への依存はますます高まったといえる.

そして，その主な財源は 3 御貸付銀の運用によって確保されていたが 3 周知のように y

この時期には幕府および諸藩の財政は危機に瀕しており) 1843 (天保 14)年 4月，公儀

貸付金銀の半高棄絹，半高無利息年賦上納が公布された.石見銀山御料，の諸貸付銀はp 公

儀の貸し付ーけとは異なり，銀山の稼行によって蓄積された利銀を運用したものであると主
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張し，山師や地役人などから，銀山御料貸付銀への半高棄摘の適用を行わないよう歎願が

なされたが，それは叶わなかった.

前項でみたように， 1843年頃より一段と灰吹銀の産出が減少しているから p この半高

棄捕の措置は 3 銀山の稼行に大きく影響したようにみえる.たしかに， 1841 (天保 12)年

における貸し付け残高の合計は，銀2，500貫余りにも及んだが，滞り銀が多仁数年来の

利銀の滞り分が 1，000貫目を越えでいたから，もとより貸付銀の制度も必ずしも順調に推

移していたとはいえなかったと思われる.

銀山方役所「高留書抜J(里子沢家文書)には， 1843 (天保 14)年 3 急稼の一環で，多くの

灰吹銀を産出した山師や銀掘などが銀山方役所によって表彰された記事が載せられている.

その中に，西田村の百姓種蔵が，山師の佐伯常太・)11島繁太とともに本谷新日間歩を稼ぎ，

閏 9月から 11月 29日までの間に灰吹銀 631匁余りを製して， i灰吹銀出方は格別に御座

無く候えども別て出精のもの共」として銀山方役所より銭3貫文の手当を与えられた旨が

記されている.この種蔵は西田村の有力家，渡利家の当主であった.

渡利家には江戸後期の史料が数点遺されているが 3 その中に「天保十五年辰十月吉日

勘定帳」など，渡利家が関わった銀山間歩稼ぎに関する帳面が 3冊ある.天保 15(1844)

年の 9月から 11月にかけて渡利家が清水谷羽山において行った取り明け稼ぎの諸経費の

勘定に関する記録がそこには記されている.ここに羽山とあるのは，他の山師が所有する

間歩の中の掘場を指す「端山」のことではなし¥かと考えられる.これらの帳面は?銀山町

の山師亀谷屋こと水田甚七によって作成されていた.実際の普請は水田によって行われ，

渡利家は経営資金を担っていたようである.この 2ヶ月の聞にのべ約 120人の銀掘が差し

入れられp 経費として約 43貫文の銭が用いられている(表 5-4). 代官所からの御手当

の銭 1貫 587文と産出した鑓の売り上げの銭6貫 497文が，この稼行による収入で，大幅

に支出がこれを上回っていることがわかる.渡利家は山師で、はなかったが，貸付銀利銀を

銀山稼行の入用銀とする仕法が崩壊しつつあったこの頃には，銀山稼行の入用銀を，この

ように直接周辺地域の富裕者から得ょうとする動きがあったのである.

さらに， 1847(弘化 4)年，銀山町以外の居住者を新山師に取り立てることが 3 期限付き

ながら認められた.これは，縮小しながらもそれなりに安定をみせていた石見銀山の鉱山

社会は大きく揺らいでいることを表すものであった.従来は，新山師として取り立てられ

るのは，銀山町居住の銀掘大工のうち〉めざましい鑓産出の実績をあげた者に限られてい

た.山師は苗字帯刀を認められ，山師には買請米を入手することができるなどの特権があ
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表5-4 西田村種蔵の経営による間歩開発の収支(1844年9--11月)

支 出 |銭(文) 収 入 銭(文)

しふく(修覆)1]、け入道間造務一1式1| 1.732 

9月10日"""10月1日
間歩口木屋か 3，000 

銀掘賃24番 4β00 
一一一一一一一一一一

小計 9，532 

小入用※2 3，064 縫代 2‘384 

10月7日......10月14日 銀掘賃20番 4，000 御手当 600 
一一一

小計 7，064 小計 2，984 

かじゃやきちん 955 鍵代 2.285 

柄山子供 700 御手当 562 

様シ賃2ツ 360 

E入20儀 sなわ200尋 184 
10月14......11月4日

小入用〆高 1，508 A 

銀掘賃53番 10，600 

木屋・米代共 800 

小計 つ 15，107 小計 2，847 

新鉄子10本 1，200 鍵代 1 ，828 

やき賃 712 御手当 425 

玖縄{-t 219 

柄山負2人 260 

ためし円平 180 

酒代一式 1，360 
11月5日，...，11月15日

かみ代・蝋燭代 68 

恒国代 440 

木や 500 

祝犠物 900 

銀小掘言2十1人
5，400 

11，239 小計 2，253 

言十 42，942 計 8.084 

(資料:渡利家文書「天保捨五年辰十月吉田勘定帳J)

注:※1r嵐仕立井留山師・手子、・木引.11入縄・切張・土戸・ひち坪J
※2 r新鉄子井焼賃・柄山負・紙代・酒代.p入縄代其外雑用J
・j:pは判読不能の文字を示す.
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てコ たように 3

されるなど，

々の山師であるj といっ

WJ ぎ して賦課される きわめ

く
いた.銀出自体が主貫工時のー謀者ンi出る

由緒をことさら強調しなか3

すること 根山器了の山 とってはきわめ いことであったが 3 も 町恥

の山部のみの力 山

り一 は?

この頃には，

も すな ち f山

みら る F とに 目

この頃 はわずかに 5

も

ま 吹方日 日

の中に

るのは困難となったのである.

における娘山 したものである

ないが?

えるまでになっていた える

つr:有力ミ多く

していたが，

うち 1

より山

山 はなかったと考えられ

めて多いことにも呂を はあるが，

あワ， した山師が含まれていたことが る

い

ハ

刊

志

向

あったから， らく も含ま

れる.

いたと考えちれる.

ら し も少なくなかったであろうと

3節 銀山手子続の基盤としての石見銀山御料

(1) 江戸中後期における御囲村の実態

しレしρし中 銀山御料とし され

えらfこ.こ

れてし1る.室長記

し

それら

J構図村川こ編入さ 32 と

つにこと， J、、、

つζ ことをあげ3 がとく

し、うこと く し付けられて しん

こと

と

とも

その

辺地域の銀

を した紛.そこ これらの き込ま

いても具体的な実誤のj合計を通じての

も具体的な実態を通じての議論は深まっているとはいえない.

山への関わちのあち とし ついて 3 できるだけ
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5-5 銀山書?の職業別戸数 (1867年)
職名 概略i家族時 i鰍 3名;家篠崎 調~il:5名以上 IJ、さす き十

時稼 1トi五ZーS怠り〉 4(1) 14(2) 14(4) 10(5) 8(5) 50(17) 
12 22 11 ? 

108(17) 
6 58 

吹方稼
{名字あり〉 1 I 1(1) 2(1) 4(2) 

5(2) 
1 

攻方号麗
(名字あり) 1 3 2 6 

11 5 I 3 
32 

3 4 26 

商人
{名字あり〉 3 3 2 8 

l 1 2 

聾主 自軍 l ~ 1 
j 大工 2 3 3 10 

鍛冶織 1 3 5 

錆掛鞍 1 1 

職人 桶屋職 1 1 21 

石:職 1 2 

コド挽職 l 1 

友官職 1 1 

苔 姓 1 2 I 3 ~ 8 
自震稜 15 I 10 I 10 3 5 43 

〈名字あり) 2 3 

鞍記載なし 戸主が勢 5 2 l 2 10 84 

戸支が女 45 17 4 4 I 1 71 
言十 93(1) 88(2) I 56(5) I 34(5) 141叫〆~ 312(19) 

(大EB京大家主局窓尊重家文書Fr腹応3年 EB'l:潟村務家数人目1)容よf機選君主君主銀山町Jより作成)

;主:町役人(年寄'!llT組頭'UJ紹残・山付など)の戸数11.( )1こ内数で議した
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らかにしてし 1きたいと

御囲村についてしばし り らnるのは， ある叫

往古J ケ'1、1"，

-焼木・

ち， りタ

多少 も

村方と相対ニ筒 入牢

ケ作之内，銀山 ク干すと

らはう し¥る A々
」 この史料によ

あり 御毘キすから 2匁 2分 5屈の をもっ

ることとなっていた.実際?

九本持切張八

8 fj三日 には、 2月 1413の項に 張遺切候

百駄，触出 申越侯ニ付， 日

り{員宅菱銀山

筆者注) 中 WJ{I荻掲ニ

J申 今 E 申触{長j， 6月 2413 

月朔日迄ニ付送ち

ツ 7J三

?ー" 乙i同白 さ

郷f首を めた大森町の商人

に名 あ ら いる田

してキすにもたら とがわかる

カ村の郷宿であち，同組中の御毘

IIカ村へ つ
干

について し¥/Jミ、、-

0J に位置する から 日市組は， も も

する あり y 御国村の村数も かったことから， の時は九日

ものかもしれない.

うした銀山への物 き を じ 村にと

要 となってい いうのが 3 く行われてき ある 41)
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のような側面は確かにあったと考えられるが，次にあげる史料からは，少なくとも 18世

紀末頃には，銀山への物資納入が村にとって必ずしも有利なものではなくなっていたこと

がうかがわれる ω.

差上申御請証文之事

銀山近村三拾弐ヶ村之御囲村与H昌3 銀山間歩留木ニ相成候夫切張，吹方ニ相用候焼木，渡木其

外収縄ニ至迄御入用之時々定直段を以御入用次第可差出(義者往古之振合を以寛永年中被qIl'il取極置，

勿論右村方ニ而者音戸炭等狼焼候儀不相成段，兼市御請証文差上置候処p 近年鉄山繁昌仕，炭木とも

直段宜敷ニ付， 自然与錨師とも江内証売仕，追々木品払底罷成 3 格別他直段ヲi上候ニイ寸，定直段ニ

而差出候而者村方間銀大造相掛り難儀仕候ニ付，何卒相応之御勘弁被下 開銀不相嵩様仕度御願申

上候処，年久仕来之儀故御取用難被成候得とも 3 実々当時近村之内木品不自由，誠二小百木なら

てハ無之，殊ニ留木焼木 3 別而近年余分御入用ニ付，間銀相嵩候儀無余儀被思召，当卯ぷ来ル未迄

五ヶ年之問左之通御仕法被御付 右年数相立候ノ"~其節木品生立を見合 尚又御示しを受候様被仰

J度候事

-切張木弐百駄 囲村正r直伐出し伐張壱駄ニ付弐匁弐分五厘ツ h 銀山栗林之分村方パ支出し

切張壱駄ニ付定直段弐匁木代運上御定之通

是者去ル戊〆寅迄五ヶ年平均壱ヶ年千四百拾弐駄四歩ニ相当候内千弐百駄者御定直段ニ而指，!J::lj，

其余者何程御入用有之候とも別段御買上ヶ被成3 右年数中者間銀等添村江不相掛積被仰渡候

一，焼木渡木之事

是者焼木前々 J村上ヶ御害IJ賦触留等者御座候所，銀吹中ぷ代銀直受取ニ'付直段拾貫目ニ付何程と

申当り不相知候得共，明和年中槙拾貫目三拾文之時 3 其後銭相場下直ニ相成，尚又玉文相増p 都

合三拾五文定直段ニ而差出候得共，前分年限中者御指紙ニ而指出候分者時々大森町直段d拾貫目ニ

付拾文宛増直段ニ而差出候積被仰i度候，尤御指紙無之村方之者相対ニ而持運ひ売渡候分者直段も相

対次第之事

[l付，渡木之儀茂是迄拾貫目玉拾五文之定直段ニ候得共，切張焼木同様年限中者拾貫目ニ付拾文

ツ〉相増 3 差図次第附送り可申候，是又相対売之分者焼木と同様可相心得旨被仰渡候事

右被仰渡之趣，難有承知畏候，然ル上者時々御触次第無遅滞急度指出可申候 3 其外前々御定之趣

相守，若此上不束之儀も御座候ハ〉何分ニ被仰付候とも奉畏候，依之受証文奉差上候，以上

寛政七卯年八月

銀山御囲村三拾弐ヶ村惣代

安濃郡池田村庄屋茂兵衛
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j主農

同

広重宇吉太

同郡誌式村庄患

銀山

この史料が詐成 1795 7 ) 、 いられ 室戸慌の原木〉し

て， (鉄 を し となっていたとい 」 がわかる

，部 とさ いる

木品を るこ じられていたが》 して くの木品が

口口Q し してし 史料中に「 !とあるが多こ

いて ワ当て できなかっ して不足分を るトとがあ

り， 。コ したものである. により v ととなっ

泊， ~つ ロロロ る取ち め たから，強山での

ることとなっ

に木材納入 カミ さ 向こう 5 i二t1， 

200駄ま ~= 主れる}ととな た，このような鞍麟が行われた経緯からみて， 18 

を て)t邑キすから七万 るトとが してし¥tこ

ょう も る.こうした と関わりがあっ 0)干ヒ七、、 3年 記!において

は，切張の納入に る 々
C いない. くだるが) 1855 

，当 100石につき S駄 9 り当てら いた旨

が記さ 。 、、ー，』
J
'
e

ぷ
U

り当てにしたがえば， 32カキずに書IJり当てち;h

わち 1795年に 5カ年を限って におけ

る を 々
C し1るように }うしたあち方かもは?

めに予 るため 3 
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した. したがって切

したと者え を恥つ 品の納入
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表5…S 銀山御罷村への用木供給の静jザ当て
(1855年)

組竺村 i 窃張{数日 五車五L

320.410 
160.187 

480.597 

18.7 I 197.978 

13.6 I 141.051 

10.0 I 112.270 

41.0 I 451.299 
臨村総量子 r~ 12，100.01 13，769.616 

(資料:!fl薬家父祭安政2年「御料村々廻状繍録J)

法:各村0)村議はf天保摺帳J1!参照した。
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(2) 中後期における の供給と製鉄業

すでに うち 6カ本すが i iに指定され、銀吹前で用い

れる吹炭 納入することと し'7こ これは，

明和期に， ) I が代言を勤め めら と るーいわゆる

方 6カ村j ら ものであるが? にはき 木などを

るべく UJ Yげ」 き日三F主守 ，その請負役の にあたる額

々
寸 の不足分を ら翼い入れるとい とられていたという.

のき戸間西田監(中村家) IlJ1蹄料御立山

(以下「詰方覚寺長j にij;? な ある 1:¥)

富十一月麟入札ニ而詩/レ

[11 詩人

三主人

金九郎

1果、村拾ヶ村

ぷ巴迄八年

{昂運上 向
円
円

1fl，壱ヶ

接出よケ
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たと考えられる.

「 5青方覚~!長J は) 1710年頃から 1730年頃までに西田屋が詰け負った御林や経営した

を戸・鍛J古屋についての覚え書きをまとめたものである.冒頭には，その表題の示すとおり，

「御料分御立山Jと題して，銀山御料内の御立山(御林)の宇名と所在地，そして反別が

記載されている.鉄山の経営にとって御林が不可欠であったことがうかがわれる

関 5-(5によれば，山がちの銀山御料のなかでも雲石国境付近の村々にとりわけ多くの

御林が設定されていたことがわかる.西田屋の本拠であった大貫村・にも字後畑杭の内にを戸

が設置されていたが，西田屋の主力のを戸鍛冶屋は，雲石国境におかれていた ちなみに 7

大貫村の付近には，南佐木村 3 田窪村など砂鉄の産出地があったが，このを戸でも「他領小

鉄通役」が納められており，井戸谷村の岩戸などと同様，出雲固から砂鉄が移入されて，製

鉄が行われたと考えられる.前出の大屋炉鍛冶屋も江川沿いに立地した炉鍛冶屋であった

これらのを戸鍛冶屋においては?原料や燃料は江)11水運によって運ばれていた

同じく西田屋に伝えられている史料のうちに，小原口番所の記録「御請鉄員数帳」があ

る.ここには) I請方覚帳」に記された時期の直前にあたる 1702(元禄 15)年から 1718(享

保 3)年の聞に，この番所で改められた鉄や炭などの荷物の駄数が記載されている.小原

口で改められた荷物の記録で、あったから，記載された炉・鍛冶屋は，粕淵村小原口番所

(現邑智郡美郷町)よりも上流部に集中しているが，当時 3 出雲国境付近の山間部におい

て多くの炉・鍛冶屋が操業していたことがわかる。この地域には，前にみたように広大な

御林があった.それらを経営した炉師は，室戸鍛冶屋の所在地の居住者に加えて，小原より

も下流部の吾郷村や(現邑智郡美郷町)) 11本村，田窪村(以上現邑智郡川本町)大森町な

どの居住者もあった(図 5-7). 大貫村の西田屋の例と同様，吾郷村や)11本村にも，

主戸・鍛冶屋が設置されていたようで，それらの地まで木炭や砂鉄が運搬された記録もある.

17世紀末から 18世紀初頭は?中国地方の製鉄にとっては一大画期であった，とされて

いる1-1)従来の製鉄は 3 踏吹子あるいは吹差吹子といった小振りの送風器具を用いた，い

わゆる野錨で行われていたものが，この頃，強し 1風圧を送ることが可能な天秤輸を用いた

高殿炉へと移行した.この変化によって，鉄の増産が実現した一方で，製鉄業には巨大な

施設の設置と高度な分業が求められることとなった

「御請鉄員数11長Jが作成されたのは?まさにこのような時代であった.石見国では，享

保期に川本村の土居原告戸において天秤輸が「考案Jされたと伝承されている I御請鉄員

数|帳」には，川本村の室戸師の名は4名記載されているが，いずれも渡屋(三上家)の代々
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の当主であったと考えられる.渡屋は，土居原告戸の経営者でもあった r御詰鉄員数iP'長j

から，炉師別に月ごとの搬送量をみると 3 上野村・上山村など，炉鍛冶屋が設置されてい

た山間部の村の居住者が経営した炉鍛冶屋では，鉄などの搬送量は比較的少なく，請負期

間も短かい傾向があった一方で，十三郎ら川本村のを戸師は長期にわたって炉鍛冶屋を経営

し，月ごとの運送量も， 100駄(約 1l.1 トン)を超える場合もあった(付表 5) .田窪

村吾郷村・都賀行村など国境付近の山間部から離れた村の室戸師が経営したを戸鍛治屋も?

比較的多くの鉄・銑を搬送する傾向にあった.また 商人と思われる大森町の居住者が複

数名，室戸の経営を行っていたことも注目に値する.この時期には?多額の資銀を用意する

ことが可能でありう物資の搬送や売買に関する技能を持つ者へとを戸鍛治屋の経営者が収数

し，彼らの経営のもとに 1 砂鉄採取業者，製鉄技術者，製炭業者 3 そして水運業者が編成

されるようになったと考えられる

18世紀以降の石見国内陸部における製鉄業の隆盛はう江川!水運と日本海海運を利用し

て?半完成品の銑の状態で主な加工地であった宅野など日本海沿岸の地域へ運送すること

が可能であったことによるところが大きい.もっとも， この章のはじめで、みたように 7 中

世においても内陸部で砂鉄の採取が行われ?石見圏内の小領主の木拠地などに集荷されて

加工することは行われていた.それが，石見銀山の成立によって，銀山を中心として物流

が整備されたことによって，後の繁栄につながったのであった.

17世紀初頭，銀山の盛期には 3 銀の増産に対応するために，道具類の原料としての鉄

の供給が安定して〉かっ大量に行われることが求められた.江戸初期に?鉄製品の生産・

流通の拠点として 日本海沿岸の宅野村(現大田市仁摩町宅野)が?初代銀山奉行の大久保

石見守によって整備された.宅野に】内陸部の鉄を集めるためにはy 江津や温泉津が利用

された 1.')) また 江戸初期の浜原村には，灰吹屋を名乗り，両替を業とした者があったこ

とが確認されるが，この者は 3 慶長期に銀山より移住してきたとされている 1日¥このこと

は，浜原村が銀山から尾道への銀の陸送路の途上の宿場であったことも関連すると思われ

るが，すでにその時期より 3 この地において製鉄業が盛んに行われ 1 貨幣を用いた取引が

必要とされていたことも想定しうる

18世紀以降の有力なを戸師にも古い由緒を伝えている者が多い.たとえば，大貫村の西

田屋は，屋号が示すように西田村の出身で，中世には大家本郷を木拠としていたが，毛利

氏の石見進出に際して温泉津町に屋敷を安堵されたという伝承をもっ.毛利氏が萩へ移封

されると，惣領は萩へ移住して鉄屋を名乗り，鉄商売を行い 3 次男が西田屋を相続して大
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貫に移住したと伝える.西田屋からは， 17世紀末頃と思われるが?江川上流の漬原村に

分家が創出され，江戸後期には有力なを戸師となった. ) 11本村の渡屋や南佐木村の平田家は

中世には小笠原氏の家臣であったという伝承をもっ.波積本郷の石田家も有力なを戸師であ

ったが，この家は毛利氏時代に銀山の代表的な役人石田喜右衛門の後喬であると考えられ

る.

銀山が大きく衰退した 18世紀初めには 鉄は それ自体が銀山御料から他地域へ移出

できる重要な生産物として注目されるようになったと考えられる.また，鉄山は銀山と同

様，年貢米の消費先としても重要であった li) 慶長期の盛山を担った山師 3 安原田兵衛の

子孫が， 17世紀末に日貫村(現邑智郡邑南町)へ移住して鉄生産をするようになったこ

となどは，まさに象徴的なことであった.山林資源の消費という点において，銀山稼行と

製鉄は，本来 3 競合するはずのものであった. 18世紀以降には y 山林資源は製鉄に集中

して用いた方が合理的であったはずであるがy そうはならなかったところに 3 銀U-I御料，に

おける灰吹銀産出の確保がし1かに重くみられていたかをうかがうことができる.長戸師に御

林を請け負わせ，その役の一部を吹炭の現物で納めるという仕法は，製鉄の発展と灰吹銀

の確保を両立させるための策であったと考えられる. 1750年代の宝暦期頃には，炉師の

不振などによって，このような仕法は行き詰まり，それによる吹炭不足が炭方村の設置に

つながったとする見解もあるが，少なくとも 1770年代にはこの仕法は行われている 18)

この時期に?石見国のを戸師が不振に陥ったという事実はなく 3 むしろ 18世紀初頭以来製

鉄業は拡大を続けたといってよい.そのために，山林資源の不足が懸念されたか3 あるい

は実際に，一時的に不足したことが 3 炭方村設置の原因となったと考えるのが適当ではな

し¥かと思われる.

(3) 御貸付銀への対応と銀山御料における貨幣の通用

前節でみたように， 17世紀末の石見銀山では，多額の入用を必要とする大がかりな普

請は，幕府からの拝借銀を請けて行われた. 1693 (元禄的年，柑子谷元泉山水抜き普請の

入用銀として貸し付'けられた銀 500貫目の請書によれば，そのうち 300貫目を 7 江戸・

京・大坂のu可人へ預けて運用させ， 12年後に 500貫目を返済するとし 3 残りの 200貫目

が柑子谷元泉山の水抜き普請の入用銀に充てられている. 1715(正徳 5)年にもう休谷新切

山の開発のために銀 167貫目が貸し付けられたが，この時には，銀山御料内の「身元宜敷

者」へ元銀を貸し付け，その利銀を用いて普請が行われることとなっていた 1726 (享保
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「石川、i銀」の借り入れを行うべく大森町の原屋条平と交渉をもったことがしられている切

他領への貸し付けは多額に及んだが， 18世紀半ばの備後国御料への貸付の例にみられ

るように，返済が滞ることも少なくなかった.前にみたように天保期には藩主への貸し付

けが数件みられたが，その多くで、多額の銀の返済が滞っている.通常は貸付銀の利息は l

害IJ~ 1害1]5分程度であったが 3 藩主への貸付のうちには，無利息，あるいは 5分程度とい

った条件で貸し付けている例がみられた.これらは，滞納分の整理のための措置であった

と考えられる.石見国浜田藩から会津国棚倉藩へ移った松平家や新見藩の関家なと寛政

期から天保期までを通じて取引があった藩の藩主や，竜野藩の脇坂家などのように幕閣を

勤めた藩主などの名がそこにはみられる.銀山稼行の入用銀の確保のためという本来の目

的とは本離したところで貸付銀の運用が行われるようになっていたのではないか? という

疑念を抱かずにはいられない.

楠木が指摘したように，村方の借財ーが，年貢の未進を契機とするようなものであったと

すれば，そうした村への貸し付けにおいては，利銀の収入はおろか，元銀の回収もおぼつ

かなかったのも?当然の帰結であったといえる.また?周知のように，江戸中後期には多

くの藩が財政難に陥っており，いわゆる大名貸しは 7 そもそも回収の見込みが立たないも

のであった.

さて 3 銀山御料では，銀を貸し付けられたのは?年貢の上納などに窮した上に地域的な

金融からも見離された農民であったのだろうか.その手がかりを得るために?貸付銀を借

り入れた者の分布を確認してみよう.まず， 1791年の借用人のうちラ浜原.) 11本・南佐

木・波積本郷・宅里子・八色石では，ほとんどが明らかに炉鍛治屋の経営者であったことが

注目される(国 5-8). また，小豆沢・多根・九日市・片山・畑田の諸村のように7 当

時稼働していたかは明らかではないが，室戸鍛治屋が立地した村にも貸し付けを受けた者が

分布していた.才坂・山中・円城寺・志学・男IJ府・小松地・内田など村内の大部分が山林

からなり?山林資源の供給地で、あったと考えられる村や温泉津・吉浦のような日本海岸の

港町，今市原・大国・粕淵の諸村ーのような陸上交通の要地に立地していた村にも貸付をう

けた者があった.銀山御料の飛び地であり，銅山の所在地であった中木屋村(現島根県津

F日野町)では，銅山師がきわめて多額の借り入れを行っている.このような分布を考!章、に

入れてみると，銀山御料では，産業や流通が盛んに行われた地域で，銀の貸し付けが必要

とされる傾向があったと考えられる.
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1840年においても?同様に産業や流通の盛んな地域に借入者が多い傾向にあった(ぽ1

5---9). もっとも) 1791年とその分布はかなり異なっている まず?三瓶山周辺の山間

村落?銀山町から諸方面に至る道筋の主要集落》たとえば久手方面へ向かう道筋の今市原

村や大田北町?大田南町，仁摩方面へ向かう道筋の大国村，雲什|境方面へ向かう道筋の小

松地村や別府村などの諸村では 3 借入人が姿を消した.一方，潮村や都賀行村に新たに借

入人が登場している.潮村は，新たに成長した炉鍛治屋経営者の本拠でありラ都賀行村は

室戸鍛冶屋の立地した村であった また 3 雲石国境地域の塩谷・酒谷・九日市・熊見の諸村

や，江川下流域の上津井・長良・太田などの諸村lこも借用人が分布するようになっていた.

これらはし吋丘れも炉鍛治屋の所在地であった. とりわけ後者は) 19世紀以降成長した製

鉄地域であった. 1807 (文化 4)年) ) 11本村主戸y 川下村瀬尻主戸，南佐木幸戸，渡津村主戸 3 波積

本郷室戸等のを戸師が，市村に新たな炉設置が出願されたことにつき，江川流域にはすでに多

数のを戸があり，木炭の原木が不足しているため?これ以上のを戸設置を認めることのないよ

う3 銀山方役所に訴えた書付があり，この時期には江川下流域でも盛んに炉鍛J古屋が稼働

していたことが知られる.江川流域で生産された銑や鉄が集荷された江)1/河口部の郷田村

には，多額の借入を行った者が多数みられる.御貸付銀の借入額y 借入人数の多さが，経

済活動の活発さと関連するとしてよいならば) 18 世紀末~ 19世紀半ばまでの約 50年間

に，江川流域を中心とする経済構造が，銀山を中心とする経済構造を凌駕するようになっ

たことがうけがわれて興味深い.

) 1/戸村(現邑智郡美郷町上川戸)のように，年貢上納に窮したことを理由に借り入れを

行った記録が残る村も見受けられる.ところが?この村では，代官所の貸付銀以外にも 7

大森町の商人など民聞からも銀の借用があり，地域的な金融が機能していたことがわかる.

その中にう 19世紀に成長した潮村の炉師，茂兵衛の名がみられた.茂兵衛は) 1839 (天保

10)年に川戸村が銀山方の貸付銀を借り入れた際にはy 立入庄屋の肩書きで?拝借入とな

っているろ1) ) 11戸村も炉鍛J古屋の所在した地であり?山林資源の利用などを通して，茂兵

衛のを戸経営に川戸村は関連があったとみられる.茂兵衛への借銀の質物とされたのは，村

の入会山であった

潮村には，二郷山 7 一坂山などの御林があった.少なくとも‘ 18世紀初頭以来，そこで

主戸鍛治屋が営まれてきた.年貢害11付状によれば，鉄の他に青苧の生産が行われたことがう

かがわれるが，村高はわずか 55石余りの耕地にめぐまれない村であった.各戸の持高が

記載されている 1841(天保 12)年の潮村の宗門帳によれば，最大の高を所有した茂兵衛で
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も 23 石余りでしかなく〉高持ちの家は 12 軒，残りの 26 軒は無高で3 高持ちの者の{昔~

であったペこの傾向は， 1753 (宝暦 3)年の宗門棋でもほぼ同様で，高持ちが 14軒，無

高が 20軒であった.注目すべきは，この村の住民が、実にさまざまな地域の寺の檀家で

あったことである(表ち… 7) .湖付にも浄土真宗の正専寺があったが，その檀家はむし

ろ少数であった.寺院の所在地は長J藤村・都賀本郷・都賀西村・)11木村・井戸谷村など，

炉や鍛J古屋の所在地が多かった. 1753年の捜那寺の所在地の多くも炉鍛治患の所在地で

あったが，天保期にはより分布が多様になっている.このことは，製鉄業の展開にともな

って，人ひφとの流動性が高まっていたことを示していると考えられる.

室戸鍛J古屋が立地した地域では?単純労働を行う者も必要とされ?賃銭稼ぎを行う機会が

多くあったと考えられる. 1858 (安政 5)年，麗人の確保をめぐってを戸鍛治屋同士で争論を

生じ，銀山方役所へ訴訟が持ち込まれているが，これなどは労働者-の確保がし¥かに重要な

問題であったかをよく示すものといえる 4 谷住郷村の百姓住吉は 7 この年 i 丹 ~7 月まで

)! I 下村瀬尻炉鍛治屋で雇用されており~'頼尻室戸のを戸師運兵衛はその後も引き続き雇用する

つもりで銭 6藁文を前貸ししたうえで，この者を盆休みに帰il寸させたところ，大貫村のが

師彦右衛門によって) ) 11下村坂本鍛冶屋に雇用されてしまったというのであっ~・

を戸館泊康などのなかった村でもヲ村の富裕者によって，賃銭稼ぎの機会が創出されてい

.西田村渡市l家の「諾入用党日記j という 1866(慶応 2)年のi提出には?この年における

渡利家の支出について記録されている.渡利家は，天保期に銀山の間歩稼ぎを行った種離

の家で宅箆号を殿居と称、した.西町村では一番の地主であり，鉄の売買をはじめさまざま

な商取引を業としていたと推測される.渡手Ij家が，大森・温泉津・福光など近隣の町場や

漁村などから魚介類や木炭などさまざまな品物を購入したことがこの帳面には記されてい

るがy 村内でも多くの消費活動を行っていることがわかる(表 5-8). 祝儀や小遣いなど

として金や浜国藩の落札が用いられる他は， 日常的にはおおむね銭が用し¥られていたこと

がわかる. どのようなものを購入したかはわからないがy 西田町の若狭患や木鶴屋などの

語家から購入したものの代銭が?月々 Ifl毎日払j として支払われている他 r綿挽賃j や

「機織り賃j の名目で村内の女性への数百文の支払いや?村内の土木普請の手間賃や作料

の支払いが行われている.このように，村の富;俗者は，商品生産や流通を通じて得た金銭

を，村内に供給する役割を果たしていたのである.ぽ15 10には?文i改期の富裕者の番

付表を資料として?銀!11推n料内の富裕者の分布を示したー大森や大田といった町場のみな

らず， UJ間部の村々まで広く富裕者が在ったことを知ることができる.
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表5-7 潮村住民の檀那寺の分布

宝暦3(1753)年 天保12(1841)年

村 寺 高持ち(軒) 門屋(軒) 村 寺 高持ち(軒) 門屋(軒)

上野村 高善寺 浄土真宗 。
井戸谷村 長徳寺 浄土真宗 。 2 井戸谷村 長徳寺 浄土真宗 2 。
j朝村 正専寺 浄土真宗 2 2 j朝村 正専寺 浄土真宗 。 4 

熊見村 西蓮寺 浄土真宗 2 熊見村 西連寺 浄土真宗 。
長藤村 正立寺 浄土真宗 10 14 長鯨村 照立寺 浄土真宗 2 3 

川本村 法隆寺 浄土真宗 。 4 

久保村 福泉寺 浄土真宗 。
大貫村 法泉寺 浄土真宗 。
下回所村 西林坊 浄土真宗 。
高見村 法泉寺 浄土真宗 。
瀧原村 西光寺 浄土真宗 。
都賀西村 照円寺 浄土真宗

都賀本郷 百円寺 浄土真宗 。
都賀行村 西念寺 浄土真宗 。 4 

戸河内村 真光寺 浄土真宗

阿須那村 西連寺 浄土真宗 。
畑田村 永照寺 浄土真宗 。 3 

原村 西福寺 浄土真宗 。 3 

布施村 西善寺 浄土真宗 。
(資料:美郷町潮村中原家文書宝暦3年「酉年宗門改帳」・天保12年「丑宗門帳同増減帳控J}
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表5-8 西田村渡利家による村内への金銭支払い(1866年)

月日
:払

事項 支払先
銭(文) その他

月日
:払

事項 支払先
銭(文) その他

1 18 50 御布施 j宰林寺 3 30 8.962 2月3月晦日払 町 j幸四

117 550 綿sl賃 郷 西ケ迫 3 30 2.430 2月3月晦日払 町津田

1 19 4.200 14人投作料 矢瀧好太郎 3 30 1.610 2月3月晦日払 町忠吉

1 19 3.240 12人役作料 よ村平八 3 30 3，810 2月3月晦日払 町忠吉

1 19 3.900 13人役作料 よ市安吉 3 30 1.430 2月3月晦日払 町 栄二郎

1 19 2.700 9人役作料 机原 j原助 3 30 739 2月3月晦日払 町 栄二郎

1 19 3.000 10人役作料 郷 初太郎 3 30 3.925 2月3月晦日払 町 木嶋屋

1 19 1.600 10人役作料 中市伝助 3 30 244 2月3月晦日払 町 木嶋屋

1 19 2.700 9人役作料 矢清t 庄右衛門 3 30 870 2月3月晦日払 町 丈太郎

1 26 2，450 丑年右工之内喜助受負之内4人作料 よ市友八 3 30 275 2月3月晦日払 町 丈太郎

1 29 900 綿引賃 町亀山 3 30 1.510 2月3月晦日払 町 かがや米助

1 30 1.013 晦日払 町忠太 3 30 580 2月3月晦日払 町 11良助

1 30 510 晦日払 町 木嶋屋 3 30 630 2月3月晦日払 町 りの

1 30 500 晦日払 町愛次 3 30 1.097 2月3月晦日払 町 りの

1 30 500 晦日払 町柳屋 4 41 1.200 綿sl賃 柳盛りの

1 30 272 晦日払 町 中のや 4 4 700 はた7尋賃 柳屋右同人

1 30 16 晦日払 町武屋 4 41 1.200 綿sl賃 町武屋

1 30 250 晦日払 町 かじゃ 4 4 700 はた7尋賃 町なみ

1 30 2.978 晦日払 町 若狭屋 4 4 札4匁 肴代(おこま逗留行土産)

1 30 広3匁 斎米料(不幸の節) 町冨屋 4 4 札2匁 男子主義料として(向上)

1 30 浜札5分 寺参(不幸の節) 町冨屋 4 4 半札 (向上) 女子へ

2 1 300 牛莞種代 老原林兵衛 4 4 2匁 (向上) 下女2人へ

2 .1 金2朱 斎米料 称名寺 4 4 札4匁 肴代

2 1 金1朱 塩婆料 称名寺 4 4 キL4匁 樽代右同人恒松土産

2 2 金3両 尾ノ道とみニ参る節、婚姻買ものを依頼 机原勇八 4 4 札30目 右同人(恒松)小遣

2 7 ちりとり3・おいこ1つ 下ノ 鉢屋 4 81 3.823 炭42貫500目代 こも口嘉蔵

2 9 2.100 はたおり賃 柳屋りの 4 81 3.823 炭42貫500目代 こも口議蔵

2 11 1.100 山鳥1羽・山鳩1 矢潟 大うへ 4 B 札40目 墨ほう代 跡市もの

2 11 600 藁代 4 71 1.530 亀山大田行き小遣い 亀山

'2 14 680 かんでん10本代 4 11 700 はたおり賃 大浦屋

2 14 730 はたおり賃 町 りの 4 15 札2匁 御法礼 j争林寺

2 14 1.500 作料5人役 老原手1J助 4 15 9，450 手間13人半役(郷東面地前とりさ11人夫賃銭) 種五郎

2 14 900 作料3人投 老原勝右衛門 4 15 1.400 手間2人投(向上) 惣八

2 15 550 松露代 町 木嶋屋 4 15 5.250 手間7人半役(向上) 栄三

'2 15 170 大回行小遣 町武屋 4 15 4.200 手間6人役(同上) 喜助

.2 15 80 東行小遣 町武屋 4 15 1.400 手間2人役(向上) 与圃圃

.2 15 6.200 たばこ10本代 町 富五郎 4 15 7.700 手間11人役(向上) 友八

ι2 15 900 ;~代 町 富五郎 4 15 8，450 手間13人投(向上) 啓七

2 15 1.100 はたおり賃 町なみ 4 15 3.850 手間5人半役(向上) 喜太郎

;iI「2Z 2 2 22 

番科・斎米2升 寺参り 蔵座

24 1.000 そうり40足代 郷 壱り塚

21 2.000 わらし100足代 郷 丈之助

21 札1匁 蔵座下女祝儀

4 15 1.350 平夫3人役(向上) 伊助

4 15 1.800 平夫4人役(同上) 惣四郎

4 15 5，400 平夫12人役(向上) 丈平

4 15 3.375 平夫7人半役(向上) 鶴太

1r I12 22 2 21 

札2匁 紀伊国屋おいせ帰ニ付祝儀

21 キい匁4分 寺参2ツ

24 札6分 重ケ下女祝儀

22 金1両 さかなFヰ〈当村より若者にきおいとして参右進物)

4 15 3.825 平夫8人半役(向上) 直市

4 15 3.500 平夫7人役(向上) 八十吉

4 15 3.450 右工5人投(向上) 初工

4 15 2.475 平夫5人半役(向上) 亀市

令222 酒2斗 さかな料(向上) 4 15 2，700 平夫6人役(同上) 柳吉

2 29 札2匁 中津屋おかた帰る節、下女下男2人へ包む 4 15 2.700 平夫6人役(同上) 常蔵

:2 29 札4匁 東戎屋より駕寵返し・介添女中迎沼恒の足4人祝儀 4 15 2.250 平夫5人役(同上) 久米十

2 29 金3朱 加納屋おし11.・取ニたのむにつき遣わす 4 15 3.500 右工5人役(同上) 喜太郎

i 3 2 札4匁 喜市;買回行小遣 4 20 1.200 綿sl賃 町みき

3 2 札4匁 さかな代(市場お・じ帰るにつき土産) 4 20 600 綿sl賃 町万屋

3 2 札3匁 平祝儀3ツ(向上) 4 16 札4匁 樽料(おせい・おいさ呼ばれるにつき右進物) 西田蔵座

2 札2匁 鼻紙料(向上) 4 16 札4匁 さかな料外に手遊2つ(同上) 西国蔵座

金1朱 増一郎江遣ス(向上) 4 16 金1朱 料理方源七(向上) 西田蔵座

札2匁 平供向人へ(紀伊国屋おいせ帰るにつき土産) 4 16 金1朱 料理方忠太(向上) 西田蔵座

札1匁 下女1人へ(向上) 4 16 札3匁 料理方為蔵(向上) 西田蔵座

V3332311112 0 0 0 0 

金2朱 おいせへ遣ス(同上)

札6匁 樽肴に包む(いさ初あるきの節土産) 蔵座

札6匁 樽肴に包む(向上) 木嶋屋

札6匁 樽肴に包む(向上) 熊屋

札2匁 樽肴!こ包む(同上) 宮能

4 16 金1朱 樋芸人圃(向上) 西田蔵座

4 16 札7匁 百使7人使ス(同上) 西田蔵座

4 22 300 さかな料 町小池

4 7 金3両 圃代盛之圃作 町 山屋渡

4 7 金3歩 圃圃代同人作

448 玉子20代 4 19 j兵札5匁 おるいJl、遣い(浜田行き)

金3歩 縞料として 介添婆い 4 19 浜札2匁2分 亀吉小遣し、(浜田行き)

金2朱 4人土産呉候ニ付寸志として遣 介添婆い 4 28 47.960 土220升、これは東面t也前回に至る 机原種五郎

金2朱 樽肴ニ包(柏屋るい参候節土産) 4 30 1.160 晦日払 若狭屋

札6匁 柏屋下女下男へおるい土産 4 30 1.200 晦日払 忠太

札9匁 おるい柏屋行小遣 4 30 3.900 晦日払 喜三郎

浜札50目 とまり・わらんじ銭共引当相渡 4 30 180 晦日払 木嶋屋

浜札4匁 茶代 4 30 60 晦日払 丈太郎

浜札3匁 下女下男也 4 30 1.750 晦臼払 I1頂助

札2匁 祝儀 壱り塚屋兼右衛門 5 3 400 肴代 町 富五郎

1.815 tT!也1丈1尺代 いと渡 5 31 1.200 綿引賃

手間43人役(内18人役乙市分) 町 j原四郎 5 5 600 肴代 富五郎

480 2寸釘1把代 町 j原四郎 5 6 200 肴代 富五郎

1.800 木鹿10足代 町 源四郎 5 7 札3匁 肴代 富五郎

~O 草履3足代 町 をり塚 5 71 8.028 買物代の高 吉原儀平



支払
月日 銭(文) その俄 事項

事香代

5 1 札1匁 香料

5 16 1β12 ;吾2チトS針'.:()\ir1ti rjl主人の臣~F.苦言語ニ主投入祭へき差出した分〉

5 16 1.300 はたおり焚

5 20 3.615 八1i膏ir写rH震後人2と在日活合之役人泉支出銭卒者代

5 22 200 木藤代

5 22 香料

5 25 530 教代

5 26 1，250 幸喜代

5 29 180 事き代

5 30 210 梅田払

5 30 6.255 礎自払

5 30 620 晦臼払

5 30 80む 晦臼払

5 30 140 S毎日払

5 30 90 晦臼払

5 30 180 晦臼払

5 30 1.700 曜日払

6 1 80 線香代

6 4 札1匁 締法札

6 2 キL3匁8分 ;窪田行小選

6 10 240 はいどく代

6 10 552 かつを代

6 10 780 たばこ代

6 13 5書240 主主ハUJ若手意奉加

6 13 念1時長分 しま7辱代

6 13 217 幽幽払

6 15 札3匁 肴代

6 16 札3匁 東恵比寿騒人足祝儀

6 16 210 幸喜代

6 20 金2分 .1f:600!'a 
6 20 札3匁 事幸代

6 20 綿言i努:

6 21 1.200 線引重

6 22 キL2匁5分 肴代

6 20 本Ll1匁2分 ;積回行小遣

6 26 285 肴代

6 26 れ12匁3分 潰回行五人小選

6 28 120 4身代
総日払

6 30! 380 霊祭日払

6 30 505 海自払

6 30 1.203 務B払

6 30 1.800 晦日払

7 2 840 引賃

7 9 仁460 路ふそく代

7 9 6.400 蛸64・ん代

7 9 1.470 路不そく代

7 9 5.850 茶代

7 10 会1;校 かつを代

7 12 4.800 作料友一部分布j宙渡し

7 12 28.304 瓦代〆~
8 29 150 かまiまこ代

8 29 金2朱 樽肴{いさi護留の節土産)

8 29 金2朱 樽肴(爵ーと〉

8 29 議1表 (関上)

8 29 金之朱 柳橋{関上〉

8 29 葛H受 〈関上)
8 29 葛H受 {間よ)
9 3 3.205 E毎日払

9 3 4.453 梅田払

9 3 1.840 港日払

9 3 160 梅臼払

9 6 5.000 黒紙代

9 22 金1朱 事奇料{おいわ婦る節土産控)

9 22 金1朱 ミ子・料・・へ{おいわ帰る節.:1:主主賠〉

9 22 札3匁 下女下畏へ{向上}

9 22 札8匁 人足藁んじ銭(J窃よ〉

9 27 14.238 L5l:物井小もの代
10 13 250 つiすき代

10 13 300 かつを代

10 17 金2朱 樽事き{中津麗おさく帰る節土産〉

10 17 金2朱 足袋料としておかたへ

10 17 !金1朱

支払先

富五郎

空港
関白獲

りのj獲し

i発m 政七

霊ヶ

冨五郎

富五郎

富五郎

君主太

3答3三郎
Jl議助

務狭量

亀山

丈太郎

木嶋麗

かじゃ

立主七

若き聞く

茎五郎

3Z五郎
小谷もの

弥太郎

町 aヶia
町 りの渡し

霞T 弥太郎

議助

窓T 弥太郎

忠太

線蓬

木鴻震

警三郎

連5狭駿
柳陸りの

島日英

直七

左目美

松山栄三郎

戎襲

肉 111鳩康

lIt鳴屋

岸本屋

岸本産

J) 、Jl I~霊

連n支援
恵太

木喜急患

意墨

覚兵衛

よ到底 後j家騒

中j掌墨

種雇

月臼
支払

事項 支払先議{文〉 その他

10 30 1.569 晦臼払 若狭麗

10 301 646 潟日払 患太
10 30 924 略目払 末端箆

10 30 海自払 加賀援
10 30 240 書毎日払 3器廃
10 30 92 潟5払 柳屋
10 10 760 かなそうし(仮名書ま子)すいの代

10 き 300 銀代

10 91 1.200 綿き!繁

11 15 3.650 然紙1〆代 とう援もの
11 18 2.000 綿引寅 若狭li
11 29 380 ぶり代 意義太郎

11 30 1.300 

11 30 1.476 i 梅田払 喜喜E霊
11 30 900 霊祭日払 患太

11 30 2.570 海日払 若狭量

11 30 450 総日払 柳震

11 30 之052I 際臼払 喜三郎

11 30 690 梅田払 木嶋醗

11 30 122 晦日払 文太郎

12 71 7.150 手間11人投 友八

12 71 5.830 手間11人役 道一

12 71 2.475 手間6入学役 亀市

12 7 350 2人投

12 13 750 はた内貨 榔霊

12 24 2.000 うめ代 直J¥l哀し

51 7.382 渓791聖800呂 」も口嘉蔵

5 200 す!まい1俵代 こもロ嘉蔵

1 15 44.814 桜木74691実窃 釘太郎・新六

1 15 27.975 雑木55951壁際 釘太郎・新六

1 15 6.852 副木審1)索 mrもの
{資料;大凶市j鼠泉津町西沼 j度第j家文書 燦応二二年f詩人用究日記J)

浅1::1獲物類についてはa同雲寺iこ金銭も波されている場合iこ妓り収録した

;3.: 2: この表には.支払先が毒誇らかに~æ村の居住者とわかる事項後始出して収録した

ii3:支払いのうちf広jとあるのは含広島建の藩キLと判断した

主主4:支払いのうち「浜札JIま浜辺諸撃の完華社である。「キLJとのみあるものも同様かと思われるが.11M穫
の議事Lや大森町商人のi島幸若礼(J)可続性もあるので。資料iこ~2鼓されたとおり区別して総重宝した

注5:調Ifまやn莞不能の文字をff;.す

177 



。大田町

、氷!?

合

±ロ

。
o
H
H

原

。
市

o 
大国 o大森町。
銀山

o 
西国

0祖式

0波積本郷 0大家本郷

10'0 

図5-10 銀山御料における富裕者の分布 (1820年代)

(r銀山御料番付表j により作成)
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以上にみてきたように，江戸中後期の銀山御料においては，商品生産とそれに伴う賃銭

稼ぎはかなり盛んに行われていたといえる. とりわけ，江川流域では産業，流通が時代を

追って盛んになっていた.このことは 3 銀山方役所の諸貸付銀への対応を十分に可能にし

ていた.それにも関わらず，時代が下るほど御貸付銀の貸付先としては，他国の比重が高

まり?未回収分も増加する傾向にあった 地域に富が貯えられ?一般の農村においても日

雇い労働はごく普通に行われるなど，鉱山業を支えるに足る民間の活力は醸成されていた

と考えられる.銀山方役所が，このような銀山御料の住民の力を十分に活用する施策をと

ることができていれば?幕末近くの石見銀山の不振は軽減されていたのではなし¥かと恩わ

れる.

第4節 石見銀山の存続と周辺地域

章のむすびにかえて，石見銀山の周辺地域としての銀山御料諸村が，銀山の盛衰，存続

とどのように関わり?その地域構造を変容させてきたかについて 明らかにできたことを

まとめておくことにしよう，

16 世紀半ば~ 17世紀初頭における銀山の隆盛は，山元に鉱山町を成立させ 3 その外港

であった温泉津を発展させたことが知られているが 3 銀山の隆盛と銀山周辺の集落との関

係についてはヲ具体的な検討は行われてこなかった.ここでは，集落の地名や景観に注目

することにより，中世以来の生産や流通の中心であった集落がy 銀山を中心に再編成され

たことが明らかになった.たとえば，石見銀山のすぐ西に接する西田村などにみられたよ

うに，中世には土豪の本拠地であるとともに鋳物屋など生産施設の所在地でもあり 3 その

周囲から物資を集めていた集落が，銀山が繁栄すると?銀山と温泉津をむすぶ機能が強化

されて町場として再編された. 17世紀後半以降における銀山の衰退後には 3 そうした物

流の拠点となっていた集落でも衰退がみられた，

その他の村々 3 とくに「御囲村」に設定された銀山周辺の 32カ村は 3 銀山で用いる木

材や木炭などを定値段で納めることが義務づけられており p 銀山稼行に貢献していたこと

が，つとに指摘されてきた.また?それらは村民にとって重要な現金収入の途であり，地

岐に商品経済を浸透させたといった評価もなされてきた.そのような側面もあったことは

否定できないが?江戸期を通じてそのようなあり方がみられたわけではなく，少なくとも

18世紀末頃には 3 銀山への物資販売は 7 諸村の住民にとって必ずしも有利なものではな
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く3 魅力あるものとはいえなくなっていた. 17 世紀末~ 18世紀初めにかけて，を戸鍛冶屋

による製鉄が盛んに行われるようになり，木材や木炭原木などの森林資源は，室戸師に売り

渡した方がより多くの収入につながるようになっていたのである.こうした中 3 銀山で使

用する製錬用の木炭は 3 御林の利用を鉄山師に請け負わせ，その役銀の一部を木炭の現物

で納入させることで確保するうという仕法が行われるようになった.大森代官所の銀山方

役所にとって?銀山の存続はもちろんもっとも重要なことと認識されていたと思われるが，

そのために御料内の資源や人びとの労働力などを銀山稼行のために怒意的に動員するよう

なことは行われるべくもなかったのである

石見銀山御料における製鉄の隆盛は，江川i水運と日本海海運を利用して，半完成品の銑

の状態で加工地へ搬送することが可能であったことによるところが大きい.こうした輸送

網は?銀山の盛期において，道具類の原料である鉄が安定して供給されるべく整備された

ものが活用されたのであった.結果的に，このことが 後には銀山御料の重要な産業に成

長する鉄生産繁栄の基盤となったのであった

石見銀山の衰退後も 1 その存続のために，大森代官所はさまざまな施策を行ってきたが?

18世紀以降の銀山稼行における大きな課題のひとつに稼行資銀の確保があった.その方

策のひとつとして 3 幕府からの拝借銀などを原資として，様々な名目で銀の貸付-を行い?

その利銀を稼行資銀に充てるという仕法が 18世紀半ばまでに整備され) 19世紀半ばまで

にその貸付残高は膨れあがった.この頃までに 3 炉師をはじめとして銀山御料内の諸所に

は富裕者が育っており，諸貸付銀への対応も十分可能となっていた.本研究では，その詳

細についての検討はできなかったが 3 貸付銀は，炉の経営に用いられた他，貸付銀を原資

として金融を行う者もあったという日天保期頃には，諸大名へもかなりの額が貸し付け

られていたが，そのうちのかなりの部分の返済は滞り，本来の目的である銀山稼行の資銀

としてどれほど有効に活用されていたか疑わしい面もあるが? そうした中でで、も)1律御御在向卸|ド]料内へ

貸しし'1付(

た.もはや?石見銀山御料は，銀山を中心とした地域ではなくなっており?を戸製鉄などを

中心とした新たな地域構造が成立していたのは明らかといえよう.天保期以後，灰吹銀産

出の一層の衰えを受けて，従来は認められていなかった，室長山町居住の山師以外の者を功

績次第では新山師へ取り立てることを認めるという焔策が?期限付きながらも行われるな

ど，御料住民の経済力を積極的に銀山稼行へ取り込もうという銀山方役所の姿勢が漸くう

かがえるようになった.前章までにみた秩父や飛騨の事例と比較すると，地域住民が鉱山
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元↑造成者へ貸附利銀を以」修復や普請を行った旨が記されている

28)山師や地役人よりう銀山方役所の貸付銀を半高棄損の適用外とするよう歎願がなされたが，取り

上げられることはなかったようである

29)山根(1932: 3.5-140) 

30)江津市桜江町大貫 中村久左衛門家文書 安永八年「御役所御用日記」

31)仲野義文氏のご、教示によれば，通気の確保と排水の便を得るために行われるこうした方法は 3 元

禄期に元泉山の修復が行われた頃より行われるようになっていたという

32)苗字の記載の有る無しによって?出願者のうち飯嶋は山師，日今兵衛は銀掘で、あったと考えられる

33)仕手切地は I半勘弁切地」とも称されたという 山根俊久(1932: 114-11.5) 

34)江津市桜江町大貫 中村久左衛門家文書 文政三年「日記」

3.5)江津市桜江町大貫 中村久左衛門家文書「文政三年 日記 龍源寺山」 直山の四ツ留役所には，

銀山方役所地役人が 3名交代で詰めることとなっていた この史料によれば，この年の龍源寺山

番所詰は中山伝右衛門・田中八郎太・厚東織馬の 3名で 3 田中は吹方措卜を兼任していた 番所に

は?その他に山師のうちから任命された山附 3名も詰めることになっていた.この年?龍源寺山

のIlJ附の内，大江久平は前年の冬より備後国小畑領へ出役していたため，当初は喜三郎と万兵衛

の 2名のみであった.なお，中村家文書のうちには，大久保山の文政 3年の日記もある

36)大田市大森町上里子家文書 天保 7年 7月「差上申御詩一札之事」

37)大田市大森町上野家文書「亥正月(天保 10年と推測される)乍恐以書附御歎奉申上段」によれ

ば 3 銀吹のひとり上野清十郎が拝借銀の返済ができずに廃業し，屋敷その他の資産を没収されて

いる.家屋敷等を失った清十郎のために，親戚の上野藤左衛門らが冥加銀 2貫目を銀山方役所へ

差し出して清十郎の借銀の返済の足しとし，田畑や家財の返還と家屋敷を清十郎に賃貸ししてく

れるよう歎願がなされている.

38) 大田市大森町上野家文書のうちには，年次を欠くがy 以下のように?稼人に対して手当銀に加

えて褒美を与えたことを示す史料もある.ここにも，その年に大坂御蔵に納める灰吹銀の高を何

としてでも 130貫目としたい 3 という意図が現れている

仕手切地壱丁ニ付・十昼夜灰吹銀拾匁ぷ百目迄出し候分江ハ御手当銀拾匁ぷ百目宛灰吹銀目替ニ可被

下候事 但y 出灰吹拾匁以下御手当無之

灰吹銀百目以上出ル切地壱了御手当百目与外三拾目 御褒美被下候事

同弐百目以上 御手当銀右同断外五拾目御褒美被下候事

同三百目以上ハ鑓代銀茂相増之事故御手当銀不被下侯得とも御褒美銀六拾目被下候事
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同四百回以上同断御褒美七拾目

同五百回以上同断同 八十目

同六百目巳上同断同 九十匁

同七百自己上同断同 百目

同八百自己上同断同 百拾目

同九百自己上同断同 百一廿匁

同壱貫自己上同断同 百五拾匁

右ハ仕手切地一丁当り御手当銀，巴後類例ニハ不相成候得とも書面之通り御手当被下置候上ハ増

銀ほりいたし昼夜差はたり出精相稼 3 当登灰吹銀百三拾貫目都合いたし候様可相稼，格別出精相

稼候もの有之候ノ'¥'>尚又別断御褒美之御沙汰可有之候間出精相稼可申事

39)江面(1979: 229-247) 

40)島根県編 (1965: 42) 

41)江面(1979: 234) 

42)大田市大森町銀山野沢家文書「寛政五丑年ヨリ天保十四卯年迄 寓留書抜」

43)江津市桜江町大貫中村家文書「正徳四年午十月 銀山御料御立山反J:lIJ井諸方覚IIJ長J

44)土井(1983: 77-79) 

45)たとえば，大田市温泉津町温泉津 多田家文書 寛永 8年 11月「御うけ相申鉄代銀之事」によ

れば，鉄代銀が江津の町衆によって調達され 3 温泉津に鉄が集荷されたことがうかがわれる

46)邑智郡美郷町柏淵浄土寺文書「過去帳J

47)銀山師と炉師が買い入れることを許された米を「買請米Jと称し，その価格は，古くは松江7 田

儀，浜田における米価の平均とされたが y 後に松江と浜田のみの平均価格となった

48)江面(1979: 233)はう「銀山の吹炭確保のため中期頃までは御林を炉師(銀山師) [筆者注;原文

のまま]に年季語で経営させ，を戸師連上銀のうち半分は定直段で吉舎炭を銀山に納めさせ，不足

分は銀山近辺の村から買入れさせる方法がとられていた. しかしこの仕組みも銀山師の不振など

から宝暦期にはすでに行きづまり，吉舎炭不足によって『吹方差支』えるようになった.そこで

明和年中にJ1111碕平右衛門によって炭村が指定されたというのである Jと述べている 引用文にあ

るように，江面は炉師は銀山師であったと考えたことから，この時期に炉師が不振に陥っていた

という見解に結びついたものかと思われる

しかし前掲 34)，文政 3年「日記J2月 20日の項に，この前年に長藤村の御林3 蒲代山を請け

負っていた浜原村の鉄山師幾六(西田屋分家)が，御林の樹木が未成熟で役に立たないことを理由

に，請負の返上を出願した旨が記されている.主戸師に御林を請け負わせる仕法は 3 少なくともこ
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の頃には行われていたことがわかる.

49)大田市大森町銀山 野沢家文書

50)石見銀山文献調査研究会(2005年 9月)における藤原雄高の口頭発表「石見国大森代官所の貸附

政策~銀山方御貸附銀を中心に""__'J の資料による

51 )楠本(1999: 5) 

52)楠本(1999: 279) 

53)邑智郡美郷町潮村中原家文書 天保 8年 12月「御拝借質地証文J，同家文書 天保 10年 12月

f御貸付銀拝借証文j などによる

54)邑智郡美郷町潮村中原家文書「丑宗門|隈 同増減帳 賠」

55)石見銀山資料館学芸員仲野義文氏のご教示による
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第G章結論

1節 江戸中後期における非鉄金罵資源開発の展開とその特質
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のはじめ頃には 2 の山訴が開発の中 Jむとなり， も加えた仲間を

形成して，鉱告の開発が試みら 九し く に都むったとみら 有望

さ は， して開発が進めら

1820 開 にわたっ

て安定して鉱山 されたー れた誌、物を翼い取っていた高

のうちの数名が 3 鉱山の稼行の権利を を送り込んで告ら稼行するようにな

」とが，こり時期の ける大きな あった.この時期には 7 つ

た者3コイ告にも， りの 多数来村し 3 王に

出されたの あったが?あ の計震から

めらj乞ていた F された.この時期に中津川村の拡山 帝人は，

などう他地域の鉱山を るなど広域的 し あった

4章で取り -手口佐保村を中心とした地域は，古くからの開

える拡UJ していた地域であった.飛騨国 U-I ~才、， 16 

末 し によっ され，繁栄し iこ;立、

あった越前や飛騨臼)1] あったことが.
J-、

イつ

しす さ また， UJ 号ーから

理ちでは 7 神通)!I流域をはじめとする越中

え

が確認さ くの祭主111が

り3 職人ら

では?鉱山衰退誌も銀山

が?旧坑の著いた} しも

ることを主な としてし れを行う る

11-1師の集落Jであり，鉱物資源

本格的な鉱山開発が試みられるこ

していにあ

るとし1 たが.それ

らはし 1ずれも によ

ιはほiま麗絶していた.この地域におい)

格的に鉱山が される なったのは， 1820 のことであった.この再開発は 7
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越前国大野郡出身の金山師によって進められた.鉱山最近隣の在郷町であった船津町では，

当初は一部の有力者が，稼行主体に対する仕送り人として関わっていたのみであったが，

やがて開発の出願者や稼行主体などとして関わる者が増加した. 1856 (安政 3)年に高山に

銀絞吹所が設置され?飛騨園内で産出する鉱物がすべて買い入れられることになると 3 こ

の地域の鉱山において下-稼人が急増した.絵図によって知られるこの時期における鉱山山

元の景観は，採鉱と粗製錬の工程に特化したものであり?経営者の居宅や商業機能は，船

津町あるいは高山町にあり?生産機能のうちでも最終的な精錬施設は高山町に所在してい

た.これは，鉱山経営者の居宅や商業機能も含め，鉱業に関する諸機能が集積した特別地

域，という江戸時代の鉱山集落についての一般的な理解とは大きく異なるものであった

第 5章で取り上げた石見銀山は，一般にもよく知られた大規模鉱山であり y 江戸期を通

じて鉱山町が存続したばかりか?銀山を中心とした幕府直轄領も形成された事例である

石見銀山は?鉛灰吹1去を導入して 16世紀半ば以降本格的に開発された.銀山の隆盛によ

って山元に鉱山町が成立し?その外港であった温泉津も発展したことはよく知られている

が3 ここでは，中世以来の生産や流通における局地的な中心であった集落が，その流通機

能を強化しつつ，銀山を中心に再編成されたことを確認することができた

17世紀半ば頃までは，幕府陣屋から銀山に対して?多くの米や銀が投入されたが?そ

の後は減少の一途をたどった. 17世紀末には?公費投入が再び増加したが，この頃には，

以前のように下付するのではなく山師へ貸し付ける形で行われた.この頃の山師は?請銀

を上納するだけの余裕もなく，ほとんどの場合，請銀を納める必要のない「仕道」や「寸

法稼」によってわずかな銀が産出された.そのような営みさえも，代官所からの保護なし

には不可能であった.

18世紀半ばには?幕府からの拝借銀などを運用することによって，鉱山稼行のための

資銀を安定的に確保する改革がなされた.この仕法を通じて，石見銀111では山師の請負に

よる鉱山稼行から 7 代官所の直轄山といわれる「御直111J中心の稼行へと推移することに

なった. 18世紀末の安永期の御直山では，主要坑道と排水坑道を並行して掘削すること

が主に行われた.これらは，運鉱と排気，排水の基盤の整備にあたり?合理的な稼行を行

うためには不可欠な事業であった.そうして，それら主要坑道の中で，山師や銀掘大工に

よる「寸法稼JI仕道」が行われた.本来は採鉱以前の作業によっても，わずかながら銀

の産出が得られた.そうした作業が行われる箇所を多数確保することによってう鉱石の産

出が維持されたのであった.このような採掘の実態は，零細な経営体の集合というべきも
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のであった.製錬過程においても， 18世紀半ばに代官所直営の精錬施設， I直吹所」が設

置されたものの短期間で廃止されたようであり，やはり零細な経営主体が温存された

19世紀初めの御直山では，前時代のような計画的な事業とは異なり 3 坑道の修復が中

心となった.山師らの寸法稼の出願と返上の頻度も高くなっていることからも鉱脈の悪化

という事実をみることができる.また，新たに「御直鎚穿繋J，すなわち直轄事業による

探鉱がみられるようになった.これは自律的な稼行ができない山師・銀掘大工が増加した

ことをうかがわせるものである. 1830年代の天保期以降 I急稼ぎJと称して，多くの公

費を投入しy 灰吹銀の増産が図られた.また，やはり零細な経営体であった銀吹師も困窮

していたが 3 これに対しでもしばしば公費による救済策が行われた 天保期以降，灰吹銀

の産出は一層減少した. 1840年代には，従来の仕来りを逸脱して，銀山町以外の者を山

師として取り立てることが認められたり，周辺村ー落の富裕者が出資しての銀山稼行も行わ

れるようになった

3つの事例のすべて，あるいは複数に共通にみられる展開としては 3 次のようなことが

あげられる.まず， 17 世紀末~ 18世紀初頭頃には，多くの有力鉱山が衰退したといわれ

ているが?非鉄金属資源の開発気運は必ずしも減退していたわけではなく?盛期とは異な

った形での非鉄金属資源の確保が模索されている.この頃，幕府によって金銀銅山開発が

盛んに奨励されている 秩父地域のような小規模鉱山においても?金山の再開発が試みら

れたのは，それに呼応したものと思われる.石見銀山のような査結鉱山では，この時期?

公費の貸付による間歩の修復や新規開発が行われている J)

この頃，石見銀山や茂住銀山においては「間歩改j が行われ，諸問歩の稼行状況や所有

者について再確認されている.盛期には?多数の山師によって上納額が紹られ?次々と問

歩の稼行者が交代したが?この頃にはそのようなことは望むべくもなかった.むしろ間歩

所有者は固定される傾向にあったようである.このことは?必然的に鉱山集落で生活でき

る技術者 1 労働者の人数を限定し，国定化することになったと考えられる.そこで立場を

得られなかった者は，鉱山集落から退去せざるを得なくなった.鉱山開発を行う権利がし

ばしば「由緒」によって主張されるようになったのは，これ以後のことであったと思われ

る.石見銀山ではう「自分山」を所有者以外の山師が稼いで、産銀を得たときにはy 一定額

を問歩所有者に与える仕法であった.茂住銀山でも 7 史料としては遣されていないが，明

治初期に至るまで，銀山集落の個々の住民にはそれぞれに定まった稼場があったという 2)
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めて共通控が高いように患われる.小規棲経営に基礎が壁かれていたことはヲ江戸中後期
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第2節 非鉄金属資源開発継続の背景

(1) 亦鉄金罵糞濃の需要

16 ら 17 かけての鉱山 にあって のために
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たものと思われる. 17世紀半ば以降?前の時代に集まった多数の鉱山技術者を維持する

だけ鉱物の産出が得られなくなって以後y そこでの生活の途を失った技術者が他の鉱山へ

流出し，それらの一部は，中小規模鉱山の開発に重要な役割を果たすことになったと推測

される

鉱山技術者は，鉱山ばかりでなく都市にも居住していた.すでにみたように 3 越中長棟

鉛山の衰退後ヲ富山へ移動した山師が多数あったが，山師のうちでも経営者としての性格

が強い者は?鉱山を巡るよりも都市に本拠を置き，開発が盛んになった鉱山へ移動したり，

配下の者を派遣したようである.飛騨国栃洞地区の北平銅山の開発に関与した者のうちに

は，高山町に居住する山師もあった.また 秩父の事例で確認されたように?江戸のよう

な大都市にも鉱山技術者が居住していた.これらはおそらく，金座などと関わりを持つ者

や金銀鋼など鉱物を扱う問屋の手代ではなかったかと思われるが， I芝連」・「本郷連j な

どと称されたように 3 複数の職人を抱えた集団として存在する者もあったようである.彼

らは 7 都市商人の指示によって地方の鉱山へ派遣されたと考えられるが， 自ら探鉱を行っ

て鉱脈を発見しその後金主を募って本格的な採掘を開始するとしづ行動をとる者もあっ

た.また， 19世紀にその活発な活動がみられた，広域的に鉱物を集荷する商人のもとに

は，技術者集団が編成されていた.秩父郡中津川村の鉛山の経営者のひとりであった野州

佐野天明町の正田利右衛門は?会津や越後でも銀鉛山を経営していたが，正田が中津川村

ーの鉛山を請け負うにあたって?それらの地域の鉱山から技術者や労働者が移ってきたこと

は?そのような例を示すものである.

製錬の技術は，前述したように 3 大坂や京の銅吹商のもとで洗練されたが 3 とくに銅や

鉛の含銀鉱石から銀を抽出する技術は重要であった. 18世紀後半以降，銅山に加えて鉛

山の開発が増加したが，それらの鉱物の本来の用途のほかに，銀を抽出することが目的の

ひとつとされていたとみられる. 18世紀後半以降?この技術は各地に拡散した.秋田藩

の龍山吹所や飛騨高山の銀絞吹所の設置は，このことを示す代表的な施設であったが?吹

職人の移動によっても技術の拡散は進んだ. 1830年代，再開発の初期における飛騨栃洞

地区の北平銅山で産出された銅や銀を，船津町の有力商人庵屋が集荷していたことを第4

章でみたが，集荷した銅や銀を富山や名古屋などの商人へ売り渡すにあたって 3 職人を抱

え入れて吹き直しを行っていた形跡がある.高山吹所が設置されるにあたってフ 1850年

代に山元での鉱石からの銀絞りは禁止されたが，それ以前には山元で行われていたことは

明らかであった.
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(3) 非鉄金属資源開発と周辺地域

鉱非鉄金属物を有する地域は，総じてその開発に対して肯定的な姿勢で対応したようで

あった.その様子は，秩父の事例において詳細にみることができた.中津川村は， 17世

紀初頭に金山の開発が行われた後， 100年近く地内で本格的な鉱山開発は行われなかった

が?その聞に，この村の住民は，広大な山域における森林資源を利用した商品生産を基盤

として生計をたてるようになっていた.その結果，ここでは鉱山業が行われない時期にも，

森林資源の利用に基づいた生活様式を通じて，運搬路が確保，整備されるなど山域が保全

されていたこと，商品の生産・販売を通じて村-民が商取引に習熟していたことフ鉱山開発

以前より江戸商人の進出がみられたことなど，鉱山開発が容易に行われる条件が備わって

いた. 18世紀初頭より，他地域の材木商人による森林資源の伐採が，地内で盛んに行わ

れるようになり?それらに立木を売ったり，労働力や物資を提供することでう村民が収入

を得るようになっていたことは，鉱山開発への対応を積極的なものとしたと考えられる

経済発展により地方の在郷町や農村に富裕者が育っていたことも鉱山開発の継続を支え

る大きな要素であった.前項においてy 鉱物の採掘が小規模経営を基本としていたことを?

江戸中後期の鉱物資源開発の特徴のひとつと捉えた.中小規模鉱山はまさにそうした採掘

によって成り立っており?産出された鉱物資源は，最終的には大坂や江戸などの都市商人

のもとへ集荷されたが?これらの者が直接稼行主体となったのは短期に留まる例が多かっ

た.鉱山開発が継続的に行われた場合，それは在郷町Aの商人や農村の富裕者の手になる資

本の提供によって成り立つこととなった.秩父では，中津j片付の名主であった幸島家など

の有力農民や江戸地廻りの在郷商人などがその役割を果たした 村氏の家族労働力のみで

零細に行われた飛騨茂住銀山集落の鉛採取は，銀山集落や隣村茂住村の富裕者による物資

の仕送りや鉛の買い取りによって支えられていた.飛騨の栃洞地区における開発では，船

津町や高山町といった飛騨地域の在郷町における商人らが，それぞれの経済力に応じて?

鉱物資源を有する村や役所との交渉，物資の仕送り?鉱物の買い入れ? ときとして下稼ぎ

など，さまぎまな形で重層的に関与した.石見銀山では?幕府代官所によって銀山相続の

ためのさまぎまな施策がとられたが，その中において?銀山御料の諸村は重要な役割を果

たしていた.たとえば?銀山で用いられる木材や木炭の供給は?代官所に指定された御囲

村や炭方村を通じて行われたとされている.実際には， 18世紀初め頃，銀山の衰退と入

れ替わるように鉄製業が発展したため，御料の村々の住民にとっては 7 森林資源は炉師ら

へ売り渡した方が有利になっており?を戸師による御林の請負などを介して不足なく物資供
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給が行われるようになっていた.また，有力な室戸師や鉄を扱う商人らは，貸付銀の借入人

としても銀山稼行の継続に寄与していた.製鉄業の繁栄によって雇用機会が創出され，銀

山御料には日雇いなどの労働者になり得る層が確保されていた.もっとも 3 炉師と銀山と

の関係は，前者が後者に寄与するというばかりでなく， 18世紀以降の鉄生産とその流通

は，銀山の盛期において銀山を中心に再編された地域構造の上に実現したものであるとい

う側面もあった.

このように，江戸中後期にあっては，中小規模であれ大規模であれ，周辺地域との緊密

な相互関係のもとに鉱物資源の開発は行われた.鉱物の需要には波があったが?当時の日

本の社会全体としてみれば，生産や流通は拡大する傾向にあり，鉱山開発が低調な時期に

も，森林資源?農産物などの供給先が失われるわけではなく 周辺地域の住民は?時期に

応じて自律的に生業の組み合わせを変えつつ生計を維持し，地域を維持することが可能で

あった.またヲ鉱山技術者や労働者が，諸鉱山を移動することは比較的早い時期から行わ

れていたと思われる.彼らは 自らの生計を維持するために新たな鉱脈を発見し，稼行す

る必要があった.当時の技術や知識のもとでは，そのような試みは必ず成功するとは限ら

なかったが 3 そうしたリスクの大きな事業を支えたのは，周辺地域の住民の経済力であっ

た.とくに周辺地域の有力者の場合?出資の動機は必ずしも経済的な合理性に基づくもの

とはかぎらず，地域の住民の生計の維持や再生産，あるいは「国益Jに寄与することが動

機となることもあった.開発が首尾良くいけば，産出された鉱物は最終的には，広域的に

鉱物資源を集荷した都市商人のもとへ集荷されることとなったが?彼らは?吹所などの大

規模な設備や大量の鉱物の集荷に投資する必要があったため7 よほどの見込みゃ差し迫っ

た必要がなければ，それらへの直接の投資は行われなかったものと考えられる

江戸期を通じての非鉄金属資源の継続的な開発は，複合的な生業形態を基本とした局地

的な地域構造と鉱物集荷の広域的な構造との組み合わせからなる重層的な構造のもとに成

立していたと理解される 前近代における地域の構造に関する議論においてもしばしばみ

られたことであるが，鉱山集落を対象とした従来の地理学研究においては，その景観や機

能等に関する説明は，集落内部，あるいは比較的狭い範囲で完結していたように思われる

しかし，少なくとも本研究を通じて明らかになった成果からみるかぎり，こと鉱山業に関

しては，近代であれ前近代であれ，広域的な構造を常に視野に入れつつ個々の地域につい

てみることなくしては，その展開や特質を理解できないと考えられる
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したかと思われる.石見銀山も?再開発が試みられたものの，本格的な開発は明治 20年

代以降，藤田組によって着手されるまで待たねばならなかった.このことは，江戸期には

幕府による手厚い銀山保護があったために?周辺地域の住民の経済力が必ずしも有効に鉱

山開発に取り入れられていなかったことによるのではなし¥かと推測される

本研究では，近代の鉱山業と対極的なあり方として江戸中後期を中心とした時期の鉱山

業の展開をみてきたのであるが，ここで明らかになった特質のどのような部分が近代に継

承され，どの部分がただちに変化したか に注目することは重要な視点となるであろう，

通洞坑など近代的な施設の導入に基づいた景観，集落パターンの変容については川崎(197

3)による成果があるが 3 近代化の展開過程についても 鉱山開発を地域の中に相対的に位

置付け，個別具体的な検討を行うことが有効であり，必要でもあると考えている.

第 6章 j主

1)田中 (1986)によれば?佐渡金銀山でも， 17 世紀末~ 18世紀初めにかけーて積極的に公費の投入に

よる再開発が行われ しばしの好況を呈したという

2)東茂住集落(江戸期の茂住銀山集落)の片山一郎氏のご教示による.片山家は茂住銀I-LJ集落にお

ける代々の金山師の家系で?明治 20年代に三井組に坑区を譲渡するまで， 自ら採鉱を行ってい

た.その坑区は?江戸期以来所有していたものであると伝えられているという‘集落の背後の宇

池の山には r良い坑」と評判の所有坑があり 3 冬季の積雪時に片山家の者が山を降りた際には，

池の山地区の間近に位置した越中長棟鉛山の者の盗掘に遭ったという話も伝えられている

3)たとえば，小葉田 (1968: 448-516)によって.仙台領の砂金山に与えられた「本判」なる免許札

に基づく産金の実態が明らかにされている

4)伊勢屋平作の子息 3 岡田平蔵は， 1869(明治2)年に五代友厚らと共同出資して大阪に金銀分析所

を設置したり， 1872(明治 5)年には?井上馨や小野組と組んで尾去沢銅山などの経営に乗り出す

など，積極的に鉱山業に関与している(宮本 1970:290-295) もっとも y それらの事業による成

果を得ないまま岡田は 1874(明治7)年に死去している.

5)武田 (1977)

6)原田 (2001)

7)杉村(1885)
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西木村郷土誌編纂会編(1980):~西木村郷土誌~ ，秋田県仙北郡西木村

西仙北町郷土史編纂委員会編(1995):~西仙北町史.先史~近世編~ ，西仙北11可

日本学士院編(1982):~明治前日本鉱業技術発達史』臨川書庖.

畠山秀樹(2000):~近代日本の巨大工業経営一三菱財閥の事例研究-j] ，多賀出版.

八森町誌編集委員会編(1989):~八森町誌~ )八森町

馬場典明 (1968):共和末・帝政初期|のローマ鉱山業の状態ーイータリア及び西部諸属領における
史淵100う pp.181-193

原田洋一郎(2001):地元佐民の商業活動よりみた鉱山業近代化の一側面?都立航空工業高専研究紀要
38， pp.129-140. 

日置弥三郎(1953):近世における飛騨の養蚕製糸業，岐阜大学学芸学部研究報告 人文科学 1，
pp.47-53. 
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-鉱物をめぐる果てしなき抗争，

(1999) :ドイツ中堂前期におけ
立命語文学558，pp.34-51. 

藤岡謙二能編
大明

山 在手持まかりに

一三次盆地と江)I1 と現抱一~ ， 

三郎(1964)・ 沢白根鉱山史，三菱金属鉱山，

( :打開入町史Jl， 

日
ンター.

幸 '16註紀末期におけ
石見懇山鹿

の 2)-Jl) 

(1ヲヲ己):日本の鉱床，
) pp. 182-188. 

ちしと技

(1970) : 仏|

(1974) : 

ヨ本一列島受か

山 ，雄山関.

森)I1 n
u
d
 

出 (1957 a) におけるドイツ ) pp. 1-50. 

諸回 けるドイツ山 と pp.47-97. 

(1 金銀山の技;掃と社会，

?日本評論社， pp網 141-176.

場社」司啓二編 悶ハ門 ら学長採鉱と

UJ口容二(1993)‘ と開国j]) 

0-1口 (lヲ31a): 田 ける pp.5-148. 

山口 (l931b)‘ 間iこ主をける pp.16…26. 

山口弥一郎 (1 回 け の pp.28-41. 
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と鉱 技術 告

ゼ

: South Ke玖aenaw :A Pattern of Land 
October pp. 386…39立
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【付表 1] 明治初年における非鉄金属鉱山の稼行状況
~ 郡 村 種別 稼行状況 備考
山城

無III郷日浦村・迫村入会 銅山.:. ~I開 :4.789寅 760匁
十二村郷今井村 銅山.:. 愈j問。4.341貫600匁

大手E 吉野郡
十二村郷紫圏村 鋳山 。
十二村郷立里村 銅山 。
天ノ111郷栃尾村 銀山 。
天ノ111郷和居村 銅山 • 4.494貧80匁

河内

和患

1十2銅山出l2X 20 

3実(3ヶ年)

i寅河笹 川1L1能努辺都郡1広I吉出銀重川野山村村型町

32.037貫(3ヶ年)

記己記存亙了一一一一一一一
948寅400匁(1ヶ年)

713匁7分(1ヶ年);210匁(7-12月)

387.100匁(1ヶ年):150貫(7-12.FJ)

企塑型坂本村 銭山 a 1月より誌揖

菟原郡中尾村 鏡山 0 
iI屋村 銀山 o
唐権村 銅山 。 一一

有馬郡
名*村 銅山 。

伊賀

!未開据
未開掘

未聞t屈
未開t屈

伊勢 未開揖

未聞鋸

未開揖

未開揖

l i(畑山) 銅山 。
志摩 答志郡船津村 銅山 。
尾張

=-~可
遠江

駿河 阿倍郡
岩1崎将 金山 。 享禄中砂金出ス
本毎島村 金山 。 班長中砂金出ス

南鋼材 一卜1十I金重1金金金金山山山山山山-・Jxxo 0L・ii 1 l 4急9 
巨摩郡黒柱村

甲斐| 保村 匁6分(1今年)砂金72匁3分5厘

山恕郡l上萩原村
西原村

都留郡 丹波山村 流中にあり採出難

青野村 。
縄地村 金山 • 吹田金300匁(1ヶ年)
浜村 金山 • 吹田金30匁(1ヶ年)
毛倉野村 金山 • 吹包金500匁(1ヶ年)

指模

上総

下総 。
銅山 。 未開掘

津)11村 伺鉛山 。
(高島郡|海津村 銅山 。

し一一一一一一一一一一一
[蒲生郡甲;寧畑村 銅山

・H凡60.978寅
近江 ~愛甲賀知仙!i諮都

政所村 鉛山[

集瀧村 銅山 。
右部村 銅山 • 凡5.900貫
大111原村

。
銅山 。

栗太郡
荒強村 銅山 。
笈111村 銀山 。

唾一!?i仁i村 盟|器l:JIiL--一二;十
猿丸村

寺河戸村 銅山 A 採出未詳

大野郡
森茂村 金山 .... 採出来詳

大原村 金山 企 探出来詳

六厩村 金山

: 1

4分9厘7毛

天生村 金山

{叫・ 13M銅山・-・ 17，324貫160匁:4，331貫40匁

東j泰山村 {銅山 ・ 22，951貫2凹

吉械郡
鉛山 ・ 1，380貧160匁

• 1711賓520匁
和佐保村 銅山 。

鉛山 。
茂住村 鉛山 。

益四君事 大吉井外2杓入会 銅山 。
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【付表2】茂住銀山柿下和右衛門家の商取引(1742年)
金目幽

6

9

4

4

4

4

5

8

2

2

2

2

3

3

5

7

8

9

0

0

0

0

一1
1

2

5

6

9

0

2

3

3

6

7

9

9

2

6

6

6

6

7

8

9

一1
1

3

3

4

6

7

7

7

9

9

0

0

0

1

3

3

4

5

5

5

5

5

5

6

6

8

8

9

9

0

0

0

0

0

1

1

1

2

2

2

3

4

圃

日間

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

一

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

圃

圃

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

士
J

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3
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3
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3
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3

3

3
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圃

同
月
園

銭(文) I 品呂

400 Iゆかた・はおり i猪谷
700 I布子・はおり吉敷 |上茂住

70心j布子 i下茂住村
60 Iくわ弐枚 !土村

300 Iあわせ壱つ |上茂住村

400 I男おひ弐.'はおり壱枚 |上茂住村

250 I小はん・たはこ !上茂住村

884 Iあわせ壱つ。くわ三枚 i猪谷村
250 Iおひ弐.上茂住村
170 Iはおり・おひ・ 1上茂住村

150 Iおひ弐・ !上茂住村

180 Iひとよ物一枚 i猪谷村
4，000 I 小袖弐つ・ころも壱つ・かたひら弐枚〆六品 !下茂住村

2，000 I御Itさ弐袖・おひ弐圃〆四品 i下茂住村
80 I男おひ壱・ i上茂住村
550 Iあわせ壱つ |よ茂住村

1，300 I布子・あわせE・ i上茂住村
1，800 Iたはこ80斤 !上茂住村

100 1-=三升鍋壱つ l下茂住村
50 Iくわ一枚 i下茂住村
6001・・・あわせ四つ i下茂住村
208 1おひ・ひとよ物 11ニ茂住村
550 I布子壱つ j下茂住村

1，500 I布子弐つ !上茂住村

180 Iはおり・のふ j下茂住村

3，500 1'1、袖壱つ・ころも壱つ |下茂住村

3，000 Iけさ二つ・小袖壱つ・ころも壱つ |下茂住村

130 Iなっき・・ !新町

50 i小たち・かたひら壱枚 i上茂住村
750 1布子壱つ !下茂住村

58 Iたそ・にそ i上茂住村
1201弐升鍋壱つ i下浅住村
100 Iさ寸加う越 |中沢村

500 I布子壱つ j上茂住村

212 I・壱枚 |上茂住村

352 I米壱斗五升 i上茂住村
928 I・壱つ・はおり・古数 l上茂住村
300 I布子壱つ j上茂住村

100 11まかり一本 |上茂住村

530 I布子・はおり !中村

400 I金壱歩預り 1下茂住村

150 Iはおり・おび i猪谷村
1，5001小たち-・・・は・たばこ弐・ |上茂住村

150 Iはおり壱枚 i下茂住村
400 Iひとよ物園寸 |土村

345 1・十ひろ i上茂住村
300 1ゆかた・おひ !下茂住村

160 I・ 1猪谷村

65 I・・壱つ |猪谷村

170 11こそ三百目 l上茂住村
1β00 I布子・ばかり |猪谷村

100 iよき壱T 土村

70 1おけ壱つ |土村

400 ¥布子壱つ |上茂住村

130 Iよき壱丁 |上茂住村

432 Iくわ弐枚・よき壱T 猪谷村

100 I白壱丈弐尺 j下茂住村

150 I布壱枚 !猪谷村

160 1茶かま壱つ i上茂住村
440 Iゆかた・よき壱T 上茂住村

333 I布子壱つ j上茂住村

200 1あわせ壱つ !下茂住村

400 Iあわせ壱つ i猪谷村
500 Iあわせ壱つ |猪谷村

500 Iひとよ物園反 i猪谷村
600 Iあわせ壱つ |猪谷村

336 I三升二升鍋壱つ [猪谷村

150 Iよき壱T 猪谷村

700 I布子壱つ |西漆山

700 Iゆかた弐枚・かたひら弐枚・女おひ壱・〆五品 i西漆山
300 Iなっき弐牧・ひとよ物弐・ i 
600 I布子壱つ |小沢

130 iよき壱T 上茂

860 I布子壱つ |上茂住村

100 Iよき壱T 下茂住村

600 I布子壱つ !吉野村

600 1布子壱つ i吉野村
400 1あわせ壱つ |吉野村

400 1あわせ壱つ |吉野村

290 1男おぴ圃・はおり壱枚 |上茂住村

100 I小あわせ壱つ i下茂住村
122 11こそ弐百・ |下茂住村

130 I ひとよ物壱置 i上茂住村
500 Iあわせ壱つ i上茂住村
1001くわ壱枚 i上茂住村
50 I鶴くわ-・弐品 |土村

100 Iよき壱T 上茂往村

取引棺手 | 儀考

弥兵衛

円右衛門

兵吉 i此残り100文請かし
次郎助

兵吉

兵吉 i 

兵吉 ! 
甚助 13月15日園出し

伝兵衛 ! 
伝兵衛 l 
伝兵衛 l 

次兵衛

伝助 16月19日1索文取、ころも・・

兵吉 川月28日和j共ニ1寅文取、御けさ・小袖j度ス

伝兵衛

伝兵衛

平六 13月19日より97文・同537文取、あわせ渡ス

平六 16月利270文、残り15文不足かし、此残り200文請取、 6月26日ニたはこ払取

兵吉

兵吉

長兵衛

平六

三右衛門!

兵吉 此残り300文請かし

五郎 i 
徳翁寺!夫伝助

徳翁寺 i夫伝助
孫七 l 
伝兵衛 ! 

板屋三右衛門 l
兵吉 i 
長兵衛 i 
平四郎 ' 

伝兵衛

平六

平六

平右衛門 i
長右衛門 l
む i
和兵衛 l・2月二利159文取
長兵衛 | 

次兵衛 |成12月圃利取、成12月20日取

平右衛門 i
伝助 i此銭内五捨文5脅かし
太郎助 ! 
伝兵衛 i 
長兵衛 ! 
佐兵衛 i 
惣四郎 ! 
平六 i 
彦七 (此銭残三百文請かし

惣兵衛 i 
次助 i 
平六 i 
長右衛門|

久兵衛 ! 
長兵衛 | 

八兵衛 l 
長右衛門!

平六 i 
源七 l 
長兵衛 i 
三右衛門 i
三郎兵衛 j

三右衛門|酉7月13日貿
甚助 1 

甚助

久兵衛

勘七

勘七

武兵衛

庄兵衛 ! 

長右衛門 i
平六 ! 

伝助 i 
市右衛門 iなかれ
市右衛門 i
市右衛門 i
市右衛門 2

兵吉

五郎

五郎

平六

平六 i 

平六 i 
次郎助 !亥3月29日12文取

伝兵衛 i 
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R 81金i銭(文) 1 品問 1 取事穏李

3 241 2.500 i布子弐つ・あわせ・おび iよ茂佳村 卒右衛門 j

3 241 I 300 I吉敷くわ・ゆかた iよ茂住村 平右衛門 1

3 251 1 320 iあわせをつ j下茂金村 1i郎
3 251 70 1よき壱丁 i立:村 隊兵衛

3 261 152 1弐チト鍋みかま iよf定住村 拘留重s
3 261 150 I華街妥&. I猪谷村 八兵衛

3 271 I 200あわせ号事つ !猪谷村 ~七
3 27! I 300 1ばかり一本 i下茂俊村 五郎

3 281 I 1∞ iあわせ・・ i下茂俊村 五郎

3 281 1 300 1あわせ・はおり i上茂伎村 喜三郎

3 301 I 250 1はおり替数 i猪谷村 議兵害時 ? 

3 301 I 350 Iあわせをつ !獄後村 太郎兵衛 1

3 301 I 170 1よきをγ j猪谷村 太郎兵衛 i

I I ..nn 1かたひら五枚・おび弐・'/1、たち・平骨子弐つ・あ 1 -c" ~J+++ 3S'.-::t::: I I 1.400 I:-_ ，:;:~:::.~.，^ OJV  ~，- "1"'_'" ."， J '" ~ U'J 11と浅{主将 害警窓 17J'l・1民J175JたI I '.~vv Iわ1t壱つ l' ，...u.."J ""..... I 

3 I 300 Iかたびら・おび ;下茂俊村 兵遂 ; 

3 301 1，000 1よ奪三下くわ壱物細かた・5 あわせ慾鐙 ;上茂俊村 兵き i皮4月9日200文敗、よき1了渡ス、此内100文郎、

3 301 500 I布二子怒っ !下茂住村 長兵衛

3 301 i 300 1著書唆反測 i下茂住村 長兵衛

3 301 I 450 I布壱反闘 iよ茂往村 平六

3 301 300 i布子壱つ ド茂住村 1i郎 Id上銭之内五十文織かし

3 301 300 1おかせ・くわ後.下茂住村 五郎 1 

4 11 250 1布を反 i猪谷村 学お衛門 i

4 11 100 1なた・壱牧 11こ茂住村 長お衛門 1

4 11 I 280 Iあわ1t壱つ i上茂{主将 :;P:六 1 

4 11 I 320 ，よ診者~T Iよ茂t主将 平六 i 

4 11 3001あわせ轡つ益・2・ j上茂住村 平沼産s 17 J'l13日同村中E震度兵銭渡ス、利共S文
4 11 500 1・E子・.上茂住村 与兵衛;李IJ加文

4 11 550 1布子怒っ |上茂住村 :;P:密部 i 

4 11 1，00011すさニつ茂右衛門 |下茂住村 徳翁寺 1 

4 11 150 1稗半かます iよ茂{主村 平四郎 i 

4 21 I 300 Iあわせ警つ・小たち'ひとよ物怒っ 仁茂住村 長お衡丹 iながれ

4 21 750 1・ゆかた寸志おり 11ニ2定住村 工事室主郎 ; 

4 3i 300 iよEトくわ・醤んちゃく iよ茂{主村 兵 I

4 51 550 I六分銭・水ふろかま・くわ弐枚 l上茂住村 :;P:I'!]郎 1 

4 51 250 Iあわせをつ i上茂{主宰? 平六 i 

4 61 160 Iおかせ !下茂俊村 五郎 1 

4 8i I 400 1布弐& I中村 長蔵 i

4 91 I 100 Iよき管了 |下茂住村 長兵後i ! 

4 91 1 700 布子壱つ i下町 武兵衛 i

4 91 200 Iかたひら…枚 |よ茂伎村 喜喜三郎 1 

4 121 50 Iなた-T 1.1:波注村 率四郎 i
4 13) i 1，0∞ j布子ゆかた登枚 !密漆山 平次郎 j
4 13! i 576 Iかなとこ壱つ 11こ茂{主村 議三郎 ; 
4151 I 500iお!すきえっ :ょ設住村 王手大 | 
4 16! 100 Iよさ努γ j下茂伎村 玄銘 1 

4 161 200 Iあわせ後つ |横山村 善吉 1 

4 161 100 I1まひろよをき壱T 下茂注村 五郎 i 

4 191 i !661あわせ市寄っ j務谷村 俊兵衛 j 

4 201 230 Iかたひら壱枚 ;ょ茂住村 :;P:右衛門 i

4 201 250 I布壱反 ;猪谷村 八兵衛 1

4 201 300 1ばかり |下茂住村 1i虫11

4 201 1001字詰 下茂俊村 長兵衛 | 

4 21 i 300 1あわせ壱つ i猿谷狩 三郎兵健iI止と銭の内1∞文i脅かし

4 211 50 Iおひ宅5・ ;猪谷村 仁お衛門;

4 211 1001なた奇襲γ ;上茂住村 清右衛門 1

4 231 250 1なっき・iISひ・なた〆三品 !中山 I¥M 

4 231 2∞ iきらわせ替つ i下茂住村 五郎

4 25j 500 I布子壱つ i下茂俊材 養吉

4 251 114 Iくわ壱枚 !中村 小兵衛

4281 1301布壱反 i上茂伎材 者奪三王室長

4 291 100 Iた眼鏡壱つ !上茂伎村 長お衛汚

4 2舎L_L_ 1101女おび鶴 !よ茂伎村 議七

5 11 260 1手許容反 i上茂投村 長お衛門

5 31 5101あわせ寄っ ;務谷村 務所 宅進

5. 41 30 Iくわ管枚 j上茂往村 長右衛門

5 61 1，5ο01金子弐歩殺り !下茂住村 惣Z芸部
5101 i 1001よき壱γ [関山 久助

3001なっき・よき |中沢 窓際

き51くわ・なた IJニ没後材 不悶郎

120 Iあわせ壱つ i上茂俊材 源七

100 Iよき壱T !よ茂俊村 清右衛門

800 1あわせ・はおり〆弐ぬ i茂住谷 作兵衛

450 1六分続受つ !上茂住村 溌お衛門

部!よさ登γ !閉山 久助

172 Iおかせ・くわ i下茂住村 五郎

150 I小たち・あわせ ;下茂住村 1i部

325 I大豆壱八チト ;ょ:a住村 清志衛門

500 Iあわせ・よき ;猪谷村 弥七

300 I~あわせ警つ 1;1襲山 勘七鐙機動

100 Iよぎ壱T 中沢 宙線

120 I布奇襲文三尺 i新町 孫七

2001よき鶴〆弐丁 jみのか鋳 弥助

300 I布子怒っ 1$沢 平包金s
200 Iかたひら努枚渡ス i下茂住村 坂度三右衛門

690 1布子登つ Ifを渡村 湾七

250 !I'!]チト鍋寄っ i猪谷村 称次兵衛

725 1小たち三つ必びを. 11';'定住村 幾Eg
850 i金子壱歩預り ;下茂俊村 幾窓
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月 日 金銭(文) 品忌 取引相手 備考
7 4 100 くわ警枚 下茂住村
7 7 726 あわせ弐枚 猪谷村 長兵衛 利58文
7 7 1β00 あわせ壱つ・圃壱反 猪谷村 吉兵衛 此銭の内200文請かし
7 9 400 あわせ壱つ 績山村 庄兵衛
7 9 100 おかせ 下茂住村 五郎 岡村兵吉むすめニ渡ス
7 10 450 むき三斗金壱歩替 上茂住村 平四郎
7 11 100 まわた十五束 下茂住村 五郎
7 11 174 かたひら・はおり 猪谷村 伝四郎
7 11 900 かたひら壱・圃弐枚 下茂住村 徳翁寺
7 11 300 おひ壱圃 下茂住村 徳翁寺
7 11 700 もめん園子
7 11 900 けさニ 下茂住村 徳翁寺
7 11 1，000 衣壱つ 下茂住村 徳翁寺
7 11 1.100 小袖壱つ 下茂住村 徳翁寺
7 11 1，200 ころも 下茂住村 徳翁寺
7 11 1，200 ころも 下茂住村 徳翁寺
7 11 1，200 ころも 下茂住村 徳翁寺
7 12 100 に圃弐百五十・ 土村 次郎助
7 12 700 かたひら・古敷・わきさし 閉山 田屋新七 ながれ
7 12 750 あわせ・そめ・ 猪谷村 九右衛門
7 13 370 ひとよ物・にそ弐百九十目 績山村 平右衛門
7 13 34B 布子壱つ 横山村 惣四郎
7 13 300 にそ七百七捨目 中村 長蔵
7 13 100 まわた十五・ 下茂住村 五郎
7 13 110 女ゆかた壱枚 i上茂住村 源七
7 13 500 むき三斗五升 上茂住村 平六
7 13 800 ヨ|板 上茂住村 平六

7 13 500 かつは一枚 下茂住村 徳翁寺
7 13 2BO にそ七盲目 上茂住村 平六
7 13 1，400 金子弐歩預り 上茂住村 平右衛門

7 13 224 はおり壱牧 上茂住村 兵吉
7 14 550 ひとよ物・はおり一枚 猪谷村 仁右衛門

7 14 30 おひ壱圃 上茂住村 伝兵衛

7 15 50 くわ・なた 猪谷村 八兵衛

50 にそ 次郎助

7 17 50 Iくわ・にそ 土村 次郎防

7 17 300 かたひら弐牧 下茂住村 五郎
7 17 50 小たち・なっき 猪谷村 佐兵衛

7 lB 1，400 敷板十問 上茂住村 平六

7 18 250 あわせ壱つ 務谷村 伝四郎

7 19 63 にそ百六十目 上茂住村 徳右衛門

7 19 90 にそ弐百回 長右衛門

7 19 200 にそ五百巨 閉山 久助

7 20 1，420 むき六斗 上茂住村 平右衛門

7 21 126 かたひら一枚 上茂住村 ;青右衛門

7 21 :~~ Iあわせ壱つ 上茂住村 平六

7 211 100 小たち・ひとよ物壱枚 上茂住村 平六

7 21 500 害!権 上茂住村

7 22 250 布壱反 猪谷村 八兵衛 亥8月3日58文取

7 26 350 かたひら・よき 西j奈山 平四郎

7 27 70 にそ弐百目 上茂住村 平六

7 27 550 ひとよ物・女おび 西j奈山 勘七

7 27 120 かたひら一枚 上茂住村 源七

7 27 126 にそ三百目 上茂住村 源七

7 29 63 にそ弐百目 下茂住村 長兵衛

7 29 50 ちまわしーヶ 下茂住村 丘吉

8 :~~ Iなた壱ケかたひら |下拙材 五郎

8 100 くわ・なた 下茂住村 長兵衛

B 500 かたひら三枚 上茂住村 平右衛門

8 200 にそ五百目 上茂住村 平右衛門

8 150 かたひら一枚 上茂住村 平四郎

8 60 にそ百五拾目 機右衛門

8 2 150 かたひら・にそ 上茂住村 平六

8 5 150 
かたひらた一一枚枚

上茂住村 ;環七

8 5 180 女ゆか 上茂住村 源七

8 6 900 男おひ三園・かたひら三枚 上茂住村 兵吉

8 9 250 かたひら弐枚 喜三郎

8 12 80 にそ弐百目 上茂住村 j原七

8 13 700 ゆかた壱枚・女おび壱・-かたひら弐枚 西漆山 勘七

B 16 83 おび壱圃 下茂住村 権七

8 16 閉山 久助

8 16 84 くわ壱牧 上茂住村 平四郎

8 26 650 古敷・ゆかた・おび・さいふ〆四品 上茂住村 平四郎

8 28 1.500 稗五ツ 上茂住村 平六

8 29 1分 -・つ・あわせ壱つ 上茂住村 平四郎

500 かたひら五枚 上茂住村 平四郎

8 29 600 稗弐つ 上茂住村 平四郎

8 29 800 ..あわせ〆弐つ 上茂住村 平四郎

8 2911分! かたひら六枚 上茂住村 平四郎

8 30 80 にそ・たそ弐百目 l下茂住村 善吉

9 600 稗弐つ 長兵緯i
9 300 稗壱つ 上茂住村 平四郎

9 4 100 にそ弐百三拾文 猪谷村 久蔵

9 4 200 なっき弐枚 猪谷村 三右衛門

9 8 530 ゆかた弐枚 上茂住村 平右衛門

9 8 600 稗弐つ 上茂住村 平右衛門

9 8 稗壱つ 上茂住村 平六

9 8 500 稗弐つ 上茂住村 平四郎

9 17 150 かたひら壱枚 下茂住村 伝幼

209 



月 日 i金 銭(文) お毘
9 17 

9 21 300稗壱つ
9 21 600たはこ廿七斤
9 21 250 よき・くわ〆弐品
9 22 1，30O たはこ六捨五斤
9 27 300 稗壱つ
9 27 2分 300 たはこ壱圃
9 29 300 かたひら弐牧
9 29 1'00 布・はおり壱枚
9 29 120 たはこ六斤
10 550 あわせ壱つ
10 3 50 なっき壱枚
10 3 500 かたひら弐枚
10 3 200 なっき弐枚
10 7 800 たはこ四九斤
10 7 180 なっき壱枚
10 7! 200 かたひら一枚
10 8 100 小たち・かたひら一枚
10 B 160 はおり壱枚
10 B 300 布子壱つ
10 9 600 布子壱つ
10 9 600 なた五7・よき壱丁
10 11 223 かたひら一枚
10 11 150 ゆかた一枚
10 14 300 あわせ壱つ
10 23 150 かたひら二枚
10 24 300 布子壱つ
10 26 300 大豆弐斗

10 29 1，500 たはこ六十斤
10 30 300 布子壱つ
10 30 400 にそ壱・-そめE七尺
10 30 350 かたひら=枚
11 100 大R八斗
11 800 もめん弐反

11 211分 たはこ四捨斤

11 10 300 大豆弐斗

11 10 1，500 あわせ・布弐反・なっきE・
11 180 たはこ十斤

11 13 200 布壱反

11 13 1，830 たはこ九袷斤

11 18 1，000 かたひら四枚・布壱反
11 20 1，100 米五斗

11 20 150 かたひら一枚

11 21 250 あわせ壱つ

11 22 750 かたひら四枚

11 23 684 かたひら四枚

11 29 300 布子壱つ

12 1帥lむっき弐枚
12 300 布子壱つ

12 680 米三斗

12 5 200 布壱反

12 10 150 なっき一枚

12 10 350 なっき弐枚

12 10 400 布子壱つ

12 18 170 よき壱丁

12 18 600 あわせ壱つ

12 18 99 かたひら一枚

12 23 300 布壱反

12 24 250 よき弐丁

12 24 300 なっき弐枚

350 小たち・なっき三枚

12 24 370 なっき弐枚

12 24 600 米三斗

12 24 40 くわ壱牧

12 24 500 たはこ

12 24 450 -子百五丸・丸木板弐問・さん三拾本

12 27 1，100 鉛弐貫三百目

12 27 800 し・寸・・

12 28 300 布弐反

12 28 450 くわ三枚

300 くわ・なっき

12 29 1，300 たはこ五拾斤

12 30 

12 30 700 ゆかた壱枚・かたひら三枚

12 30 1，100たはこ六十斤計

12 30 200 よき

j主1:品目はいずれも史料の記載にしたがった.

注2:圃印は判読不能の文字を示す

取引相手 備考

喜ニ郎

上茂住村 平六

下茂住村 五郎

上茂住村 兵吉

上茂住村 平右衛門

土村 次郎助

上茂住村 平右衛門

閉山 かじゃ新七

上茂住村 源七

上茂住村 平四郎

上茂伎村 平六 利30文
上茂住村 源七

吉野村 市右衛門

吉野村 市右衛門

上茂住村 喜三郎

猪谷村 三右衛門

猪谷村 三右衛門

舟j度村 甚四郎

猪谷村 仁右衛門

伝助

上茂住村 平右衛門

下茂住村 伝助

西漆山 平次郎

上茂住村 平右衛門

下町 次郎吉

検山村 善吉

|上茂住村 兵吉

上茂住村 平四郎

上茂住村 平右衛門

上茂住村 兵吉

下茂住村 伝助

下茂住村 伝効

j原七

下茂住村 伝助

上茂住村 平六

土村 次郎防

横山村 市右衛門

上茂住村 長右衛門

中村 長蔵

上茂住村 兵吉

猪谷村 吉兵衛

犠山村 平右衛門

猪谷村 伝四郎

大工 彦右衛門

猪谷村 九右衛門

猪谷村 長兵衛

上茂住村 伝兵衛

l猪谷村 伝四郎

上茂住村 平四郎

下茂住村 三右衛門

下茂住村 惣四郎

猪谷村 甚兵衛

償山村 惣四郎

検山村 惣四郎 是ハ酉12月26日貿

猪谷村 太兵衛 3月30日質

伝兵衛

上茂{主村 平右衛門

猪谷村 三右衛門

下町 彦助

下町 次郎吉

横山村 惣四郎

篠山村 平右衛門

平右衛門

次兵衛

平右衛門

九兵衛

伝蔵 但、本人方へ入置

伝吉

伝吉 此銭150文請かし

作兵衛

平六

平右衛門

兵吉
平右衛門

伝兵衛

(飛騨市神岡町東茂住柿下家文書下寛保2年「大福牒J より作成〉
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【付表3】石見銀山における御直山の開発状況(1779年1月.......6月)
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(江津市桜江町大震中村家文番安永8年f御役所御用問詑Jにより作成〉
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【付表4】石見銀山における御直山の開発状況(1820年1月"""6月)
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得意霊山御入用払
期間

川!龍源総本績給軍身切j度出臨時脚槻戸通i吉切地鼠仕立…式請負修寝入用 j切

430，5701 
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(江津市桜江町大賞中村家文書文芸支3年fS記Jにより作成〕

i主:.f.1J1主戦能不能の文字を示すe
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{付表5] 石見銀山静料の伊師による鉄等の搬送(1702.-.1718年)
炉師 j 先号 j年) 月 品開 菱支援 室戸・御林新設地 繍考

赤i家 次お縄問 正徳2 1712 111 1 5 i渓11丹江津・御議言語78駄之内

遺c言寄語f l 
。刈A、

正f悪4 1714 

赤塚村 揺さ五笥問
1E徳5 1715 

i 享保:7G 1716 
112 1 

2650 9 1 t20繋

目i8 :10糞
先操15I 1702 

1 

210 8 
3 

26956 5 3 0 

~20震
え '苅戸出

先操17

策3設

l 宝永zi1!1704 E 16 7 9 0 
~1 0葉 正:JII面戸騒鍛嘉冶重震出量

324250 8 0 5 7 
;上山鍛冶躍出

i ~10j霊 :W コ" 
3 4 

23?E 2 t ~20業 :LU ムミ
一一一

宝永2 I 1705 一
11112  1 

吾郷村 )¥左衛門 ~9 w オふ‘

亙5許0駄亙量一E孟" 

2 3 4 5 2 
3 

宝永3 1706 ; 327 5 

ー寸1諜青写五百三戸
3 

223 3 

i 323 1 
v 

kR.i争欄

ι 士6 量三宮 盤皇室
{ 

23258 8 9 1 
;11号，t f三翠

i宝刺 1707 

謹璽型宇
lij5 

コ.‘ 

38 5 t/O 
Z 

← ー

350 3 
;ペ-コ『

432226 6 2 7 7 

コ

::l 

!軍吾璽郷

与 119 0 
323 6 

U! 

苦手j

4 44 [，i当

上野符 i主義樹 i志議5i 1715 12 19 1 
出3支。貫

6 16 健一一色叫~

8 9 7 13 2 8 
u01言 :Pil>I!Vきよ山村 ;台左衛門 正徳之 1712 

とul ，1コ
開
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炉師

川本村 1 十三郎

川本村 E 十三郎

||元号 i年| 月 | 品目 | 数量 | 軒御林所在地 | 備考

~_~ ~寵十下諸手盟諸謹二二二二二二二二二
L___i___j盤長室L一一L旦u主一一一一上一一一一一一一一 ー一一一__j一一
I 5 1鉄長害j l 型_M______]~一一一 一一一~_J__
I 6 I鉄長割 I 107駄 1 I 
7 I鉄長害J I 63駄 1 I 

元禄1511702仁王二極盟_==t=i旦jL__[二二二-二二二二二二二二三三三----二二ご二二
|閏8 1長割 :1 111駄10貫 I 1I 

|関8 1鉄 I 40駄 1 1: 

L__~___Jj怪童ー!I_.~旦畳一一上一一一一一一 一一一ーし

L_g___ーを史墨聖L_L_j3駄 一一一一一一一一一一一一 一一一一一 J一一号
I 10 1銑長割 1 72駄 I li 

一一一一一
11 1銑長部 I 175駄 I 1; 

「丁目量 下三三三二三三二
4 I長割 1 16駄 I 11 

5 1鉄長割 1 96駄 I ~ 

l元tJF:16 1703 子二
10 1長割 I 98駄 i曲り鍛冶産出 l 
11 I長割 | 110駄 l曲り鍛冶屋出 l 

I I -4-民γー↓て-~ ~.__~控明選邑一一一 一一斗・12 1長害J I 91駄 l曲り出 1 

1ー 十--l--_!ι 一生一一一---1- 8~ 一世も出一一一十一 一一一-1-
1 1長割 I 49駄 I 1 
1 1鉄 I 12駄 1 1 

~1~17 ~~主且壬三子三I元禄171 1 2 1長害J 1 72駄 1 1 

1 1 2 1鉄 1 11駄 1 1 

1 1 2 1吉舎炭 1 81俵 1 1 

1 1 2 1米 I 20石 1 1 

I I þ-~民中止寸二二二二十1 1 3 1鉄 1 6駄 1 1 

1 1 3 I吉会長 1 58俵 1 I 
1 4 I長割 1 78駄 1 I 

17041 5 1長部 1 9C駄 1 1 

5 I銑 I 30 駄 1 I 

|宝永元I~~-島亡長芋二|二二二二一j二二二二二:
7 1長割 1 84駄 1 I 
8 I銑 I 7駄 1 l' 
9 I銑 I 30駄 1 r 
9 I長割 1 79駄 1 1 
10 I鉄長割 I 107駄 |長藤村曲り炉・都賀行村大鍛;会屋 l 
11 I鉄長害) 1 138駄 |曲りを戸・大原鍛冶屋出 I 

一→--1---]Lj主主開-上立当仁一一世草津騨塗喜 一一一-!-一
1 1 I鉄長割 1 40駄 |曲り炉圃大原鍛治産 l 
2 I鉄長割 1 112駄 |曲り炉・大原鍛冶屋 』

1 1 i-子-陰雲ト日告---i藍13E;士宮J時 -----1一一宝永2117051 4 I鉄長割 1 120駄 |曲り炉・大原鍛冶麗 l 
|10 I鉄長部 1 23.5駄 |大原・蒲代・源太山・曲り室戸鍛;台屋 l 

L----LJ~二汁富二t 1!E-|慧草案時龍二:二-_........一一二
2 I鉄長割 1 11C駄目重 |大原・蒲代・源太山・癌炉鍛冶屋 l 

1 148拡 |大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 I 
1 70拡 |大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 I 
1 97駄10貫|大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 l 
一一 一一
1 32.5駄 |大原・蒲代・漉太山・曲伊鍛冶麗 l 
1 60駄10貫|大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 l 
1 52!駄 |大原・蒲代・源太山・曲炉鍛冶屋 l 
1 58.~ 1大原・蒲代・源太山・曲が鍛冶崖 l 

宝永31 1706 1--ーさ斗芸<>'J.-.--1 『ごと一斗全 雲-斗一一
1 77.5 lt: 1大原・藷代・源太山・曲炉鍛冶屋 l 
1 80駄 |大原・蒲代 I原太山・曲室戸鍛冶屋 i 
1 55駄 |大原・蒲代・源太山・曲軒鍛冶屋 l 
1 79駄 |大原・蒲代・源太山・曲伊鍛冶屋 l 

守幅二一芽二臨;::票田盟運三壬三三三三二
ゴ-臨聾H;i斗ii諜謹二二一二二二二二二
しょ」盆監_I)-上 47監一_j血E-大原室戸鍛冶屋一一一一一一一」一一一
2 |鉄長割 1 113駄 |曲評・大原野鍛冶屋 一一一」一一 一
3 1鉄長割 1 91駄 |曲炉・大原炉鍛冶屡 | 

一 一 一一一一十一一一一一一-
L_4_J鎧一一一_j~-監ー←_J主E二重金二5ffïj;Ã山・曲り炉鍛冶慶 一j一一一一一一一一一一一一 一一一一
LιJ皇室1) 1 89 ~主 |大原・蒲代'iffij;太山・曲り室戸鍛冶量一-1-一一一一一一一一 一一一
L__~_J主主一一一一L~8 駄 |大原・蒲代・源太山二血り炉鍛;台屋 |一一一一

l__5一一随筆~し一一J_______1 2 駄 10貫 I主箆盟企盟主止曲り伊鍛冶屋 _J_一一一一一一一一一一一ー
6 1鉄 1 67駄 |大原・蒲代・源太山・曲り炉鍛冶崖 | 

宝永4I 1707 r--fi-隆宣J -=-J二豆豆直]さ原・蒲代・漉太山虫盟魁亙二工-
i鉄 I 65.5駄 |大原・蒲代・源太山・曲り炉鍛冶産 | 
1長害IJ 1 46駄10貫 |大原・蒲代・源太山・曲りま戸鍛冶屋 | 

一 一 一一一一一一一一一-一一一-
j盆一一--j_旦王監一一一大原・蒲代・源太山・曲喧盤主重一一L-
i長割 1 63駄20貫|大原 E蒲代・澗太山・曲り炉鍛冶屋 | 
団長 1 71駄 |大原・議代・源太山・曲り炉鍛冶屋 | 

怪童し一一J__4旦監g_Q童J主皇室企涯A止直2煙車並屋_L 一-
l鉄 1 21駄|曲b炉 l
l長割 I 3駄目貫!大原鍛冶屋
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